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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　デルク・ライシードが馬から下りたのは、平野のまんなかの不思議な場所だった。

　はるか見み渡わたす限りの牧草地。不毛と聞いていた通り、今は人ひと影かげどころかまとまった草もない。風ばかりがやけに心地ここちよい、荒こう野やの一歩手前とも言える景色の中に。

　突とつ然ぜん、緑が寄り集まって、オアシスのごとく存在している場所。

　あからさまに不自然な光景に、しかしデルクは何も思わなかった。ただ、理解する。

「目的地……到とう着ちやく。おおむね十四刻。予定に変化なし」

　馬から下りた瞬しゆん間かんに、それでもどこか期するものを感じた。

　腰こしに確かな重みを伝える長ちよう剣けん。己おのれの肌はだも同然に感じる軽装鎧よろい。

　普ふ段だんとまったく、寸分たりとも変わらぬ出いで立ちでまかりこしたというのに。いつのまにか胸の奥に生まれた、不思議なざわめき。謎なぞの渦うず巻まき。

　きっと環かん境きようがそうさせるのだろう。ひとことで表せば──

「余よ裕ゆうでは、ない……といったところか」

　他人ひと事ごとのように呟つぶやき、デルクは傍かたわらで静かにたたずむ愛馬のたてがみをなでた。

「少し待て、ファイムジア。厩きゆう舎しやは表にないようだ」

　手た綱づなを門柱に繫つないで、デルクは格こう子し戸どを押し開ける。

　門と言っても見下ろせる程度、彼の胸ほどまでしかない。花に彩いろどられた煉れん瓦がの小道をゆき、背の低い木々が群れる林を横目に、辿たどり着いた建物の軒のき先さきを、デルクは見上げた。

　横書きに、端たん的てきに、記されているその語句を読み上げる。

「国立……ヒューモン、保育園」

　間ま違ちがいない。ここが新たな『戦場』だ。

　横板に記されたその文字列が、なぜか楷かい書しよでないのはいささか気にかかった。テンションの上がった幼児が、心おもむくままに絵筆を振ふるったような、奔ほん放ぽうな筆ひつ致ちになっている。しかしそれは、己の胸にある奇き妙みようなざわめきと比べてすら、どうでもいいことである。

　気を引き締しめろ。心を研とぎ澄すませ。これから踏ふみ入る戦地に対して。

　まず行うべきは、会うことだ。

「新たな上官殿どのに」

　うむ、とひとつ頷うなずいて──デルクは、上向いていた視線をゆっくりと引き下ろす。

　人型をした生き物が二体、並んで彼を見上げていた。

　小さい。背せ丈たけとしては、デルクの腰ほどまでしかない。人間の女の子、まさしくそう見える。大きな瞳ひとみも、丸っこい顔の輪りん郭かくも、それぞれが手にした大きな本までも。

　しかしデルクに油断はなかった。心づもりは完かん了りようしている。

　なにしろ、彼女らが人間でないことだけは、すでにわかっているのだ──

　ここには、魔ま族ぞくしかいない。

「第一騎き士し団二級騎士見習い、デルク・ライシードである！」

　ゆえにまず、名乗りを上げる。

「ここの園児であれば、たずねたい。君たちの上官殿はどちらか？」

　答えは返ってこなかった。

　二体の魔族は、一いつ瞬しゆん顔を見合わせる。神官が着るようなゆったりしたローブ、ぼさぼさの桃もも色いろ頭にかぶったフードから青い視線を覗のぞかせ、互たがいの見事な無表情を確かめ合っているかのように。繫いだ小さな手を前後に揺ゆすって、なにやら小声で言葉も交かわした。

　聞き取れない。人間語ではあるようだが。質問に答える様子も、やはりない。

「自分は怪あやしい者ではない。任務でここへ来た。君たちの上官殿は──」

　バッ、と魔族たちが同時に動いた。

　無表情のまま、繫ぎ合っていないほうの手で、それぞれまったく違ちがう方向を指さす。

　示された二方向へと、デルクは律りち儀ぎに顔を向けた。

　しかし、誰だれもいない。木造の建物の落ち着いた外観、飾かざり気の少ないシンプルな装よそおい。それらが彼を見下ろしているだけで、すなわち通路すら続いていない。

「いったい、どこに上官殿が……」

　目を戻もどすと、二体の魔族は影かげも形もなくなっていた。

　見回すが、どこにもいない──かすかに笑い声のようなものが響ひびいている。なるほど、とデルクは勝手に得心した。これもひとつの歓かん迎げいということか。

「入ってもよい、と判断する」

　出入り口にはドアこそあるが、最初から開け放たれていた。関係者以外は立入禁止だろうが、デルクは紛まぎれもない関係者である。

　廊ろう下かに立ち入り、角の先を覗きこむも、やはり人影はない。

「……む。『園長室　二階』か……」

　なんとも抽ちゆう象しよう的てきな絵画の描えがき殴なぐられた乾けん薄ぱく紙しの群れに、ありがたい貼はり紙を発見する。壁かべ一面に貼られたこれらにどんな意味があるのかは不明だが、ともかく階段をのぼった。

　自分の足音がやけに耳につく。一階も、二階も、不自然なほどに静まりかえっていた。

　静せい寂じやくはしかし、好都合である──敵の襲しゆう撃げきを察知しやすい。

　たとえば、そう、

「誰だ。そこにいるのは」

　このように。

「両手をあげて出てこい。手が複数あるなら、すべてを上にあげて指を開け。おかしなことを考えるな、こちらはすべてを捉とらえている」

　じり、とかかとを鳴らして警告した。

　二階の廊下、これまた広くつくられたその右手側に、半開きのドアがある。デルクをうかがう何者かの気配が、そこに在るのがはっきりとわかった。

　刺し客かくか。諜ちよう報ほう員いんか。はたまた、邪じや霊れいか。

「出てこなければ、その隠かくれているドアごと……っ」

　背後から叫さけび声が聞こえ、戦せん闘とう態勢の体ごと素す早ばやく向き直った。

　通路の先に、新たな魔族が一体現れている。

　先ほどの二体より背は高いが、やはり幼い女の子の見た目だ。濃こい青のロングヘアに、同色の長ズボン。やたら発育のいい上半身に、なぜか貝かい殻がらをふたつだけ着けている。

　特とく徴ちよう的てきな形状の耳から、水すい棲せいの魔ま物ものであるとわかった。

　しかしなぜ、弾はじけるような笑え顔がおを見せているのかは、わからない。

「君はっ……!?」

　状じよう況きよう把は握あくに手間取るデルクに向かって、魔族が走ってきた。

　あまりに無む警けい戒かい、無防備、そして微み塵じんの敵意も感じられない行動に、対応が遅おくれる。しまった、と思ういとますらなく──魔族はデルクのそばを駆かけ抜ぬけ、怪しげな気配の発生源であるドアを、豪ごう快かいに跳はね開けた。

　呆あつ気けにとられる彼の前に、部屋の中からもう一体、現れる。

　こちらは薄うす紫むらさき色いろのショートヘア。動きやすそうな黒いシャツに、ひらひらした部分がずいぶん目立つスカート。腹部が丸見えの出で立ちで、極きわめつけにはスカートの後ろを割って──トカゲじみたしっぽが突つき出ている。

　デルクは戦せん慄りつした。やはり魔族、それもおそらくは危険度Ａクラス。

　頭から生えている短い角といい。笑顔を崩くずさない水棲魔族に対し、不ふ機き嫌げんそうな顔つきで応答している点といい。脅きよう威い的てきな状況だ。しかし落ち着かねばならない。

　相変わらず、敵意の類たぐいを感じ取れるわけではないのだ。

「君たちも……ここの園児であるなら、君たちの上官、っぬう」

　デルクの言葉も終わらないうちに、二体の魔族が活性化した。

　耳をつんざくような金切り声をあげ、通路を縦じゆう横おう無む尽じんに走り回りはじめる。

　反射的に身構え、剣けんの柄つかに手を触ふれた。迫はく力りよくある威い嚇かく行動──だと思ったのだが、どこか違い和わ感かんがある。なにしろ二体とも、デルクを見てすらいない。水棲魔族が笑顔で逃にげているように見えるし、しっぽのある魔族が怒おこって追いかけているようにも見える。

　不可解だった。対応に苦く慮りよする。しかし、手をこまねいているわけにはいかない。

「俺は怪しい者ではない。第一騎士団所属の騎士見習いとして、王都から……」

　デルクの口上に耳を貸さず、魔族たちは走り回っている。

「ここへ戦いにきたわけではない。しかし、君たちが威い力りよくを示そうとするなら……」

　走り回っている。

「ともかく、君たちの上官殿に、ここの責任者殿に目通りを……ぬ」

　転んだ。

　青いロングヘアが足をもつれさせ、身体からだを投げ出すようにして。

　反射的にひざをつき、両手で抱かかえて助け起こす──戦いにきたのではない、という言は本当である。それになんとも、始末が悪かった。

　この建物にいる子供は、皆みなもれなく魔族。

　頭でそう理解していても、見た目は人の子と変わらないのだ。

「大だい丈じよう夫ぶか」

　声をかけるデルクの足あし下もとで、小さく乾かわいた音がした。

　見ると、貝殻である。魔族が上半身に──正確を期すなら、胸に着けていたものだ。朴ぼく念ねん仁じんのデルクでも知っている、いわゆるひとつの人魚姫ひめスタイル。水に棲すむ魔族の、あまりにも直球なお洒落しやれと言えるのかもしれないが。

　転んだ弾はずみに、押しつぶしてしまったのだろう。その魔族はまた満面の笑みを浮うかべる。

　華きや奢しやな身体にまったく似つかわしくない、豊かな丸みのかたまりをぽよぽよ揺らして。

「ケガは……ないようだな。気をつけろ。魔族といえど、ケガをすれば痛いだろう」

　そうに違いない。魔族もまた生き物で、人とは違えど血が流れているのだから。

　自分の言葉を嚙かみしめるデルクの耳に、新たな声が届いた。

　小さな、息を吞のむような悲鳴。階段を振り向くと、女性が一人姿を見せている。

　長身──デルクよりは頭ひとつほど低いが、この建物に入って初めて見る大人だ。ノースリーブの襟えり付きシャツに、ひざ下まである厚手のスカート。多数のポケットがついた前まえ掛かけは、確かエプロンという多機能装備だ。腹部に猫ねこを象かたどったと思おぼしきデザインの布が縫ぬいつけられているが、その意味まではわからない。

　おおむね、事前情報と合がつ致ちする。やさしげな細ほそ面おもてが、なぜか青ざめていること以外は。

「上官殿でありますか！」

　直立し、胸を張って敬礼する。

「自分はデルク・ライシード！　本日付で、ここヒューモン保育園の──」

「へ……」

「代表者護衛の……任を。『へ』？」

　震ふるえる手で、女性はこちらを指さした。

　不可解である。デルク本人ではない、この状況を指さしている様子だ。走り回っていた二体の魔族は、なぜかすこぶるおとなしくなっていた。さらに不可思議なことに、上半身はだかの水棲魔族がデルクの足の間にもぐりこんでいる。

　身を隠したいのだろうか。しかし意味などない。

　事実、自分を除いて、この建物にいる唯ゆい一いつの人間──『えんちょう』の腕わん章しようを巻いた女性も、しっかりと彼女を見つめているのだから。

「へ……！」

　女性は叫んだ。

「ヘンタイさんですぅ───っ！」







「ごめんなさい……！」

　場所は移って、二階の奥の小部屋。

　ドアに『えんちょうしつ』と落書きされている、雑然とした室内である。テーブルの向かいで頭を下げるエプロンの女性に、デルクは眉まゆ根ねを寄せた。

「なにを……おっしゃいますか、上官殿。謝罪なさる必要など、なにも」

「いらっしゃってるのに気づかなくて、お出で迎むかえもできなくて、あまつさえヘンタイさん呼ばわりしちゃって本当にごめんなさい！　子供を助けてくれていたともつゆ知らず、本当に本当にごめんなさい！」

「いえ、感服いたしました。武器を持った男性に素す手でで立ち向かうなど、なかなかできることではありません」

「ああっ、ほ、本当に本当に本当にごめんなさい！　痛かったですか!?」

「ご心配なく。それなりに鍛きたえております」

　ヘンタイ宣告の直後、彼女が両手を振ふり回して突とつ撃げきしてきたのには確かに面めん食くらったが。
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「仮に自分が無法者であった場合でも、この保育園は上官殿どのによって守られたことでしょう。うかがっていた以上のお方だ、さすがです」

「う、うう……いろいろ申し訳ない上に言いたいことも山積みですけど、そもそもまず、どんなお話を聞いてこられたんですか……？」

　顔を上げた彼女は、第一印象以上に若く見えた。

　大きな瞳ひとみ、ふっくらした頰ほお。金色の髪かみは細く長く、テーブルに落ちかかる様もあでやかだ。飾り気のない装いでありながら、瑞みず々みずしい魅み力りよくがにじみ出ている。

　デルクは首しゆ肯こうし、まるで己おのれのことであるかのごとく、誇ほこらしく胸を張った。

「はっ。この平時の最前線において、魔ま族ぞくを相手に孤こ軍ぐん奮ふん闘とうなさるすばらしい英えい傑けつ！　王国の正義の体現者であると、そのようにうかがっております」

「え……あ、あの。誰が……？」

「あなたが」

「人ひと違ちがいじゃ……？」

「ティリア・クオラン殿。現在、この場所の最高責任者であらせられる。そうですね？」

　頷うなずく彼女、ティリアに対して、デルクももう一度首肯した。

「間違いありません。これからよろしくお願い申し上げます」

「あ、あの。わたしあの、保育士なんですけど。ただの。それに平時の最前線って……」

「表現に誇こ張ちようはないかと思われます。そもそも──」

「えと、その、お紅茶冷めちゃいますから……どうぞ？」

「はっ。いただきます」

　ぐい、と一息で手元のカップを空にする。

　啞あ然ぜんとするティリアを、デルクは初めて正面から見つめた。

「そもそも、魔族と和平を結んで二年足らず。平和になったと浮かれる者もおりますが、まだまだ問題は残っています。国境線や、遺族への賠ばい償しよう、人ひと質じちの交こう換かん等々。自分の理解など及およびませんが、我々王国も、魔族も、少しでも有利な条件を獲かく得とくすべく躍やつ起きになっているようです。王都はいまだ、魔族を出し抜こうと忙いそがしく情報を集めています」

「はあ、なるほどー……」

「そんな駆け引きの渦か中ちゆうにあって、魔族側が最大限の譲じよう歩ほを見せ、駆け足で実現にこぎつけた案件。それがこの、【魔族保育園設立協力計画】である、と聞いております」

　魔族保育園。

　ヒューモン保育園、とその名を定められているらしい。

　長きにわたる、人魔の戦い。互たがいに無数の命を奪うばい合い、土地を蹂じゆう躙りんしてきたそれは、終わった。王国による宣言がなされ、爪そう刃じんを合わせることは二度とない、とされた。

　よき時代の到とう来らい。人々は歓かん喜きし、和の象しよう徴ちようとして王を、神を崇あがめたが、

「王国は、この計画に対して、今も慎しん重ちような姿勢をとっています」

　おかわりどうぞ、と注がれる紅茶を見やりつつ、デルクは声を落とした。

「魔族の意図をはかりかねているらしく……正直、自分も同様です。『魔族の幼体をひとところに集め、人間の管理を受けさせる』、これだけ聞けば狂きよう気きの沙さ汰たに等しくあります。自ら理想的な人質を差し出すに等しい行こう為い。王国は、警戒した挙げ句に……」

「普ふ通つうにやることに決めた、んですよね。実際、ここは普通の保育園です。子供がいて、保育士がいて、みんなで仲よく遊んでます」

「お言葉ですが、上官殿。普通ではありません。ここも、そしてあなたも」

　小首を傾かしげるティリアに、デルクは再び姿勢を正す。

「魔族は本当に、子供をここへ──王国南部域、魔族領にも近いとはいえ、完全な人間の勢力範はん囲い内に送ってきましたが、無論単独ではなく。魔族がつけた『護衛』を恐おそれ、上官殿を除く普通の職員が皆みな逃にげ出してしまった、と報告を受けております」

「はあ、まあ、そうなってしまいまして……でも、護衛がつくのは当然でしょう？」

「はい。ですが、この建物内に限って言えば、人間の領内であるにもかかわらず魔族が数で上回るという、不可思議な状況が実現しています。王国も遅おそまきながら理解し、ゆえに自分の派は遣けんが決まりました」

「デルク……ライシードさん、でしたっけ」

「はっ！　第一騎き士し団二級騎士見習い、デルク・ライシード！　デルクとお呼びください」

「見習い？　あ、デルクさん、お若いですもんね。おいくつなんですか？」

「十七であります」

「え！　そうだったんですか、わたしと同い年なんですねぇ」

　突とつ然ぜん、明るく破顔されたことにも、相手の年ねん齢れいにも、デルクは驚おどろいた。

　若いとは思っていたが、十七とは。その年で、女性で、このような状じよう況きように。

「でも、わたしが普通じゃない、って？　すこぶる平へい凡ぼんな人間だって、自分では思ってるんですけど。あっ、デルクさん、敬語いいですよ！　ティリアって呼んでください」

「それはできません。上官殿に対する礼を欠くなど、許されざることです」

「はあ……あの、さっきから気になってたんですけど、わたしを上官上官っていうのは？　デルクさん、なんて言われてここにいらしたんです？」

「自分は騎士団に所属するべく、見習いとして訓練を積んでいました。身分の期限はまだ明けていないのですが、先の大戦の際に特別動員され、見習いのまま三級騎士となった次し第だいです。この度たびの任務で昇しよう進しんしましたが、あくまで命令は『護衛』……魔族側がよこした護衛に拮きつ抗こうし、人間を護まもること。すなわちここの責任者、あなたをです」

　園長代理ですけどね、とティリアは再び苦く笑しようする。

　それはそうなのだろう。しかし重要ではない。

　大事なのは、彼女が──『えんちょう』と書かれた腕章をつけている同い年の少女が、デルクの任務の軸じくであるということだ。

「でも、それでどうしてわたしが普通じゃないんです？　護衛対象っていうだけじゃ？」

「ここは特とく殊しゆな環かん境きようです。自分は剣けんを持ち、抑よく止し力りよくとして働きますが、本当の本当に危機が迫せまるまで抜ばつ剣けんすることはできません……そもそも、名のある剣士をよこせば外交上の問題になりかねないとして、若じやく輩はいの自分が選ばれたくらいなのです」

「とりたてて守ってもらわないといけないようなこと、あまりないんですけど……」

「無論、むやみに張り詰つめて刺し激げきを及ぼすことも避さけるよう、厳命されております。平時においても騎士として──騎士見習いとして、日々の業務をお手伝いするようにと」

「……え？」

「しかし。どうかご安心ください、多少なりと腕うでに覚えもあります。今までさぞやお心細かったことと思いますが、これからは自分が！　上官殿をお護りいたします」

　柱のカラクリ時計が鳴り、小さなハトの人形が飛び出してくる。

　ティリアの細い身体からだが、ビクッと震えたように見えた。どこかきょとんとした様子でデルクを眺ながめていたその双そう眸ぼうが、異様なほど素す早ばやく回転して時計を捉とらえる。

「このような場所で、ただ一人……幼体とはいえ、何体もの魔族がいるというのに。上官殿、あなたはすばらしい方です！　普通ではない！　心よりご尊敬申し上げ、それゆえ上官殿とお呼びしたく──」

「デルクさん。人にんです」

「は？」

「魔族も、人にんで数えましょ？　戦争はもう終わったんです。今のところ、この園にも人型の子ばかりだから、そう違い和わ感かんはないと思いますし」

「ご命令とあらば、了りよう解かいいたしました」

「……じゃあ、上官殿も禁止で。そう思うのはいいですけど、ティリアって呼んでください。命令しちゃいます」

　いささか、矛む盾じゆんしているような。しかし命令は命令である。

「了解しました──」

「敬語も」

「け……敬語もでありますか？」

「ええ。敬語もであります」

「り、了解……した。ティリア」

　はい、とティリアが笑え顔がおで席を立ち、小部屋の奥へと消えた。

　木箱やら、紙箱やら、よくわからない何かでできた箱やら──見回せば見回すほど混然としている室内を引っかき回す音がし、やがて戻もどってくる。

「これ、着てください。ついつい話しこんで、うっかりしちゃいました。もう目覚める時間ですね……」

「目覚める、とは……？　まさか」

「うふふ。手て強ごわいですよ、とっても！　業務のお手伝い、してくれるんですよね？」

　無論である。

　しかし、目覚めるとは？　手強いとは？　想起されるのはやはり、魔族。

　じわ、とまた胸の裡うちに渦うず巻まくものを感じた。万が一、魔族将軍クラスが目覚めるというのなら──果たして自分に、対処できるだろうか？

「鎧よろいは脱ぬいだほうがいいでしょうね」

　とんでもないことを口走るティリアに戦せん慄りつしつつ、手て渡わたされた小さな布切れを広げた。

　それは桃もも色いろで、ひらひらで、ふりふりで。かわいらしくデフォルメされた子ブタのデザインが腹部に施ほどこされた、一着のエプロンだった。

　どう見ても、エプロンだった。

「なる……ほど」

　鎧を脱げというティリアの言を理解。ついでにもうひとつ、うっすらと理解した。

　胸の奥で感じ続けていた、つかみどころのない靄もや。構ってなどいられず、さりとて無視もできず、抱かかえこんだままここまで来てしまったが。

　にっこりとやさしげな、それでいて妙みように迫はく力りよくを感じる美しい笑顔で、ティリアは言った。

「手伝ってもらいますね？　デルク先生」

　今まで遭そう遇ぐうしたことのなかったこれの正体は、『不安』だ。

　自分は一体、騎士として、これからどうなってゆくのだろう？
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　この保育園を、はじめに戦場と評した自分は、まさしく正しかったのかもしれない。

　今さらながら、デルクはそう思った。

「はーい、おはようございます！　みんな、たくさんお昼ひる寝ねできたかなー？」

　輝かがやくばかりの笑みを浮うかべたティリアが、大きな声で言う。

　この身体のどこから出るのかと思えるほど、張りのあるいい声だ。デルクがいた訓練所の教官とタメをはる、それでいてやわらかに響ひびく不思議な声こわ音ね──

　そして、それを圧あつ倒とうしてかかる、

「あははははっ、あははははははっ」「違ちがうもん、ほんとだもん」「それでね、小鳥がね」「おなかすいた気がする」「そんなのありえないでしょ」「あはははははっ」

　うるささ、やかましさ、騒さわがしさ。

　デルクの目の前に、そういったもののかたまりが存在していた。

　建物一階、先ほどの園長室に比べれば、ずいぶん広々とした室内である。木の床ゆかの上に背もたれのない椅い子すを並べ、十数体の──いや。十数人の子供が鎮ちん座ざましましている。

　全員、もれなく魔ま族ぞくである。

　鎮座などというおとなしい状態ではないかもしれない。笑ったり、叫さけんだり、いまだ眠ねむりかけていたり、座ったままで理解不能な動きを試みていたり。

（こんな……場所が、あるのか）

　むしろある種の興味でもって、デルクはその光景を眺めていたのだが。

「あっ」

　極きわめて大おお仰ぎよう、としか言いようのない仕草で、ティリアが彼を指さした。

「知らない人がいるよー！」

　なんだと？

　突然何を、とデルクは面めん食くらったが、そう口に出すことはできなかった。

　ティリアがそう言った途と端たん、

「本当だー」「知らない人だ、ニンゲンだ……」「どちらさま？」「なんで？　なんでいるの？」「怖こわい……？」「おのれぇ、ニンゲンめえええ」「あははははははっ」

　てんでばらばらだった魔族たちの反応が、自分一人に集束したのである。

　感じたことのないプレッシャー。ゴウと取り巻く喧けん噪そうの渦うず。ティリアはどういうつもりなのか──考えるいとまもなく、彼女がぴょこりと一歩近づいてきた。

「あなたは、なんていうお名前なんですかー？」

「む……？　な、名前なら」

「お名前はー？」

「名前なら、先ほど」

「お名前はー？」

　押しが強い。にこやかでやわらかなはずなのに、言い知れないほどだ。

　何年かぶりの冷や汗あせを、デルクは背中に感じた。

「デ……デルク・ライシード。であります」

「どこから来たんですかー？」

「王都の……第一騎士団十二番宿舎から。ジャクソン通り二の十二。部屋番号は──」

「はーい、というわけで、デルク先生でーす！」

「ぬう」

「先生は、とってもえらい騎士さんなんですよ。すごいよねえ。今日からみんなのお世話をしてくれます。みんな、騎士さんは知ってるー？」

　知ってるっ、と三列に並んだ椅子の群れ、その最前線から手があがる。

　デルクは刮かつ目もくした。小さな腕をまっすぐ伸のばしたその幼女は、薄うす紫むらさきの髪かみに同色の大きなしっぽ。動きやすそうなコスチュームにも、険しい目つきにも見覚えがある。

　先ほど接近遭遇した、四者のうち一人に相そう違いなかった。

「ラミーネちゃんは、騎士さん知ってるの？　すごいねー。騎士さんって、なにかな？」

「悪いやつ」

　断定である。

「お母さんが教えてくれたもん。騎き士しは馬乗ってるし、剣けん持ってるし、槍やり持ってるし。それで魔族をいっぱいやっつけにくるんだよ！　チクショー、悪いやつめ……」

「なるほどー？　確かにデルク先生、立派な剣を持ってるねえ」

「ほらー」

「お馬さんもさっき、裏のとこに連れてってたよ」

「そーれ見たか！」

「でもデルク先生、槍は持ってないよ？」

　あれ、と幼女──ラミーネの勢いが止まった。

　一いつ瞬しゆんきょとんと呆ほうけてから、眉み間けんにたっぷりしわを寄せて見つめてくる。

「槍……持ってないの……？」

　なにがどうだと言うのか。

　槍はなるほど、騎士の大事な装備だ。デルクがここに持ってきていないことも事実。だが、それがどうしたと？　何の関係がある？　騎士ではなく、馬アリ剣アリ槍アリがまずいのか。それはよろこぶべきなのか。というかなぜ、そんなことに真剣なのか──

　ただただ圧倒されていたデルクは、ティリアのウィンクで我に返った。慌あわてて頷うなずく。

「や、槍は、持ってきていない。長物は置き場がないと思った。屋内での活動が多いと聞いていたので、得物はなるべく間合いの──」

「デルク先生は騎士さんだけど、みんなを守ってくれるんですよー！　カッコいいねえ。みんな、デルク先生といっしょに遊びましょうねー」

　文脈に繫つながりが感じられない。しかし子供たちの返事は、はあいと元気いっぱいだ。

　ラミーネだけが唇くちびるを尖とがらせ、半眼でじっとりにらんでくる。

「槍……確かに槍もってない……でも油断しないもん。きっとどっかに隠かくしてるんだ」

　持ってこないでおいて、本当に大正解だったようだ。

　いかに反応すべきかわからず、デルクは視線をさまよわせて──ふと、誰だれも座っていない椅子が、列のいちばん後ろにあることに気づいた。

　他ほかと同じ、小さくて持ち運びやすいそれが、わざわざひとつ余分に置いてあるのだ。

　わずかな不自然さを感じた。園児が一人、休んででもいるのだろうか？

（いや、もしや……あれが、そうなのか）

　デルク先生、とティリアに声をかけられ、反射的に背筋を伸ばした。

「はっ！　なんでしょう──い、いや。なん、だろうか？」

「先生から、なにかひとことどうぞ？　挨あい拶さつしてあげてください」

　促うながされ、改めて園児たちを見回す。

　総員、もれなくデルクに注目したままだ。おそらくドラゴン、おそらくセイレーン、おそらく魔族神官──考えてみれば、魔族の幼体を見るのは初めてである。こんな環かん境きように自分が放ほうりこまれるなど、予想だにしていなかったが……

　園児たちにしても、それは同様なのだろう。ティリアは先ほど、こう言っていた。

『本当に今、手が足りないんです。特に子供たちを見ていられる人が。わたし一人でその場をしのいでも、今度は事務仕事ができなくなって……わたしといっしょに、まねごとだけでもやってみてくれませんか？　デルクさんを騎士と見込んで、お願いします！』

　無論、一も二もなく引き受けた。よろこばしいことだ。不安も薄うすらいだ気がする。

　新しい部隊で、上官に必要とされること。新参にとって、それが第一。

　であれば今、自分に求められていることは何か？

　人間の子供を預かった経験すらない。しかし預かられ、学んだ経験ならば、ある。

『デルクさんを騎士と見込んで』

　うむ、とデルクは胸を張った。

「自分は、騎士である！　槍を持たず、鎧も今はないが、王国騎士──見習いである。いまだ未熟な若造だが、この栄はえある任務に選出されたことを誇ほこりに思う！」

　騎士のくせに、とまたラミーネが仏ぶつ頂ちよう面づらでうめく。

「人間と魔族は根本から違うが、この世に平和を築くべく停戦を結び、手を取り合った」

「違うもん。こっちが手を取ってあげたんだもん」

「であれば、自分と君たちも、きっとわかり合えるものであると考える」

「どうだか」

「騎士たるの学びの途と上じようではあるが、自分なりに精せい一いつ杯ぱい努める所存だ。以上、よろしく」

「べー、っだ」

　ラミーネにこそ不評だったようだが、残りの子供たちは拍はく手しゆしてくれた。

　こちらも笑え顔がおで拍手していたティリアが、そのままぽんぽんと二度大きく手を叩たたく。

「じゃあ、午後のお遊ゆう戯ぎはじめますよー。最初はなにをしましょうか？」

「あっ。お歌！　ティリア先生、お歌がいい」

　右手をあげて、ラミーネが答えた。表情が一変している。まぶしいほどの笑顔だ。

　さすがは上官殿どの、とむやみに感心するデルクをよそに、ティリアが大きな鍵けん楽がつ器きの前に座った。ぽろん、と響く音色に園児たちがざわめく。どうやら楽しみなイベントらしい。

「……む？」

　そでを引かれて振ふり向くと、青いロングヘアの魔族が立っていた。

　明るい笑顔で、子供たちが座っているのと同じ、ほぼ立方体の椅子を差し出してくる。

「はいこれ。どうぞ」

「む……感謝する」

「えへへ。さっきは、ニャクのこと助けてくれてありがと。お礼言いそびれてたよね」

「ああ。気にするな。ニャクというのか」

「ニャクード！　ニャクード・ハーディンだよ、デルク先生」

　覚えておこう、と言いつつ腰こしを下ろした。

　案の定、低い。尻しりがひざよりも下にきてしまっている。これでは緊きん急きゆう時、素す早ばやく動くことが困難だ。剣けんを抜ぬくことすらままなるまい。いかにすべきか……

「それじゃ、『トロールさんのごはん』を歌いましょう。あ、デルク先生、最初は聞いててくださいね。いっしょに歌えそうなら、お願いします」

　ティリアの言葉に頷く。デルクのひそかな焦しよう燥そうなど意にも介かいしていない様子だが、彼女に歌えと求められるならば歌おう。

　それが騎士というものだ。自分は騎士として、彼女の役に立たなければ。

（確かに知らない歌だが……。トロールさんのごはん、だと？）

　ティリアの白く長い指が鍵けん盤ばんをすべり、軽快なメロディを奏かなでた。

「さん、はい」

「「♪トロールさんは　ハラペコだあ　なんでもかんでも　食べちゃうぞ」」

　園児たちが声をそろえて歌う。なるほど童どう謡ようであるようだ。

　この類たぐいの歌を騎士学校で歌った経験はないが、どのようなものかは知っている。感受性豊かな子供たちが歌うに、まったく適したものだろう。

「「♪木の実を食べて　お魚食べて　それでもまだまだ　ハラペコだあ」」

「ふむ」

「「♪ニンゲンの里に　おりてって　いじわる門番　追い払はらえ」」

「……っ!?」

「「♪牧まき場ばのお牛を　食べほうだい　骨までおいしく　めしあがれ」」

　顔色を変えるデルクの目の前で、園児たちの笑顔は逆に輝かがやきを増した。

「「♪トロールさんは　ハラペコだあ　なんでもかんでも　食べちゃうぞ　お牛を食べて百まで食べて　それでもまだまだ　ハラペコだあ」」

「ひゃ……く……!?」

「「♪ニンゲンの里に　おりてって　いじわる門番　追い払え　牧場のお馬を　食べほうだい　しっぽも残さず　めしあがれ」」

「バカな……」

「「♪トロールさんは──」」

「待てッ!!」

　気がついたときには立ち上がっていた。

　園児たちがきょとんとデルクを見ている。演奏を止めたティリアも同様だ。

「これは……この歌は」

　騎士として、彼女の役に立つのだ。

「騎士道に反するッ！」

「はあ？」

　目を点にして声をもらすラミーネに、デルクは厳然と腕うでを組んだ。

「なぜだ？　なぜ人の家か畜ちくを狙ねらう？　言ってみるがいい」

「なぜって……フン、そんなことも知らないの？　ニンゲンに飼われてる動物は、ぼーっとしてるしいっぱいいるし、すっごく捕つかまえやすいの。狩かりのジョーシキだもん」

「常識か。そのような脆ぜい弱じやくな理由では、看過することはできんな」

「はい？」

「王国騎士道にいわく、『他者のものを奪うばうことなかれ』！　これを犯おかす理由として、常識だからなど通用せん。以後慎つつしむように──」

　まあまあまあ、と割って入ったティリアが、デルクを壁かべ際ぎわまで押していく。

　力こそ強くないが、有う無むを言わせぬ行動に戸と惑まどう彼に、ティリアは小声で告げた。

「言いたいことはよーくわかります。今のは魔ま族ぞくの歌ですから」

「なれば上官殿、あなたはなにゆえっ──」

「ティリアです。敬語もです」

「む……テ、ティリア、君はそもそもなぜ、あのように野や蛮ばんな歌を。子供に歌わせる歌ではないだろう。それに……」

　人間の前で歌うべきものでもない。

　皆みなまで言う前に、ティリアがもう一度苦く笑しようした。

「話せば長くなりますから。今はひとまず、こういうものなんだと思ってください」

「う……むっ……」

「それに、あれでもだいぶまろやかな歌なんです。というか、歌詞はわたしがちょっといじっちゃって……最初は人間も食べちゃう歌だったんですよ？　牛さんや馬さんはかわいそうですけど、それを食べるのは人間も同じですもんね」

　それに、とティリアが園児たちを示した。

「確かにこの子たちの中には、肉しか食べない種族もいますけど。動物を襲おそって食べるなんて、まだまだとてもできないんですって」

「……そうなのか」

「とっても力の強い子もいるけど、でも人間と魔族は仲よくなったんだし。少なくとも、家畜が襲われるなんてこと、これからはなくなりますよ」

　笑顔でそう述べる彼女の背後から、

「ラミーネちゃん、牛食べたことあるの？」

「ないよ。お母さんがダメだって。自分で丸ごと食べきれるようになるまでは」

「なにそれすっごーい。さすがドラゴン一家。うちも似たようなことは言われたけど」

「ニャクもまだなんだ？　早く食べてみたいのにね。足とか背中とか、おいしいんだろうなぁ」

「ふふふ、違ちがうよラミーネちゃん。脳みそをおいしく味わうのがツウなんだよ」

「おおー……ニャクってば、おっぱい以外も大人だわ。で、ツウってなに？」

「知らない」

　そんな会話ががやがやと、歌を中断された喧けん噪そうにまじって聞こえてきたりもしていたが。

　微び妙みような空気をものともせず、

「ね？」

「……了りよう解かいした」

　笑顔をまったく崩くずさないティリアに、デルクはあっさり引き下がった。

　そもそも、ティリアが手を加えているとあらば、これ以上難なん癖くせをつけるわけにはいかない。席に戻もどり、低さに難なん儀ぎしつつ腰を下ろす。

「失敬。騒さわがせてしまったようだな」

「ほんとだよ。変なニンゲンだね、まったく」

　いちいち突つっかかるラミーネを、こらこらとティリアがたしなめた。

「ダメよラミーネちゃん、デルク先生は先生なんだから。そんな言い方はいけません」

「えー、だってぇ……」

「ダメです。ごめんなさい、ですよ？」

「はーい。ごめんなさい、デルク先生ぇ。……ティリア先生が言うからだからね」

　小声でつけ加え、横目でにらんでくるラミーネ。なりこそ小さいがただ者ではない。

　額に汗あせするデルクにはかまわず、ティリアが園児たちに向き直る。

「じゃあ、お歌はいったん置いといて、両手を使って遊びましょうか！　『火をふくドラゴンさん』、みんな覚えてるかなー？」

　はあい、とまた元気な返事が溢あふれた。

　これも知らないタイトルである。小首を傾かしげるデルクに、ティリアがそっとささやく。

「デルクさん、手遊びってご存知ですか？」

「いや……知らない。初めて聞く」

「歌に合わせて両手を動かす遊びです。みんな大好きなんですよ。とっても簡単だから、見み様よう見み真似まねでできるようなら、やってみてくださいね」

　了解、と頷うなずく。

　ティリアは席に戻ったが、今度は鍵楽器ではなく、園児たちと向き合った。

「それじゃ、やってみましょう！　さん、はい」

「「♪ドラゴンのしのし歩いてる　陸の王様やってきた」」

　園児たちが両手を使い、大きな何かが歩いているような仕草をする。

　確かにドラゴンは危険度Ａ。陸の魔ま物ものの王と呼ぶにふさわしい。

「「♪ごきげんドラゴン歩いてて　ニンゲンの城にぶつかった」」

「む？」

「「♪ぷんすかドラゴン炎ほのおをゴォー！」」

「っ!?」

「「♪ごきげんドラゴン歩いてく──」」

「待て!!」

　再び立ち上がるデルクに、園児たちの歌が止まった。

　なぜだ、と腹の底から疑問を呈ていする。

「なぜ城を燃やした……！　騎士道に反する！」

「またそれぇ？」

　再びラミーネが呆あきれた反応を返した。

　ドラゴンの歌だからだろうか、先ほどよりも得意げに続ける。

「ドラゴンの炎はなんでも焼き尽つくすんだよ。お城だろうがなんだろうが、前をふさぐことはできないんだから。これ、そういう歌なんだけど？」

「君たちは騎士道のなんたるかをわかっていない」

「いやだって騎き士しなんかじゃないし」

「王国騎士道にいわく、『他者の心を慮おもんぱからざることなかれ』！　自分にとって迷めい惑わくだからといって、力で解決してはならんのだ。それを──」

　まあまあまあまあ、とまたティリアに壁際まで押されてしまった。

「これもね、魔族の歌ですから！　多少は過激というか、そういうところがね。騎士として見過ごせないのはわかりますけど、今はひとまずね」

「いやしかし、今のは騎士でなくても怒るのでは……」

「今はお遊ゆう戯ぎの時間ですから、とりあえず。とりあえず抑おさえてください、ねっ」

　無論、了解する。上官が白といえば白。デルクにとっては当たり前のことだ。その瞬しゆん間かんに、すぎたこととして完結される──そうであるよう、努める。

　なにかを察したのか、ティリアが壁際の棚たなから、大きな紙の束を持ち出してきた。

「今日はお歌はやめといて、みんなで紙かみ芝しば居いを見ましょうか！　そうしましょう」

「ええー。がっかり」

「うふふ、そう？　ラミーネちゃんが大好きなお話だよ」

「えっ。あ、何かわかったっ。わーい」

　またしても、たちまち笑え顔がおになるラミーネ。まるで手品か何かを見るようだ。

　ティリアのあやしかたが巧うまい──というだけでなく、本心からなついているのだろう。ラミーネだけではなく、他ほかの園児の態度からも、同様のものがうかがえる。

　紙芝居くらいは、デルクも知っていた。街の公園で見たこともある。

　腰こし掛かけたティリアはひざの上に紙を立て、一枚めをめくった。

「ティリア作、魔族紙芝居～。第一話、『偉い大だいな魔ま王おう様』」

「待てッ!!」

　三み度たび立ち上がり──そうしたあとで、デルクは我に返った。

　すでに園児たちのうち何人かは、彼のそうした反応を楽しみはじめているようであり。今回もまた、とっさに声をあげてしまったが。

（ティリア作……と、言っていた、か？）

　タイトルにつられて、上官の作ったものに意見してしまった。

　これは失態である。ひとつ小さく咳せき払ばらいする。

「い……いや。失敬、なんでもな──」

「もぉー！　信じらんないんだけど！」

　デルクが言葉を濁にごすより早く、ラミーネの怒ど声せいが響ひびき渡わたった。

「いちいちいちいち、ウザい！　ムカつく！　あたしやっぱり騎士なんて大っキラい！」

「いや、今のは──」

「お歌にも紙芝居にも文句つけて。こっちが子供だからってっ……も、もおおお怒った」

　椅い子すから勢いよく飛び降りて、小さな指を突きつけてくる。その口から、

「決けつ闘とうだ!!」

　あまりにも予想外な言葉が飛び出て、デルクは一いつ瞬しゆん反応できなかった。

「けっ……とう？　何を言って……？」

「あたし怒ったもん。紙芝居やるかどうか、決闘で決めようじゃない。表に出ろ！」

「魔族に、そういった習慣があることは知っている。しかし今のは誤解なんだ」

「ビビったか！　へなちょこ騎士め！」

　ぬ、とデルクは奥歯を嚙かみしめる。騎士をバカにされては黙だまっていられない。

　いかな幼体とはいえ、相手は魔族──

「……!?」

　ゆらりと差しこんだ大きな影かげに、総毛立つものを感じてデルクは振ふり向いた。

　部屋の入り口に、何者かが立っている。

　長身の女だ。今にも折れそうなほど細いまっ白な身体からだに、糸のようにきらめく長い長い銀ぎん髪ぱつを絡からみつかせている。腕うでと足を覆おおうわずかな布。黒い炎のような紋もん様ようが妙みようになまめかしい胴どうを這はい、張り出した胸やくびれた腰こしつきを極きわめて危あやうく隠かくしている。

　あちこちを飾かざる色とりどりの宝石が、控ひかえめな光を放った。

「貴様はっ……!?」

　身構えるデルクを見下ろす細ほそ面おもて、暗くら闇やみを湛たたえた赤い瞳ひとみ。美しい女ではある。

　しかし、それ以上に巨きよ大だいな禍まが々まがしさを明確に感じ取り、デルクは腰の剣けんに手をやった。エプロンのすそがかぶっている。邪じや魔まだ。やはり戦せん闘とうには向いていない。

　覚えがあるのだ。この女の際きわ立だった外見にも、闇やみの権ごん化げのような圧あつ迫ぱく感かんにも。

（魔ま族ぞくの子供の護衛には、かなりの大物が来ていると報告を受けてはいたが……！）

　人間側と違って、そこに遠えん慮りよは必要ないからだ。

　けれども、まさかこいつが──対魔族情報総積、危険度Ｓがいるとは。

　先の大戦で、切り札として投入された存在。多くの鍛きたえ上げられた騎士たちを恐きよう怖ふのどん底に陥おとしいれた、魔物の中でも最悪の一体。

「魔族将軍、シルヴェイラ……！」

　彼女はしかし、デルクをほんの一いち瞥べつしただけだった。

　シルヴェイラさん、と立ち上がるティリアに目を向けて、

「窓まど拭ふき……完かん了りようした」

　信じられないひとことを、切り落とすような口調で告げる。

「ありがとうございます！　お疲つかれさまですー……あ、あのあの！　申し訳ないんですけど、またトイレ掃そう除じのほうもお願いできないかな、なんて」

「……断る」

　それはそうだろう。

　啞あ然ぜんとして、デルクはティリアを見つめた。相手は魔族将軍である。戦場でひざをつく様すら見られなかった彼女が、今まで窓を拭いていたという衝しよう撃げきの事実も含ふくめて。
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　トイレ掃除を依い頼らいする、などと。正気の沙さ汰たとは思えない。

「そこをなんとか。ほんとに人手が足りなくて」

　あまつさえ、粘ねばり腰ごしまで見せる。

「それに、昨日はわたしがやったんですけど、なんだかシルヴェイラさんのほうが上手かなって。とってもピカピカにしてくれますもんね！　すごいなぁ」

「…………」

「お願いします、終わったら今日はそれまでで！　……ダメ、ですか？」

「……承知した」

　挙げ句、引き受けさせてしまった。

　中ちゆう途と半はん端ぱに構えたまま動けずにいるデルクを、最後にもう一瞥だけして、シルヴェイラは背を向けた。かかとを鳴らして出て行き際に、

「ラミーネ殿どの」

「は……はーい？」

「保育園での決闘は禁ず。母君から通達されておられるはず……努ゆめ々ゆめ、お忘れなきよう」

「う。ごめんなさーい」

　開け放たれたままのドアから、白い魔族の姿が消える。

　いまだ戦闘態勢を解くタイミングがつかめず、デルクはただその背を見送った。この保育園が、わからない。今の自分は、とんでもないマヌケなのではないか？

「将軍、やっぱりカッコいいね」「そうだね、カッコいいね」「きれいだよね」「やってることトイレ掃除なのにね」「でも強いんでしょ？」「さあ？」「とりあえずカッコいいね」

　小声でシルヴェイラを評価する園児たちにまじって、壁かべの時計が音を鳴らす。

　ティリアが立ち上がり、指先で頰ほおをかいた。

「もうこんな時間に……えーっと、じゃあ、おやつにしましょうかー」

「「おやつ！」」

「食べ終わったら、お帰りの時間まで自由でーす。門の外には出ないようにね」

「「はあい！」」

　弾はじけるような返事をした園児たちが、驚おどろくほどのチームワークで椅子を壁かべ際ぎわに片づけはじめる。

　ようやく姿勢を戻もどせたデルクの肩かたを、ティリアがやさしく叩たたいた。

「お疲れさまです。一区切りですから」

「ああ……その。何と言ったらいいか……自分は……」

「いいんですよ。それより、ここからが大変ですよ？」

「え？」

「お迎むかえの門が開くまで、いっしょにがんばりましょう、デルク先生！」

　門が開く？　気になる表現だ。一体どういう意味なのか。

　デルクが冷静だったなら、きっとそんなことを考えただろうが──自分が受けてきた教育と、あまりに違ちがう遊戯の内容。まるで想定外だった魔族将軍の介かい入にゆう。

　頭の中が埋うめ尽くされ、デルクはただ、

「余よ裕ゆう、では……ないな」

　己おのれの現状を、正しく把は握あくするだけで精せい一いつ杯ぱいだった。
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　ティリアの言葉通り、デルクにとって、園児たちはまったく大変な相手だった。

「先生、先生。好きなお歌ってないの？」

　たとえば、このニャクードである。

　魔族の子としては、現在五歳であるらしい。しかし外見は、人間でいえば七、八歳ほどにも見える。胸に限れば、大人も顔負けだった──成長の早い、セイレーンという水すい棲せい魔族の子ということだ。

「歌……俺のか？」

「うん。教えて？　ダメ？」

「ダメではないが……というか、ニャクードだったか？　何を食べている？」

「これ？　おやつ。ヒュプティロスだよ」

　革かわ袋ぶくろからつまみ出した、黒くて細長い何かをニャクードは頰ほお張ばる。

　んー、と機き嫌げんよさげに鼻声をもらし、確かにおいしそうな様子ではあった。

「ヒュプティロス……とは？」

「えっと、人間は確か、巨大吸血ヒルとか呼んでたかな？」

「……。なるほど」

「先生も食べる？　もう死んでるから、血は吸われないよ？」

「いや、けっこう」

「あ、生きてるほうがよかった？　ナマもおいしいよね、口の中で吸い合う感じが」

「なおのことけっこう。というかさっき、ティリアのお菓か子しを食べていなかったか？」

「うん、今日はクッキーだったよ。ティリア先生のお菓子ダイスキ！　でも量が少ないからさあ。ニャクね、けっこういっぱい食べるのよ？」

　ぽんぽんと、おへそ丸出しのスレンダーなおなかを叩いてみせてくれる。

　いいことだ、と小さく頷うなずいて、デルクは小さな椅子に腰かけ直した。

「しかし、俺の好きな歌？　なぜそんなことが知りたい？」

「歌が好きなの。先生、魔族のじゃなくて人間のなら、好きな歌あるでしょ？」

「歌か……そうだな。ある」

「教えて教えて。ニャクね、いろーんな歌を歌えるようになりたいの」

　それで人間の音楽にまで興味を持つとは、すばらしいことであるようにデルクにすら思えた。このニャクードは、まだやりやすいのかもしれない。

　いいだろう、と胸を張り、握にぎった右手を振り上げる。

「──♪森なす槍やりの　穂ほ先さきの銀よ　群れなす屍かばね　その紅くれないよ！」

「おおー……！」

「♪王の御み旗はたに捧ささぐこの剣よ　渡るはただ消えゆく戦場よ！」

「知らない歌だよ、いいね、いいね！　えっとぉ……♪もりなすやりのほさきのぎんよおむれなすかばねそのくれないよお──」

　ニャクードが歌いはじめた瞬しゆん間かん、

「……ぐっ!?」

　デルクの全身から力がぬけた。椅い子すから崩くずれ落ち、がくりとひざをつく。

（これ、は……なんだ!?　下手へた、か、下手なのか。いや、そうではっ……!?）

　芸術を解する素養など微み塵じんもないデルクだが、それでも察しがつくほどの音おん痴ち。

　しかし、体の自由が奪うばわれはじめている──その直接の原因が、下手っぷりでないことは明らかだった。強制的な何かに介入され、むりやり体力を放出させられているかのようだ。

　ニャクードは、心地ここちよさそうに歌い続けている。途と中ちゆうから歌詞がわからないためか、歌が自然に『トロールさんのごはん』に変化していた。

　どうするべきか。攻こう撃げきか。……いや、それは間ま違ちがっているのではないか!?

「はいはいはーい、ニャクードちゃん！　ニャクードちゃん、マスクね、マースーク！」

　何もできないでいるデルクにかわり、両耳をふさいだティリアが飛んできた。

　あ、とニャクードが長ズボンのポケットをさぐり、取り出したマスクをつける。

「また忘れてた。えへへへ」

「も、もー、ダメよ？　ほらニャクードちゃん、あっちでラミーネちゃんが積み木のお城をつくってるよー」

「あっ、ほんとだ。わーい、ラミーネちゃんいっしょにつくろ。そんで壊そ！」

　ニャクードが歌をやめ、走り去っていった途と端たん、デルクの体が元に戻った。

　助け起こしてくれたティリアが、小さく安あん堵どの息をつく。

「ニャクードちゃんは、子供とはいえセイレーンですから。不用意に歌わせちゃダメですよ、歌うことそのものが魔ま法ほうになっちゃいます」

「り……了りよう解かい。そうだな、うかつだった」

「あとできるだけ、転ばないようにも注意してあげてください。種族の関係で、上半身は絶対ああらしいんですけど……転んじゃうと、あの、また。ね？」

「？　どういうことだ？」

「だ、だから……おっぱ……いえ、その！　とにかく、転ばせないように、です！」

　なんだかわからないが、了解した。りんごのように頰を染めたティリアが、妙みように印象的ではあった。




　続いて、デルクに声をかけてきたのは、

「あ……あの……」

　絵本だった。儚はかなげなタッチの表紙が描えがかれた、薄うすいがかさばる類たぐいの本。

　宙にふわふわと浮ういたそれが、はしゃぎ回る園児たちの歓かん声せいにかき消されそうなほどの小声で、彼に話しかけてきたのだ。

　このような場所でなければ、面めん妖ようさのあまり斬きりつけてしまいそうだったが。

「……『君』は……もしや」

「あ……う」

「レッティ、か？」

　返事はこない。しかし、頷くような気配が確かにした。

　保育の手伝いに入る直前、ティリアから説明を受けていたのだ。

『時間がないので全員分はとても伝えられませんけど、一人だけ注意です。レッティっていう、透明な子がいます。王国ではあまり知られてないリバース族という種族で、もともと透とう明めいなんだそうです。大人は自分で不透明になれるけど、子供の間はうまくできないらしくて……主に壁際を移動してくれるから、デルクさんはぶつからないように、なるべく廊ろう下かとかのまんなかを動くようお願いしますね』

　確かに、デルクも聞いたことがない種族だった。おまけに透明だなどと、最初は冗じよう談だんかと思ったくらいである。

　しかし今、目の前に絵本が浮いている。

　先ほどの、誰だれも座っていないように見えた椅子にも、このレッティがいたのだろう。

「どうした。何か用か」

「そ、の……これ」

「うむ」

「……あ……」

「……うむ？」

　また返事がこない。絵本だけが、小刻みに震ふるえているように見える。

　あまり積極的な性格ではないのか、とデルクは察した。ラミーネやニャクードとは大おお違ちがいである。しかし、騎き士し見習いの仲間にも、そういう人間はいたものだ。

「本を、読めということか？」

　精一杯の推測。はっと息を吞のむ音、次いで頷く気配がした。

　どうやら間違っていなかったらしい。浮かんでいる絵本を、そっと受け取った。

「よかろう」

　小さな椅子に腰こしかけ直し、絵本のページを、めくる。

　めくる。めくる。めくるめくるめくる。めくるめくるめくるめくるめくるめくる。

　ぱたりと本を閉じ、ひとつ首しゆ肯こうした。

「なかなか興味深い内容だった」

「あ……のっ……」

「この少女は、然しかるべき組織に助けを求めるべきだったな。そうすれば、マッチの売り上げに頼たよらずとも生き延びることができただろう。子供ゆえにそれがわからなかったのか、憐あわれなことだ……このような例は減らしてゆかねばなるまい……」

「ちが……え、と……！」

　む、とデルクは目を見張った。

　すぐそばの空間が揺ゆらいでいる。まるで水面に波は紋もんが走るように、薄い色づきが彼の目に映った──ふたつの大きな房ふさにまとめた水色の長ちよう髪はつ、ひらひらした白いワンピース。おっとりした顔立ちの幼い女の子が、懸けん命めいに力んでいる姿。

「レッティか」

　驚おどろくデルクに、彼女は必死な顔つきで、室内の逆側を指さした。

　見やると、ティリアがいる。子供たちに山と群がられながら、同じく絵本を読んでいるようだ。すごい人気である。肩かたに頭によじ登られているのに、まったく苦にした様子もない。

「うむ、やはりティリアはすごいな。俺も少しでも役に立たなければ。レッティもそう思うだろう？　……レッティ？」

　目を戻もどすと、すでにレッティの姿はなかった。いいや、いるのはわかる。ずいぶんと荒あらい呼吸が聞こえてくる。なるほど、透明でなくなるのには、よほど苦労がいるようだ。

　しかしなぜ、ティリアのほうに行かないのだろう。

「違ちがうね、デルク先生」「うん違うね、デルク先生」

　首を傾かしげるデルクのもとへ、新たな園児が二人現れた。

　見覚えがある。眠ねむたげな半眼に、桃もも色いろのぼさぼさ頭。ぶかぶかローブまでそっくりな、どこからどう見ても双ふた子ごに相そう違いない組み合わせ。

　この保育園を訪おとずれたデルクが、いちばん最初に出会った二人組だ。

「君たちは……？」

「わたしは、ハウマニ。姉のハウです」「わたしは、タウマニ。妹のタウです」「「魔ま族ぞく神官の双子です。よろしくお願いいたします」」

　完かん璧ぺきな分担かつ、えらく達者な物言い。デルクも軽く気け圧おされる始末である。

「て……丁てい寧ねいに、ありがとう。それで、違う、とは？」

「レッティは、本を読んでもらいたかったんじゃないって、ハウ思います」「読むのと、読み聞かせるのは違うって、タウも思います」

「読み聞かせ……ああ！　そういうことだったのか」

「そうです。普ふ通つうそういうことです」「ご本読んでときたら、大たい抵ていそういうことです」

　くくくく、と無表情を崩さないまま、二人そろって低く笑う。

「とはいえムリもない、ってハウ思います」「そうそうムリもない、タウも思います」

「どういうことだ？」

「デルク先生は今日からの新人」「いわゆる新米、本読みも未経験」「レッティのお願いはいきなりすぎた」「いきなり絵本はない、それはない」

　交代交代に、立て板に水としゃべり倒たおすハウタウ姉妹。

　レッティの怯おびえる気配が、どうしてかデルクにははっきりと伝わった。なんとなく、これもムリもない、と思う。傍はた目めにも儚げなレッティに、この二人はアクが強すぎる。

　とはいえこの場ではありがたい、とデルクは改めて絵本を開いた。

「では。今度はちゃんと、読み聞かせてやろう──」

「お待ちを、先生」「そうお待ちを、先生」

「……なんだ？」

「この絵本はハウたち子供向けです」「先生はタウたちと違って大人です」「すなわちこの絵本は先生に適してません」「大人向けの絵本で本読みに慣れるとよいです」

「大人向けの……絵本？　とは？」

「「これです」」

　二人で持った一冊の本を、突つきつけるように差し出してくる。

　表紙の幅はばこそ小ぶりだが、厚さはレッティの本の十倍近く。

　どう見ても絵本ではないように思えたが、開いてみると絵はあった──円と線ばかりが複雑に組み合わさった、なるほど絶対に子供向けではない有様だったが。

「少々難しい古代語で書かれてはいますが、王国の方なら問題ないかと」「大人の、大人による、大人のための絵本と言えなくもなくもなくもないです」

「あ……あのっ……」

「レッティは黙だまって、ハウにまかせて。ふふ」「これでいいの、タウにまかせて。ふふ」

　読めますか？　と聞いてくる姉妹に、デルクは胸を張って頷うなずいた。

「まかせろ。余よ裕ゆうだ」

「おおお……ちょっとカッコいい、かも」「タウも、ちょっと思った……かも」

「えらく章分けが多いが、どれでもいいのか？」

「はい。たくさん載のってるので……ふふ」「どれを読んでくれてもいいです……ふふ」

　レッティと思おぼしき何者かに、先ほどからそでを引かれているようで気にかかったが。

　よし、とデルクは気合いを改めた。

「はるかな星々を光の狭はざ間まと捉とらえた覇はの神ルベルナクテスは！　争う相手を求める心を己おのれの裡うちに感じました！」

「お、おか……しい……！」

「わくわく」「わくわく」

「暗き水みな底そこより果実を求めて伸のばされる諸もろ手ての蠱こ惑わくがゆえに！　むくつけき欲望の彼方かなたにもだえる愛いとしき影かげを救わんがために！　彼の望みの形と貌かおを招き入れたまえ──」

　突とつ如じよ。

　空気が大きく波打つ音とともに、青黒い光がその場に出現した。

「キャハーッ、大成功！」「ヒャハーッ、大当たり！」

　禍まが々まがしく輝かがやきながら回転し、どぅろどぅろどぅろと怪かい音おんを発するそれに、双子姉妹が歓声を上げる。眠たげだった無表情を、満面の笑えみに変へん貌ぼうさせて。

「これは大物が召しよう喚かんされますっ」「魔ま界かいの領主クラスが召喚されますっ」

「あ、あわわ……あわわ……」

「ハウうれしい。成功は久々」「タウもうれしい。小こ躍おどりするほどに」

　何が起きているのか、デルクにはまるでわからなかった。

　召喚。魔界の領主。その言葉だけ聞きつけて、両目をぱちくりさせる彼を、

「あーっ、またこんな……もう！　すみませんデルクさん、少しどいててください」

　ずいずいと手もなく押しやって、ティリアが青黒い光の前に立った。

　何を、と思ういとまもなく、光の中心から顔が現れる──

　巨きよ大だいな、大おお盾たてほどもある牛に似た異形。完全な悪あく魔まだ。危険度、少なくともＳ以上！

『地じ獄ごくの言葉で我を喚よぶものは……誰たぞ……』

　問答無用でデルクが斬りかかるより早く、ティリアがぺこっと頭を下げた。

「お世話になっております、ティリア・クオランです」

『あ……おや、これはどうも。こちらこそ同どう胞ほうの子がお世話に。あっ、では、アレですかな？　またなにかしらいたずらでも』

「はい、そうなんです、すみません！　こちらの不行き届きで、お忙いそがしいところを……」

『いやいや、構いませんよ。子供は泣くのといたずらが仕事ですからな。シルヴェイラをこき使ってやってください、はっはっはっ』

「そんな、とんでもないです。シルヴェイラさんには、本当にお世話になってて」

　ほどよく世間話をしたあと、では、と光の中へ消えてゆく牛顔。光そのものも間もなく消え失うせ、完全に元の状態に戻る。

　ちぇー、と双子が唇くちびるを尖とがらせた。

「ハウがっかり。物わかりのいいのがきちゃったね、タウ」「タウもがっかり。激げき烈れつに友好的だったね、ハウ」

「ハウちゃん？　タウちゃん？」

「う」「う」

　両手を腰に当てたティリアが、二人の顔を覗のぞきこむ。

　笑顔ではある。しかし常のものではない。にじみ出るような何かが、そこにはあった。

「召喚はあちこちに迷めい惑わくがかかるって、先生、何度も言ったよね？　迷惑なことはしちゃいけませんって何度も何度も言ったよね？」

「こ、今回は、だいじょぶでした」「さっきの悪魔、ひまで有名なひとです」

「仮にそれが本当だとしても、たまたまでしょ？　それに、デルク先生が二人のことよく知らないからって、バカにしたね」

「そ……それは、その……」「ちょっとだけ……からかおうと……」

「誰だれかをバカにする子には、先生おしおきしちゃおうかな。二人の明日あしたのおやつ、デルク先生にあげちゃうから」

「「ぴゃーっ!?」」

　ごめんなさいごめんなさいとまとわりついてくる二人をあしらいつつ、ティリアがデルクに小さく笑った。

「デルク先生、普通に絵本、読んであげてください。レッティちゃんでしょ？」

「あ、ああ……」

「姿が見えなくても、そばでじーっと聞いてるから、大だい丈じよう夫ぶですよ。読んでると他ほかの子も寄ってくるから、大変かもしれないですけど。うふふ」

　うわあああん、と本格的に泣きはじめている双子を抱かかえ上げ、連行していく彼女。

　ひとまず椅い子すに座り直して、デルクは一いつ瞬しゆん、なにかを振ふり払はらうかのように目を閉じ──

「……レッティ。いるか？」

「い……います」

「よし。読むぞ」

　静かに気合いを入れ直し、無む駄だに深みのある声で絵本を読みはじめた。
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　事ほど左様に翻ほん弄ろうされ、空がうっすら茜あかね色いろに染まるころ。

　ティリアの号令に従って、園児たちはそろって外へ出た。すっかりデルクを気に入ったらしいニャクードに引っぱられ、彼もふらふらと後に続く。

　よろけるほどに、限界ではあった。体力でも精神力でもないなにかが、ごっそり削けずられてしまっている。

　並木の小道を抜ぬけた先には、シルヴェイラが立っていた。

「……フン」

　デルクを一いち瞥べつしても、ひとつ鼻を鳴らすのみ。

　それが人間の騎き士しを下に見てのことか、彼が見るからにぼろぼろで疲つかれ果てているからか、到とう底ていわからなかったが。

「はーいじゃあ、お迎むかえの時間ですよー。みんな並んで？　はい、番号ー！」

「いーち」「にーい」「さーん？」「しーい」………

　あれほどデルクを振り回した園児たちが、ティリアにかかればこの練度。

　尊敬の念を改める彼にかまわず、ティリアがシルヴェイラに頷いた。

「じゃ、お願いします」

「承知」

　細く長い両手を夕ゆう陽ひにかかげ、魔族将軍がぶつぶつと何事か呟つぶやく。

　空気の流れにゆがみが生まれた。

　薄うす紫むらさきに煙けむるような魔ま力りよくが、螺ら旋せんを成して宙を砕いてゆく。はるか遠くのどこかへと伸び、なにかを手招いているようだ。

　デルクは目を見張った。これは。間ま違ちがいない。

「紫し影えいの門……だと!?」

「ええ。魔族領のどこかに通じてるんですって」

「バカな。これは……これがあれば、直接魔族領からこちらに。いや！　それどころか、互たがいにいつでも大軍勢を送りこめる……！」

　フン、と今度は明らかに下に見た様子で、シルヴェイラが鼻を鳴らした。

「愚おろか者が」

「ちょっと、シルヴェイラさん……。デルクさん、この土地って、人間の領地の中では僻へき地ちでしょう？　どうしてこんな場所に、保育園が作られたんだと思います？」

　そういうことか、とすぐさま得心する。

　確かにこのあたり一帯は、広いとはいえ使い勝手がいいとはいえない土地。魔族としても、とりたてて奪うばいたいと思う場所ではないだろう。加えて近くに軍用地もないわけではない。王都からもそれなりに距きよ離りがある。不便さを除けばいいことずくめだ。

　シルヴェイラはもう、こちらを見てもいない。全人類が畏い怖ふする対象。

　和平を結んだとはいえ、友好的とはほど遠い彼女の、赤い視線の先から、

「ニャクちゃああ[image: ～][image: ～][image: ～]んっ！」

　薄紫の光を割って、絶ぜつ叫きようとともに人ひと影かげが飛び出してきた。

　土つち埃ぼこりを蹴け立たてて突とつ進しんし、シルヴェイラを思いきりスルーした上、お母ちゃん！　と歓かん声せいをあげるニャクードを捕ほ食しよくするがごとく抱ほう擁ようする。

「ニャクちゃん、ああニャクちゃん！　会いたかった、おかーさん会いたかったわあ！」

「あははは、もうお母ちゃんったらまた。今朝別れたばっかりでしょ」

「大丈夫？　元気？　お水にあたってない？　ちゃんと一人でおトイレできた？」

「できたよ、何言ってんの恥はずかしいなぁ！　新しい先生もいるんだから、やめてよー」

「ま、なんですって!?」

　バッと顔を上げるその人型魔族。

　今にも泣き出してしまいそうな──大げさともとれる感情が、特とく徴ちよう的てきな耳をもつ整った容よう貌ぼうから溢あふれ出ている。青く長い髪かみ、ずいぶんな露ろ出しゆつ度どの上半身。暴力的とすらいえるほどの巨きよ乳にゆうに、デルクが知る限り最も大きな食用貝の貝かい殻がらを着けているが、それでも隠かくしきれていない。疑いようもなく、ニャクードの血けつ縁えんということなのだろう。

　どうにもリアクションできないデルクに、彼女は立ち上がって頭を下げた。

「ニャクードの母でございます！　どうか、どうかよろしく！」

「は……はあ」

「魔族といって、苦々しく思わないでくださいね！　もう人間とは和平を結んだのですものね！　それでも心配でならない親心、どうかわかってくださいね！」

　面めん食くらいっぱなしのデルクにかわって、ティリアが笑顔で答えた。

「大丈夫ですよー。こちらの人、騎士さんですけど、今日みんなといっしょに遊んでくれたんです」

「んまあっ、騎士!?　騎士が……そうなのね、騎士さんが遊んで……まあまあまあ」

「これから男の子も増えてくると思うので、男の人も。安心してくださいね」

　ええ、ええ、と何度も頷うなずく母親に、ニャクードがまとわりついている。

　デルクは子供に馴な染じみがない。

　自覚していたことながら、今日一日でなお痛感させられた。子供も、子供が導いてくるものも、すべてがデルクにとっては目新しいものだ。

　しかしなぜか、今目の前で繰くり広げられている光景を、

（なつかしい……ような、気がする）

　同族ですらない魔族たちの姿を、そう感じずにはいられなかった。

「ニャクードちゃんは、一人っ子なんです」

　小声で、ティリアがそう教えてくれる。

「今通ってる子の中で、ニャクードちゃんだけ。そりゃそうですよね、こんな環かん境きようなんですから。あのお母さん、いつもいちばんに飛び出してくるんですよ」

「……いちばんに」

　その言葉通り、紫の光の渦うずから、次々に人影が湧わき出してきていた。

　園児たちとは違ちがう、魔族の成体。各おの々おのが子供たちと抱だき合い、人の目から見てもはっきりそうとわかる笑え顔がおを見せている。アラクネも、トルプスも、タイタンも変わらない。

　家族の情愛。戦場では決して触ふれえないものが、そこにあった。

「フン。なんだかんだ言っても、みんなよろこんじゃって」

　ふと見ると、ラミーネが立っていた。

　長いしっぽをゆらゆらさせつつ、腕うで組ぐみして園児仲間たちを眺ながめている。

「ほんとに今朝別れたばっかなのに。ニャクだって結局にやけちゃって、どいつもこいつもお子ちゃまだったら」

「ラミーネは、にやけないのか？」

「今さら親に迎えにきてもらって、わーいも何もないでしょ。あたしだってそれなりにプライドあるんだけど？　騎士のくせして、そんなこともわかんないの？」

　へーんだ、とニャクードが悪口を聞きつける。

「ラミーネちゃんは今からお姉ちゃんぶりたいだけでしょ。やーいカッコつけー」

「なっ……そ、そんなんじゃないし。ニャクわかってないし、バカだし」

「あははは、怒おこった？　怒った？　お姉ちゃんこわーい」

「違うもん、ぜ、ぜんぜん気にしてないもん。あたしはティアマトだから、早く大人にならなきゃいけないから、だから、う、ううううニャク待てえー！」

　この二人は、やはり特に仲がいいようだ。憎にくまれ口にも親しみがうかがえる。

　逃にげるニャクードに追うラミーネを見やりつつ──デルクはふと、耳についた言葉を反はん芻すうした。

　お姉ちゃん。今からお姉ちゃんぶりたい。いいや違う、そこではない……

　龍の女王テイアマト、だと？

「ティリア……ラミーネの両親は──」

　ゆら、と場に影かげが差した気がして、デルクは振り返った。

　人型の魔ま物ものが、そこに立っている。

　過か剰じようなほどの長身。人間からすれば考えられないほどだ、デルクよりも頭五つ、六つ。波のようにうねる赤い髪。それでも細身のシルエットは、明らかに女性のものである。

　顔の上半分を覆う黒い仮面。その奥に垣かい間ま見みえる、灼しやく熱ねつに燃える瞳ひとみ。

　ドレスのすそを長く引きずり、じろりとデルクを睨ねめつけた。

「そこをどけ……ニンゲン」

　地じ獄ごくの底から響ひびくような声まで、すべてがまったくただ者ではない──そう感じたがゆえ、デルクのひじから先が一瞬慣れた動きをする。

　ギッ、と鋭するどく牙きばを剝むきだし、その魔族は怒ど号ごうを震ふるわせた。

「貴様ア!!　ニンゲンッ、殺気を放ったなあ!?　わらわに闘とう気きを向けたであろう！」

「……何者だ」

「消え去るがよい！」

　会話を放ほう棄きし、魔族が長い腕を突つき出す。

　たちまち膨ぼう大だいな力が渦を巻き、禍まが々まがしい光がその指先に形を成して──

「お待ちを」

　横よこ槍やりを入れたのはシルヴェイラだった。

　完全に割って入る形ではなく、長身の魔族の横について制止する。

「これは、ニンゲン側の追加にて。御お力ちからがもったいのう……」

「シルヴェイラか……貴様がついておりながら、どういうことじゃ。我が子にもしものことあらば、なんとする！」

「刺し客かくではないゆえ、心配御無用に。御み子こ方のご無事は、万ばん力りよく尽つくして……。ニンゲン。非礼を詫わび、ティアマト様の前をお開けしろ」

　失礼仕つかまつりました、と静かに呟き、デルクは数歩横へよけた。

　会話の内容をかんがみた、というだけではない。

（ティアマト……なのか）

　お母さん！　とラミーネが顔を輝かがやかせた。

　対する長身の魔族も、仮面から覗のぞく赤い目をほころばせる。

「おお、ラミーネ！　迎えにきたぞ。大事ないか？」

「うんっ。あたしいい子にしてたよ。今日も龍りゆう族ぞくの誇ほこりを四方八方に見せつけたよ」

「そうかそうか。さすがはわらわの子よ。さあ、早く帰ろう、おいで」

「うん……う、お、お母さん。手、つなぎたいの？」

「もちろんじゃ。手をつないで、いっしょに帰ろう」

「じ、じゃあしかたないかな！　お母さんがつなぎたいんだから、しかたないかなぁ」

　駆かけ寄るラミーネをともなって、魔族が悠ゆう々ゆうと引き上げてゆく。なるほど、引きずるドレスのすそから、これまた巨きよ大だいな紫の尾おが覗いていた。

　親子。しかしまさか、ティアマトとは。

（魔ま王おうの妻の一人……すべてのドラゴンの母。一世代に一人しか生まれないという、ティアマト・オルガズィアか……!?）

　他ほかの魔族たちもあとに続き、ぞろぞろと紫影の門に向かう。

　魔物にも様々な種族がいることを、デルクも当然知ってはいたが。しかし今日、これほど多種多様な感情をぶつけられるなどとは、思いもしなかった。

「では……ゆく」

「お気をつけて、シルヴェイラさん。また明日あした、よろしくお願いしまーす」

「……フン」

　すべての子供と親のあと、最後にシルヴェイラが紫影の門をくぐる。

　ほどなく、薄うす紫むらさき色いろの光そのものも消え、音もなく門が閉じた。

　ふぅー、とティリアが大きく息をつく。

「ちょっと、びっくりしましたね。いきなりラミーネちゃんのお母さんと、あんなにぶつかっちゃうなんて」

「あの子は……魔王の娘むすめ、ということなのか」

「ええ。十八番めの。これ一応機密なんですけど、ティアマトさんってば親バカだから」

「親ばっ……」

「絶対自分で迎むかえにきちゃうんです、何度言っても。隠かくしてる意味があるんだかないんだか。実はシルヴェイラさんにとっても、けっこう悩なやみの種みたいですよ？　うふふふ」

　魔族将軍を雑用に使い、魔王の嫁よめを親バカと断ずる。

　このおっとりした少女の肝きもの据すわりっぷりは、王国騎き士し団の団長にも匹ひつ敵てきするかもしれない。

「ま、ともかく、です。一日の業務は、こんなところですね。どうでした？」

「増ぞう援えんを頼たのむべきだ」

「えっ？」

「よもや、紫し影えいの門ができているなどとは……報告書にすらなかった。『現地秘ひ匿とく』の項こう目もくが、ずいぶん多いとは思っていたが」

　極きわめて高度な魔ま力りよく的てき施せ術じゆつを幾いく重えにも設しつらえ、生物無生物問わず、離はなれた場所に物を送ることができる立体型魔ま法ほう陣じん。普ふ通つうの魔法では現れない色の光から、紫影の門と呼ばれる。

　入り口と出口、双そう方ほうに術を施ほどこす必要がある上、金も時間もたっぷりかかるので、滅めつ多たにつくられることはない。デルクも実物は初めて見た。

　もしもあの門から、凶きよう悪あくなモンスターが群れで現れたとしたら。

「これでは、平時の最前線どころではない。まるでこの保育園自体が捨て石のようだ」

「まぁ、あの門……人間と魔ま族ぞくで協議して、ずいぶん特とく殊しゆ設定がてんこ盛りではあるみたいですね。朝と夕方にしか開かなかったり、設定変へん更こうに特別な作業が必要だったり」

「不十分だ。通れる人数が限られているとしても、まだ足りない。……それに」

「はっきり言いますねえ……それに？」

「それに……自分は、魔族の子供と接するには、やはりどうなんだろうか」

　騎士を志す者として、ティリアの役に立ちたいと思った。

　たった一日で音を上げるわけではないが、それでも、

「迷めい惑わくになってはいないか？」

「本当にはっきり言いますね。やっぱり騎士さんって、皆みなさんそうなんですか？」

「そうでもない。自分は……できるかできないかを、はっきりさせる役だった」

　今ここでこうしていることが、まったく不思議であるほどに。

「自分よりもっと腕が立ち、子供にも慕したわれる者を十人単位で送らせるべきだ。もちろん自分も、許可されるならば引き続き──」

「魔族側を刺し激げきしないように、デルクさんが一人で来てくれたんでしょう？」

「それは。……そうだが」

「うふふ。それに、悪くないんじゃないかなって、わたしは思いますよ」

　門のあった空間には目もくれず、ティリアは微び風ふうになびく髪かみを右手でなでつけた。

「保育の結果って、わからないんです。将来、立派な人になるかもしれないし、すごく悪い人になるかもしれない。本人次し第だいかもしれないけど、でも環境だって無関係じゃない、とっても……よくわからない仕事、だと思います。中でも、ここは特に」

「ここは……そうだな」

「幸いにも、王国は保育を重要視してくれて、ずっと昔からずいぶん力を入れてくれてますけど。魔族の子供を人間が預かるなんて、前ぜん代だい未み聞もんですもの……あの子たちったら、本当にわかりませんよ？　なりは小さくてもすごいことができるし。わたしには持てないような物を、けろっと持ち上げてしまったり。そのくせ転んだらすぐ泣いたりして……本当に本当に、わけがわかりませんよ！」

　これこそ本音、という気がした。

　人間と魔族は、やはり違ちがうのだ。

「でも、だから、悪くないんじゃないかって思います」

「？　よく、わからないが」

「正せい攻こう法ほうじゃダメなのはわかってます、わたし以外みんな逃にげちゃいましたから。でも、正攻法じゃないやり方でダメかどうかは、デルクさんが逃げてないからわかりません」

　当然である。逃げるわけがない。

　デルクはティリアを守るためにここに来たのだから。

「大切なのは、ちゃんと向き合うこと。子供だからって、魔族だからって、決してなめてかからないこと」

　確かに、侮あなどれるような相手ではなかった。それは今日一日でもう身にしみた。

　マジメに頷うなずくデルクの顔を、小首を傾かしげたティリアが覗きこむ。

「そもそも、デルクさんはわたしに無む理り強じいされて、しぶしぶお手伝いを引き受けてくれてるんですから。もっと好きにやっちゃってください？　わたしの責任なんです」

「い、いや。そんなつもりは……無理強いなど、決して」

「ほんとですか？」

「本当だ」

「不本意だったりしません？」

「しない」

「本当はわたしにも言いたいんでしょ？　『ブタさん柄がらのエプロンを着るなど、騎士道に反する！』って」

「そ……そんなことは」

　正直どうかと思ってはいたが。

　パッと、まるで花が咲さくように、ティリアが年相応の笑え顔がおを見せる。

「だったら、あまり気にしないでください。行きすぎちゃったりしたときは、今日みたいにわたしが言いますから。ね？」

「了りよう解かい、した」

「いいんですよ？　あの子たちが全員、騎士になりたいって言うようにしてくれても」

　全身鎧よろいに身を固め、槍やりを天に掲かかげるラミーネやニャクード、ハウタウ姉妹が、デルクの脳のう裏りをよぎった。すさまじい光景である。見たいような、見たくないような。

　思わず小さく笑ってしまった。

「俺より先に……騎士になるかもしれないな」

「あ。うふふ、デルクさん、ここに来て初めて笑いましたね」

「……そう……だったか？」

「そうですよ。今日は本当、お疲つかれさまでした」

　踵きびすを返したティリアに続く。そうだ。

　ともかくも、一日が終わったのだ。

「デルクさんもここに泊とまるんでしょう？　ゆっくり休んでくださいね」

「ああ。迷惑でなければ、納な屋やなど貸してもらいたい」

「納屋……って、そんなところで寝ねるつもりですか？　冗じよう談だんでしょう、わたしが寝てるとき襲おそわれても、すぐ助けにきてもらえないじゃないですか！」

「いや、もう魔族将軍たちも帰ったし、襲われるようなことは……」

「空いてる部屋はありますから、ちゃんとベッドで寝てください。明日はちょっとお願いしちゃうかもしれませんし、しっかり休んでおいてもらわないと」

「お願い？　それは？」

　まだ決めかねてます、と曖あい昧まいな返事をされてしまう。

　首を傾げるが、デルクもいまいち頭が回らなかった。今日は本当に、今まで生きてきた中で、あまり使わなかった部分が疲れきった気がする。

「寝るまでに、いろいろお話ししておきたいこともありますから。あ、その前にごはんですね、ごはん。食材だけは山ほどありますから！　腕うでには自信ないですけど……」

「謙けん遜そんだろう。おやつも、皆よろこんでいた」

「……お菓か子しだけは、必死に練習して。むしろ今でも、おやつの準備に毎日いちばん手間をとられてたりするんです……」

「……。よければ、夕食は自分が」

「本当ですかあ!?」

「まかせてもらおう。余よ裕ゆうだ」

　まるで園児たちのように無む邪じや気きな笑顔を見せるティリアに、デルクはもう一度笑った。叩たたき上げの騎士見習いにとって、食事は命に等しい。もうひとがんばりさせてもらおう。

　園に入る手前で、デルクは振ふり返った。

　紫影の門が出現していたあたりを、じっと見つめる──本当に、不本意に思うことなどはない。任務は任務。保育の仕事を手伝うことで、別の形でもティリアを守れていると考えれば、なおのことやりがいもある。

　しかし、ここまで大がかりな仕組みが、若い娘一人の双そう肩けんに担になわれている現状。

　それに対し、国が何を思って、自分一人を向かわせたのか。

　──たとえそれが、自分を含ふくめ、あの部隊の人間を厄介払いするためだったとしても。

「食事は……多めに摂とっておくか」

　ティリアが望んでくれたことが、きっと自分を二度も笑わせた。

　何をお願いされたとしても、成し遂とげてみせようと思わせるほどに。
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　翌朝。

「あははははっ」「この椅い子す揺ゆれるよね」「デルク先生だ」「ねえティリア先生は？」「かくれんぼしてるのかも」「違うね」「うん違うね」「おやつまだ？」「あはははははっ」

　昨日となんら変わらぬ喧けん噪そうの中、デルクは一人、立ち尽つくしていた。

　きれいに片付いた教室。ティリアはいない。

　いるのは、朝もはよから紫し影えいの門を通ってやってきた、魔族の子供たち十数名。各おの々おの自分の椅子に陣じん取どり、思い思いに騒さわいでいる。

　今朝、送ってきた親モンスターたちから園児を引き受けたあと、ティリアはそのやわらかな両手でデルクの右手をぎゅっと握にぎり、言ったものだ。

『やっぱり……やっぱりお願いします。昼すぎ！　昼すぎまででいいから、なんとかあの子たちを見ててください！　ちゃんとやろうとかしつけようとか、そういうのはもう大だい丈じよう夫ぶですから。望ましくは、ずっと部屋の中で遊ばせててください。一人でしのぎ続けてきたせいで、どうしても足りないものや直接伝えなきゃいけないことが出てきちゃってるんです……困ったときはシルヴェイラさんを頼たよって、なんとかなんとかお願いします！　ところでデルクさんのお馬さん、人ひと懐なつっこいです？　気難しいですか？　できれば街まで貸してほしいんです。あ、はい、乗れるから平気です！　ありがとうございます！』

　まさか乗馬までこなせるとは思っていなかった。さすがはティリア、尊敬の念を新たにするばかりである。

　それはいいとしても。

（引き受けた自分も……浅はかだったか……！）

　ほとんど押し切られたようなものではあったが、魔ま族ぞくの群れとはいえ全員子供。たかだか昼までくらいまかせておけ、と思ったことは事実である。

　いざこうして目の前に立ってみれば、

「あはははははっ」「おっぱい大きくなる魔法ってある？」「おトイレってめんどいよね」「ハウがおトイレ召しよう喚かんする」「タウがそこでおトイレする」「笑ってばっか疲れた」

　頭が真っ白である。何をどうすればいいのか、まったくわからない。

　やはりここは、戦場だ。

（戦場……。戦場なら、少しは心得が）

　まずは情報の共有。そうだ。

　これから昼すぎまでの作戦、『とにかく室内で遊ぶ』を伝達しなければ。

「諸君。聞いてくれ」

「ニャクのおっぱいは何でできてるの？」「今朝ね、お魚さん食べた」「昨日お母さんにすっごい怒おこられたんだけど」

「諸君。……諸君。静せい粛しゆくに」

「おっぱいはおっぱいだよ。さわる？」「ちょっと同族食べないでよう」「大人ってオーボーだよね」

　まるで聞こえていない。いや、聞こえてはいるが、言葉が通らないと言うべきか。

　一いつ瞬しゆん閉じた両目を、デルクはカッと見開いた。

「諸君！　傾けい注ちゆうッ！」

「これけっこう肩かたこるんだよ」「しっかり焼いて、超ちようおいしいです」「オーボーってどういう意味？」「ハウ知ってる。無法なことです」「タウも知ってる。乱暴なことです」

　まるで効果が見られない。よもやこれほどの難敵とは。

　デルクは歯は嚙がみした。新兵訓練と似たようなものだろうと考えていたが──そもそも自分は、訓練を受けたことこそあれ、新兵指導の経験などありはしないではないか！

「いかんな……、すぐ戻もどる！　ここにじっとしていてくれ……！」

　聞いているのかいないのかもわからない園児たちに告げ、デルクは外へ出た。

　今日は快晴である。雲ひとつない青空から、命の熱さをはらんだ光が降り注いでいる。土が敷しき詰つめられた庭に咲く花々も、その周りを囲う背の低い木々も、世界の手による豊かな恩おん恵けいをあますところなく受け止めているようだった。

　その庭の片かた隅すみに、白い背中がしゃがみこんでいる。

　細く長い腕が伸のび、地面に生えている雑草の一本を引き抜ぬいた。

　傍かたわらの手て桶おけに放ほうりこみ、また次を引き抜く。ゆっくりではあるが、どこかリズミカルなものすら感じさせる動作には、まるでよどみがない。

「シルヴェイラ」

　デルクの声に、その動きが止まった。

　肩かた越ごしに振り向いた赤い瞳ひとみが、まっすぐに彼を映す。やはり、尋じん常じようならざる迫はく力りよくがあった──こんな体勢のところを見下ろしているなど、とても信じがたいほどに。
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「シルヴェイラ、……なんというんだ？」

「……姓せいはない」

「そうだったのか。では……シルヴェイラよ、手伝ってくれないか。困っている。子供たちが騒いで、まるで話ができない」

「断る」

　にべもない返答。揺ゆれない視線と同様に、ぶっきらぼうな言葉もまた、冷たく硬かたい。

　なぜだと問う前に、デルクは草の入った手桶を見つめた。

「……貴様の任務は、魔族の子供たちの護衛ではないのか？」

「そうだ」

「ならばなぜ、草むしりなどに精を出している？　……魔族の、将軍だろう？」

「あの娘むすめに言われたからだ」

　あの娘。ティリアに相そう違いない。

　昨日も目まの当たりにしていたことではあるが、やはり違い和わ感かんがあった。

　シルヴェイラはティリアの部下でもなんでもない。むしろ敵──和を結んだとはいえ、いまだ相あい容いれぬ感情は互たがいに強いはずだ。それなのに、この扱あつかいに甘んじる。

　まさか。

「ティリアは、実は……魔族将軍ですら逆らえないほど、強いのか？」

　シルヴェイラが立ち上がった。

　向き直ったその身体からだは、やはり非常に細かったが──ピンポイントな胸むな元もとや、腰こしつきの丸み豊かさが、思っていた以上に美しかった。朴ぼく念ねん仁じんのデルクでなければ、目のやり場に困っていたかもしれない。

　剣けん吞のんな赤い眼光に射い貫ぬかれて、なお目のやり場を気にする余裕があれば、だが。

「い……いや、失敬。そうではないことは、さすがにわかっている」

「……あの娘。よくわからぬ」

「それは……ある意味、俺にとってもそうだが」

「だが、お前はわかるぞ」

　白い指が、まっすぐにデルクを示した。

　何を考えているのか推測の困難なシルヴェイラの視線が、ひときわ粘ねばり気を帯びたように思える。

「あのときの、戦いくさ場ばでの小こ僧ぞう、だ」

「！　……覚えていたのか」

「私には、忘れようもない。魔族の間でも、お前、名が売れている」

　きらめく糸のような魔族の銀の髪かみが、風もないのに逆立った。

「あいつがいなければ、まだ戦いを続けられていたのに、という……五人のニンゲンの一人……！」

　デルクは動かず、ただ腰の剣けんを意識した。

　あのとき、二年前と同じ剣。折れずによく保もってくれている。そうだ。

　あの戦いくさでも、今と同じ敵と、まるで心身を投げ出すように相あい見まみえていたのだ──




　──王国軍主力一万五千名が、あと半日前進していれば勝てた戦いがあった。

　それに勝てれば、戦争全体の趨すう勢せいが人間側に大きく傾かたむく、という戦でもあった。そのための新戦力も持っていた。

　荒こう野やに陣取る魔ま物ものの群れをめざす王国軍を、しかし魔族は逆に殲せん滅めつするつもりだった。そのための切り札も持っていた。

　結果は、引き分け。

　のちにその一戦が影えい響きようし、和平の道に繫つながったと伝えられ、

「ニンゲン、ども……滅ほろびろ!!」

　魔族将軍シルヴェイラの名が、恐きよう怖ふとともに轟とどろいた戦いでもあった。

　白く目を灼やく体たい軀く。禍まが々まがしいほどに輝かがやく銀ぎん髪ぱつ。我先にと逃にげ惑まどう人間の兵たちを、刃やいばの群れと遜そん色しよくない魔ま力りよくの突とつ風ぷうが斬きり裂さく。事前に彼女の情報は一いつ切さいなく、奇き襲しゆうに近い形で襲おそわれた王国軍の右う翼よくは崩ほう壊かいしつつあった。

　しかし、

「神剣合一ソードバビロン──」

　鞘さやに納めた長ちよう剣けんを、少年兵が抜き払はらう。

「ライトブラスト!!」

　風と光が激げき突とつし、爆ばく発はつのような轟ごう音おんをまき散らした。

　荒あれ狂くるう土つち埃ぼこりを裂いて、幾いく筋すじもの斬ざん撃げきが交こう錯さくする。

　飛び退のく少年兵の背後から、援えん護ごの槍やりが投げ放たれた。腕うでの一ひと振ふりでそのすべてを薙なぎ払い、魔族将軍が牙きばを剝むきだす。

「お前は……お前は、なんだ、ニンゲン……！」

「三等騎き士し見習いだ。貴様こそ何者だ」

「邪じや魔まを、するなアッ！」

「こっちのセリフだ」

　猛もう然ぜんと襲いかかる銀の烈れつ風ぷうと、鞘から解き放たれる金の閃せん光こう。

　混戦が加速するうちに、王国軍が態勢を立て直し、組織的撤てつ退たいをはじめた。

　魔族側も結局荒野の群れを動かせず、突とつ出しゆつした奇襲部隊が壊かい滅めつするに至る。魔族将軍は単身で引きあげ、彼女を食い止めていた王国軍部隊も撤収し、その戦いは終わった──




　──それがこんな場所で再会するとは、デルクとしても予想していなかったが。

「あのときも今も、俺は一兵卒だ。忘れられるはずもないが……貴様もとはな」

「初うい陣じん、だった」

「なるほど。納なつ得とくだ」

「決着が、まだ……ついていない」

「それがどうかしたか」

　柳やなぎに風と受け流しながら、

（なぜこれが園児たち相手にできないのだろう？）

　と自己分ぶん析せきするデルクである。魔族とはいえ子供の群れと、単体で軍を相手取れる魔族将軍。どちらが恐ろしいかなど、考えるまでもないというのに。

　同じ気分になったのかどうか。シルヴェイラが、ふいと視線をそらした。

「草があると……石を拾えない、と」

「なに？」

「あの娘は、そう言っていた。細かいものを拾いきれないと。……お前などどうでもいいが、あの娘には、なぜだか逆らえない」

　背を向けた魔ま族ぞく将軍が、その場にしゃがみこんだ。草むしりを再開するらしい。

　石を、とデルクは口の中で繰くり返した。一体どういうことなのか。

（ここで……園児たちはきっと、毎日遊んでいる。昨日も、レッティやハウタウ姉妹以外は、全員が一度はグラウンドに出ていた。……転んで、石でケガしないように……!?）

　すべて拾っているということか。石を見み逃のがさないための草むしりなのか。

　シルヴェイラの邪魔はできない。小さく頷うなずいて、デルクは一歩さがった。

「すまなかったな。作業を続けてくれ。こっちはこっちで、なんとかしよう」

「……私が」

「む？」

「私が、何の興味もないと……そう言っているのに、あの娘は話しかけてくる」

「そういう人のようだな」

「今日はラミーネ殿どのが何を食べた、ニャクード殿が何を作った、ハウ殿とタウ殿が両目を見開いて昼ひる寝ねしていた……。毎日毎日」

「ハウタウの二人は……いや、なんでもない」

「いつぞ、子供は興味で動くという話をしていた。騒さわいでいるときには、静まれと告げても無む駄だ……より大きな興味を与あたえたほうが早い、と」

　興味で動く。より大きな興味。

　記き憶おくをさぐり、デルクは得心した。己おのれが笑っていることを自覚する。

「ありがとう！　きっとうまくいかせる」

「……しゃべるのは、不得手。もう話しかけるな」

「善処しよう！」

　小走りにグラウンドを横切った。昨日、ティリアがやってみせてくれたではないか。

　なぜ自分を知らない人扱いするのかと、あのときは訝いぶかしんだものだが。

「諸君、待たせたっ──」

「「うわあああああああん」」

　シルヴェイラとの会話で得た光明が、一いち撃げきで吹ふき飛ばされるのを感じた。

「うわああああ、うわあああああん」「びええええええ」「ハウ、泣いちゃう……うっく、ひっく」「タウも、泣いちゃう……えっく、おっく」「うぎゃああああああああん」

　音の洪こう水ずい。そうとしか言いようのない泣き声、泣き声、また泣き声。

　園児たちがもれなく泣きわめいている。椅い子すに座ったままだったり、転げ落ちていたり、なぜか椅子を頭にかぶっていたり。もろもろあるものの、全員が声を大にして。

　ニャクードも、ハウタウ姉妹も、ラミーネまでもがぼろぼろと涙なみだをこぼしているのだ。

「ど……どうしたんだ、一体」

　魂たましいまで木こっ端ぱ微み塵じんにされかけたデルクだったが、どうにか踏ふみとどまって問いかける。

「なにがあった。なぜ泣いているんだ」

「うあああああああん」「ぶあああああああ」「ふにゃあああああああ」

「敵か？　敵が来たのか？　とにかく泣き止やむんだ、落ち着け。みんな、静かに……っ」

　違ちがう、と胸中で踏みとどまった。

　落ち着いていなければならないのは、自分だ。思い通りにならないからといって、抑おさえつけようとしてはならない。シルヴェイラから聞いたティリアの話は、きっとそういうことだろう。

　子供たちがなぜ泣いているのかはわからない。しかしきっと子供は泣くものだ。

　ならば今、試みるべきは。

「──子供たちよ！　あれはなんだッ!?」

　叫さけぶとともに、デルクははるか遠い彼方かなたを指さした。

　一いつ瞬しゆん、泣き声がシンとやみ、子供たちの視線がデルクの指の先へ集中する。

　示した方向に、意味などなかった。あれが何かなど考えてすらいない。しかし指の先には、たまたま壁かべ掛かけ時計があって──折しも見事なカラクリが動き、

　ボンぱっぽ　ボンぱっぽ　ボンぱっぽ

　飛び出してきた小バトの人形が、朝の十刻を室内に告げた。

「……デルク先生」

　園児たちの中でも、ひときわ大きく泣きわめいていたニャクードが、小声で言う。

「あれ、時計だよ？」

「そうか。そのようだな」

「先生、時計知らないの？」

「いや、知っているぞ。だがあのような仕掛けは初めて見た。すごいものだな」

　ねーっ！　とたちまち園児たちが笑え顔がおになった。

　その反応も予想できてはおらず、思いきり虚きよをつかれるデルクをよそに。

「あれすっごいよね、ハトかわいい」「ニンゲンが作ったのかな」「ハトってわりかしおいしいよね」「そのへんにいるのはまずいよ、山のがいいよ」「あははははははっ」

　たちまち活気が復活する。結局、なぜ泣いていたのだろう？
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　ここで流されるな、と自らに課し、デルクは声を荒あららげるではなく腹から出した。ティリアのように。

「みんな、ティリアは、ティリア先生は、昼すぎには戻もどってくるとのことだ。それまで仲よく遊ぶのが、君たちの任務である。なるべくこの部屋の中で、だ」

「室内。ハウわかった、くくく」「タウもわかった。外に出られると、デルク先生が見きれなくなるんだ、くくく」

「その通りだ、ハウにタウ。諸君のあたたかい協力があることを願う」

　素す直なおに認めたデルクに、ハウとタウは両目を丸くした。

　次いで笑う。低く抑えたそれでなく、おかしくてこらえきれないというように。

（話は、伝わった……か？）

　賑にぎやかさには、変化がない。むしろひどくなったのではないかと思える。

　しかし、ニャクードが率そつ先せんして、友達と積み木をはじめていた。どうせ最後には派手に壊こわしてしまうのだろうが、楽しいなら今はそれでいい。

　ハウとタウも笑いを収めて、二人で手遊びを開始している。向き合って互たがいに手を合わせたり、組んだり解いたりと忙せわしない。無表情がゆえに、楽しいのかどうか伝わってこないが、夢中になっている様子ではあった。

　壁かべ際ぎわに寄ったおとなしい雰ふん囲い気きの園児たちは、手に手に絵本を取り出して読んでいる。ひとつだけふわふわ浮ういている本は、レッティが持っているのだろう。全員がこうなら、とてつもなく楽なのだが。

　思い思いにすごしはじめた子供たちに、デルクは今まで感じたことのないほどの安あん堵どを味わっていた。もしかすると、うまくいくのではないか。このまま昼までくらいなら。

　ティリアの留守を、しっかり守りきれるのでは──

「デルク先生」

　振ふり向くと、ラミーネが立っていた。

　今日も変わらず、活動的な出いで立ち。角としっぽがなければ、魔ま王おうの娘むすめというより、おてんばな町娘のように見える。

「どうした？」

「これ、読んでよ」

　一組の紙かみ芝しば居いを、ラミーネがぶっきらぼうに差し出した。

　受け取ったそのタイトルに、見覚えがある──『偉い大だいな魔王様』。昨日、デルクが読み聞かせを中断させてしまった、ティリアお手製の作品だ。

「これを……俺が？」

「うん。昨日聞けなかったし、今日ティリア先生いないし」

「……よかろう」

　小さな肩かたを怒いからせて、ラミーネが手近な椅子に腰こしかける。

　画面を子供たちに向け、デルクは音読をはじめた。

「むかしむかし、あるところに、一人の魔王がいました。その魔王には家来も少なく、おさめる土地も小さなものでした」

「……フン」

「魔王の土地は小さいけれど、とても豊かでした。魔王が力を振り絞しぼって起こす地じ震しんで、たくさんの山ができます。動物がたくさん住んでいて、ドラゴンがそれを壊します」

　ちらちらと、ラミーネ以外の視線も感じる。

　読み聞かせる声を、まわりの園児たちも聞いているようだ。なにかを読んでいると他ほかの子も寄ってくる、というティリアの言はまさしく真実らしい。

「するとまた魔王が地震を起こし、新しい山ができます。魔ま物ものたちは、みんな大よろこびです。何度も壊れてはまた生まれる、美しい土地でした」

「……ふふ」

「あるとき、人間の大軍が攻せめてきました。魔王は必死に戦いましたが、少ない家来はみんなやられてしまいました。魔王も騎き士しに追いつめられ、二度と地震を起こせなくしてやる、と力を奪うばわれそうになりました」

「おお……！」

「魔王は大ピンチでしたが、今までいっしょにすごしてきた土地が、魔王に味方をしました。魔王は大地の力を使って、とても大きな地震を起こし、かつてないほど大きな山をつくりました。ドラゴンにも壊せない、高い高い山です。人間の騎士は──……」

　口をつぐんだデルクに、両目を輝かがやかせていたラミーネが怪け訝げんな顔をする。

「なに……？　どうしたの？　いいところなのに」

「自分に読めるのは、ここまでだ……」

「っはあ……!?　フン、やっぱりね！　わかってたもん、騎士道に反するんでしょ」

　騎士道に反する。

　確かに、自分はそう言うべきなのだろう。この作品の内容は、騎士道とはほど遠い。魔族のために、自然豊かな山々を繰り返し破は壊かいする魔王など、言語道断だ。地震に巻きこまれて、どれだけの無関係な命が喪うしなわれたことか。

　認めることはできない。しかし、デルクは察していた。

（わかってた、というのは本当だ……俺がこう言うことを、ラミーネは知っていた）

　彼女の視線に、ありありと宿っているもの。それが騎士に対する不信感なのか、デルク個人に対するものなのか、あるいは両方か。

　次期ティアマトにして魔王の娘は、それに折り合いをつけようとは思わなかったらしい。

「俺にはまだ、この物語を認めることはできない」

　静かに告げるデルクに、ラミーネが牙きばの間から吐と息いきを押し出した。

「あ……あたしが、いっちばん大好きなお話に……！」

「これは騎士道ではない。だが、反しているとは──」

「もおおおおお、今日こそ怒おこった！」

　椅子を蹴け立たてたラミーネが、小さな指先をデルクに突つきつける。

「決けつ闘とうだ──」

「待ーって、ラミーネちゃん」

　背後から近づいていたニャクードが、両手で彼女の口をふさいだ。

「昨日も将軍に言われたでしょ、決闘は禁止。ティアマトおばちゃんにも怒られるよ？」

「もがむぐもが……ぷはっ。だって！」

「そもそも決闘ができるのは、同じ種族の大人だけ。んもー、早く大人になりたいのはわかるけど、ことあるごとに決闘決闘言うのやめようよー」

「くっ……ニャクにここまで言われるなんてっ……」

　いや、と割りこんだデルクの声に、二人がきょとんと見上げる。

　不敵に笑った──笑顔を見せた彼に、いささかならず驚おどろいたかもしれない。

「決闘、しようではないか。ラミーネ」

「デ……デルク先生、ダメだよ！　ラミーネちゃん、ほんとにおばちゃんから禁止されてるんだから。もっのすごい怒られるんだよ、そんなの──」

「ティリアから許可が出ている」

「え」

「ただし、決着をつける勝負という意味だ。魔ま族ぞく式の……ドラゴンの場合、相手のしっぽを嚙かんだほうの勝ち、だったか？　それに則のつとった、正式なものではない」

　ただならぬ雰囲気に、わらわらと園児たちが集まってくる。

　デルクはエプロンのポケットから、ティリアにもらったメモを取り出した。啞あ然ぜんとしているラミーネを見下ろし、もう一度にやりと笑ってみせる。

「しばし待っていろ」
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　豪ごう快かいに溢あふれ出る肉にく汁じゆうが、焼けた鉄板の上で弾はじける。

　遊ゆう戯ぎ室に運ばれてきたふたつのかたまりに、居並ぶ園児たちがどよめいた。

　骨の焼き色も食欲をそそる、ほぼ真四角な赤身の肉。鮮あざやかな脂あぶら身みとの交わりが、確かな歯ごたえと旨うまみの想像を強制する。湯気と芳ほう香こうをまき散らすそれぞれが、普ふ段だん使っている椅い子すを二個合わせたよりも大きい。

　やはり魔族の感覚からしても、驚かざるをえないほどのものであるようだった。

「こ……これで勝負？」

「そうだ。第一ラウンド、大食い勝負だ」

　調理用エプロンからブタさんエプロンに律りち儀ぎに着き替がえつつ、デルクはラミーネに頷うなずく。

　一体誰だれが用意したものか、彼女もかわいい白の前まえ掛かけを着けていた。自分の顔よりはるかに巨きよ大だいな肉を、食い入るように見つめている。

「安心しろ、中まで火は通っている。これでも料理は得意なほうでな。いや、お前たちは、ナマでも特段問題ないんだったか？」

「お……大食い勝負って、じゃあこれ、食べていいの……？」

「もちろんだ。俺も食う」

　いまだラミーネの目にわずかに残っていた警けい戒かい心しんが、そのひとことですっかり消えたように見える。

　ティリアは昨夜、言っていた。

『たった一日ですけど、わたしの見たところ、デルクさんはおもしろがられてます。よかれ悪あしかれ、今までと違ちがう人がきた、って思われてるんでしょうね。これはいいことなんです。ラミーネちゃんが露ろ骨こつに反発してるのを除けば、レッティちゃん以外のおとなしい子たちがちょっと敬遠してるくらいですから。なので、決闘しちゃっていいですよ。もちろん、ラミーネちゃんと仲よくなるために』

　そのためならば、貯蔵してある肉のうち半分は使ってもかまわない。この乾けん薄ぱく紙しにも、そうメモされているのだ。

（だからと言って、半分でこれほどの量になるとは思っていなかったが……）

　元々はそれなりの人数がいたとはいえ、いささか蓄たくわえすぎではなかろうかと思うが。とはいえ、半分きっちり使いきった以上、あれこれ言える義理でもない。

　たちこめる香こうばしい匂においに、園児たちがそろってつばを飲みこんだ。

「先生、これ、これニャクも食べていい!?」

「ラミーネが一人では勝てないと思うならな」

　期待のこもった友達の視線に、ラミーネが剝むきだした牙を鳴らす。

「これはあたしの勝負なの！　手は出しちゃだめっ、あっち行ってあっちっ」

「いいのか。焼き加減が気に入らなくても、知らないぞ」

「大だい丈じよう夫ぶ。いつでもいい！」

「よし。では」

　デルクも椅子に座り、ナイフとフォークを手にした。

　ラミーネはそれすら持とうとしない。テーブルに手をつき、両目をギラつかせている。

「……鉄板は熱いから、気をつけるんだぞ」

「うるさいなぁもう。早く」

「わかった。用意──開始だ」

　十分後。

「ごちそうさまでしたーっ！」

　ラミーネの勝利宣言と同時に、デルクは食器を投げ出した。

　行ぎよう儀ぎが悪い。しかし致いたし方ない。それなりに真しん剣けんに挑いどんだのがまずかった。

「肉の一気食いとは……これほどのものだったか……」

　この短時間で、すでに胃もたれの予兆がある。できうる限り詰つめこんだせいで、腹の中にある肉を自分の肉体とはっきり区別できる、妙みような感覚に目覚めかけていた。

　水を飲みつつ、ラミーネを見やる。なるほどきれいに食べきったようだ。椅子の上に立ってふんぞり返り、骨までバリバリかじっている。

　この身体からだのどこに、どう折りたためばあの肉が収納できるのだろうか？

「デルク先生、負けちゃった？」

　応おう援えんしてくれていたニャクードが小首を傾かしげる。

　早く食べる勝負ではないが、デルクの肉は三分の一ほども減っていない。勝敗は火を見るより明らかだった。お手上げの言葉通り両手をあげる。

「降参だ。俺の負けだな」

「あちゃー。……ってことは、このお肉どうするの？」

「そうだな。俺の食べかけですまないが、ほしい者たちでおやつがわりにでもしてくれ。昼食前だから、できるだけ分けて──」

　デルクの言葉を遮さえぎるように、ラミーネが椅子から飛び降りた。

　デルクが残した肉を両手で抱かかえ上げ、がぶりと豪快にかじりつく。

「あーっ、ちょっと、ラミーネちゃん!?　何してんの、もういっぱい食べたでしょ！」

「もこめれまはまあまたみしものみしょよーーむぶ」

「うわ何言ってんだかわかっちゃってムカつく、待て待てえー！」

　座って食え、というデルクにも耳を貸さず、室内を走り回りながらラミーネが肉を平らげてゆく。

　たった一人で、人間何人分かわからないほどの肉を食べてしまった。

「ぷふー。おいしかった……、しまった」

　くやしがるニャクードを尻しり目めに、床ゆかにぺたんと座ったラミーネが青ざめる。

「どうした？」

「さすがに、こんなに食べちゃったら……きっと、晩ご飯食べられない。お母さんに怒られるかも」

「大丈夫だろう。聞かれたらすべて話せ。怒られるとしても、こちらのことだ」

「む……。フフン、デルク先生、勝負はあたしの勝ちでしょ。やっぱり騎士なんて大したことないね」

　何を言っている、とデルクは立ち上がった。

　またしてもきょとんとするラミーネに、再び乾薄紙のメモを広げる。

「まだ終わっていないぞ。次の勝負がある」

「え……な、なにそれ……」

「食休みが必要か？」

　どうしてか、勝ったラミーネのほうが、くやしそうに口元をゆがめた。







　ティリアはみっつの勝負を提案してくれた。

　ひとつは大食い。もうひとつはかくれんぼである。

「どうせなら、全員で隠かくれたらどうだ？　最初は俺が見つけよう」

「いいの？　フフン、なめてない？」

「なめてはいないぞ。絶対に。その証しよう拠こに、俺も本気でさがす……グラウンドから外へは出てはいかんぞ。裏の厩きゆう舎しやのほうは行ってもかまわない」

　やはり好きなのだろう、わかりやすい歓かん声せいをあげて、子供たちがあちこちへ散ってゆく。

　目を閉じて百まで数えたデルクは、ブタさんエプロンを締しめ直して──

　ものの十分で全員を発見、遊戯室へと連行した。

「ど……どうなってるの……」

　いちばん最初に見つけられたラミーネが、くやしさもあらわにへたりこむ。

「まさか二十秒で見つけられちゃうなんて……」

「ラミーネは簡単だったぞ。しっぽを扱あつかいきれていないな、カーテンの陰かげから思いきりはみ出ていた」

「見えないレッティまで見つけるとか……！」

「レッティは読みと勘かんだな。いそうな場所すべてを見つめて、見つけたと声をかけた。素す直なおに返事をしてくれて助かった」

「ただの総当たりじゃん！　汚きたない、さすが騎き士し汚い」

「その汚い騎士見習いが隠れる番だな。百秒後、全員でさがしにくるといい」

　絶対なめてる！　と怒いかり心しん頭とうなラミーネをにやりと挑ちよう発はつし、デルクは身を隠した。

　だんだん楽しくなってきている。こんな感覚はいつぶりだろうか？　戦争に行く前、騎士団に入る前──もしかすると、もっとずっと。

　風もおだやかな、午前中の終わり。動かずにいることこそ心地ここちよい。

　いたー？　いないー、と声をかけあう園児たちも微笑ほほえましく──

　遠く屋内から、カラクリ時計のハトの鳴き声が聞こえた。

「なんで？　なんで見つかんないの……？」

「俺の勝ちのようだな」

「ひゃあああっ!?」

　グラウンドのすみ、青々と繁しげった木の下から歩み出るデルクに、至近距きよ離りにいたラミーネがひっくり返る。

　ベルトやエプロンにさしていた枝葉を取り払はらい、胸を張ってみせた。

「俺はずっとここにいたぞ」

「そ……そこ、さがしたのに。ちゃんと見たのに。そんな枝やら葉っぱやら、あたしたちでもやろうと思わないバカみたいな隠れ方で……！」

「枝は臭におい消しだ、この木も香かおりが強い。どちらかというと、気配を殺すほうが重要だ」

「け、気配って……」

「本気で見つけたし、本気で隠れたぞ。騎士もなかなか、捨てたものではなかろう？」

　各所をさがしていた園児たちも、自然と寄り集まってくる。

　ニャクードなどは自分で見つけたかったらしく、また大いにくやしがっていたが、

「なんか……なんか納なつ得とくいかない」

　やはり物言いの一番手は、仏ぶつ頂ちよう面づらのラミーネだった。

「デルク先生、騎士なんでしょ。見習いだけど」

「そうだ」

「騎士って、自分で正々堂々とか、卑ひ怯きようはダメだとか言ってるじゃん。なんであんなに隠れるのうまいの？　隠れて不意打ちとか、卑怯でしょ」

　なかば言いがかりだが、実は的を射ている。普通の騎士は、隠おん密みつ行動を好まない。

　俺も好きではないのだがな、とデルクは胸中で苦く笑しようした。

「騎士の務めにも、いろいろあってな。戦わなければならない相手も、いろいろいるということだ」

「……そうなの？　それが？　何と戦うっていうのよ」

「邪じや霊れいだ」

　じゃれい、と子供たちが口々に反復する。

　ラミーネをはじめ、首を傾かしげる子が多い中、桃もも色いろ髪がみの姉妹がそろって手をあげた。

「ハウ知ってるよ、邪霊」「タウも知ってるよ、邪霊」

「ほう。すごいな、知っているのか」

「大陸の、特に西部から南西部にかけて多く存在する精せい霊れいの一種だよ」「草木などの自然物の変化と言われてはいるけど、明らかに魔族とは別の生き物だよ」「人間を食べるよ。こわいね」「魔族も食べるよ。こわいね」

　きゃー、と身を寄せ合うハウとタウ。きっちり無表情による行動であるのに、妙に楽しげな様子が伝わってくる。

　ともあれ、邪霊についてはその通りだった。

　その場に腰こしを下ろしたデルクにつられて、園児たちもぞろぞろと車座に座りこむ。

「魔族が多く生きている東部では、邪霊はあまり見られないようだが。人間の住んでいる場所には、かつて頻ひん繁ぱんに……今でもしばしば、出しゆつ没ぼつする」

「悪いやつなの？」

「人にとっては、多くの場合そうだ。危険なのだ。ことによっては、とてつもなく」

　すべてのものには力が宿り、力はときおり具現化する。

　おおむね生き物の形をとるそれを、人も魔族も精霊と呼んだ。無害で美しく、幻げん想そう的てきな精霊は時に信しん仰こうすら招く存在だが、どうして生まれるのかはわかっていない。

　邪霊も、謎なぞが多いことは共通している。しかし、決して親しめる存在ではない。

「飢うえた精霊と呼ばれることもあり、生命力を吸い取って生き物を殺してしまう。人も家か畜ちくも、魔族もやつらにとっては同じ獲え物ものにすぎん。絶対に近づいてはならないが……向こうから近づいてくることもある」

「ふ……ふぅーん。別にあたし、怖こわくないけどね」

「我々騎士にとって、邪霊と戦うことも重要な任務だ……特に、俺にはな。だからもし、ここに邪霊が近づいてきても安心しろ。俺がすぐに退治してやる」

　言ってから──少し調子に乗りすぎたか、と眉まゆ根ねを寄せるデルクだが。

「先生、カッコいーね……」

　ニャクードのひとことで、きゃいきゃいと歓声があがった。

　よくも悪くも、素直な子供たちであるらしい。

「フン。邪霊なんかより、あたしのほうが強いけどね」

　なぜかラミーネが、小さな胸をむやみに張っていたりもするが。

「騎士なんかより先に倒たおしちゃうもん。ぱーって。ぱぱーって」

「それは危険だ、ラミーネ。邪霊が出たら、すぐに俺を呼べ。特に子供は危ない」

「子供じゃないし！　もう五歳だし。先生呼ばなくても大だい丈じよう夫ぶだし」

「やつらは子供からしか生命力を奪うばうことができない。だから子供をさらうか、あるいは誘ゆう惑わくしておびき寄せようとする。それが厄やつ介かいなのだ」

「ゆ……ユーワクって。それは、ちょっと……ニャクみたいだけど……」

　ニャクード。確かにセイレーンは、歌声で獲物を引き寄せる。彼女がその域に達するには、ずいぶんと時間がかかりそうではあるけれど。

　邪霊とは少し違ちがう、とデルクは首を横に振ふった。

「邪霊が自ら仕し掛かけるときは、必ず精神を攻こう撃げきしてくる。心で打ち勝つことができなければ、邪霊に吞のまれてしまうだろう」

「精神攻撃……？　たとえば？」

「たとえば、そうだな……ニャクードは確か、巨きよ大だい吸血ヒルが好物なんだったな？」

　デルクとラミーネの視線を受けて、うん、とニャクードが頷うなずく。

「おいしいよ。今日も持ってきてるよ。いる？」

「いや、気持ちだけでけっこう。邪霊はまず、こちらの心をさぐってくる。好きなもの、望むものを気取られ、利用されるのだ」

「っていうことは……？」

「ニャクードに大量の巨大吸血ヒルの幻まぼろしを見せ、自分の棲処すみかまで引きこもうとしてくる」

　うげ、とラミーネが小声でうめいた。

　やはり魔族の間でも、好みの分かれるところであるようだ。

「ヒュプティロスがいっぱい……！　それは、それは危ないね。邪霊危ないよ……」

　うっとりと呟つぶやくニャクードの感性は、彼女特有なのか、セイレーン共通のものなのか。

　気になるところだったが、デルクはひとまずラミーネに目を戻もどした。

「深い幻げん覚かくに対し、抵てい抗こうすることは困難だ。邪霊を甘く見てはいけない」

「フ……フン。そんなこと言っても、デルク先生呼んだって、助けてくれないでしょ」

「何を言っている？」

「え」

「助けるに決まってるだろう。邪霊と戦うことも、俺の任務だ」

　虚きよをつかれたのか、一いつ瞬しゆん黙だまりこんだラミーネだったが、すぐにウソツキと反論する。

「知ってるもん。デルク先生は、ティリア先生を守るのがほんとの仕事なんでしょ」

「そうだ。別に隠していたつもりはないが」

「だったら、あたし助けてちゃダメじゃん。ティリア先生か弱いんだから、守ってあげなくちゃじゃん」

「……そうだな。確かにラミーネの言う通りだ」

「ほら──」

「だが、俺はラミーネも守るぞ。他ほかの者もだ。相手が邪霊であれ何であれ、この保育園の者に指一本触ふれさせはしない」

　反応は多種多様だった。目を輝かがやかせるニャクード、無表情のままなぜか「「おー」」と天に拳こぶしを突つき上げるハウタウ。近くで「はわわ……」と聞こえたのはレッティだろうか。

　またしても言葉に詰つまったらしいラミーネが、何事か言うよりも早く。

「最後の決けつ闘とうでラミーネに勝つことで、それを証明しよう」

「ま……まだあるの？」

「無論だ。今一勝一敗だろう？」

　証明、などという言葉を使ったのは、自分でもよくわからなくなったからだった。

　ラミーネたちを守る。そう口に出す直前までは、

（そうしなければ、ティリアが悲しむから……だと、考えていたのだが）

　口にした直後に、わからなくなった。ラミーネが戸と惑まどっているのも伝わった。

　ゆえに、とっさに証明という言葉が出たのだ──まるでごまかしのように。

　騎士道に反する。

「ま、まあ……負けっぱなしは嫌いやだし、やるけど。最後は何の決闘？」

「しばし待て──」

　おい、という声に振り返る。

　白い炎ほのお、とでも表現するべき存在が、髪かみを逆立ててそこにいた。

　魔族将軍シルヴェイラ。つい小一時間前とは、まるで様子が違う。両目を吊つり上げ、牙きばを剝むきだし、引き絞しぼられた腕うでの筋肉がゴキゴキと音を立てている。

「今……なんと言った。ラミーネ殿どの」

「えっ……あ……」

「決闘。お前か、ニンゲン。お前が言わせたのか」

　ラミーネに声をかけながらも、赤い視線はデルクに据すえられたまま動かない。

　やっていたことは、肉を食べたりかくれんぼしたりだ。魔族の言う決闘とは違う。しかしデルクの思う違いが、シルヴェイラにとって重要かというと、そうではないのだろう。

　これほどの反応を見せるとは思っていなかった。彼女が決闘禁止に言げん及きゆうしている場を、確かに見てはいたが。

「ああ……俺が決闘に誘さそった」

「覚かく悟ご」

　シルヴェイラの両手の爪つめが伸のびた。刃やいばのような鋭するどさに、煙けむるような闇やみのオーラ──明らかに攻撃的な瘴しよう気きを宿したその先せん端たんが、デルクへと向けられる。

　慌あわてた様子で、ラミーネが立ち上がった。

　何を言うべきかは考えていなかったらしく、ただ両手を広げて制止の意志を見せる。

「ち、違うっ……その、これは、そうじゃなくて。決闘って言ってるだけで、決闘じゃない、から……」

「ラミーネ殿……他の御み子こ方も、お下がりを」

「あ、あの……！」

　本気だな、とデルクは察した。ラミーネの小さな肩かたに手を置き、傍かたわらへ押しやる。

　シルヴェイラの身に着けている数多あまたの宝石が、すべてぼんやりと光っていた。

　一度戦ったデルクは知っている。爪による近接攻撃のみならず、宝石を利用した強きよう烈れつな範はん囲い魔ま術じゆつをも使用する、恐おそるべき強敵。

「魔族への、直接の害と見なし、排はい除じよする」

「されてやるわけにはいかんな」

　腰の剣けんを鳴らし、デルクも身構えた。ひゅう、と呼吸を細くする。

　張り詰める空気。今までの『決闘』とは、明らかに異なる感覚。

　慌てるばかりだった園児たちが、それでも口々に何かを叫さけんで──

「ダメえええ───っ！」

　切せつ迫ぱくしてはいるものの、どこか間が抜ぬけている声が場をかき乱した。

　見ると、ティリアが走ってきている。両手を振って、一いつ所しよ懸けん命めいだ。用事を急いで終わらせて、予定より早く帰り着いたのだろう。

　チッ、と舌打ちしたシルヴェイラは、彼女の到とう着ちやくまでに爪を収めていたが。

「ダメです！　デルクさん、シルヴェイラさん、ケンカしちゃダメ！」

　二人の間に迷いなく割って入り、ティリアは息を落ち着けることもなく言う。

「何してるんですか、子供の前で！　やめてください！　ダメです！　仲よしです！」

「テ……ティリア、わかった。剣は抜かない。落ち着いてくれ」

「こんな空気もダメです、見てください！　子供たちみんなしょんぼりしちゃって！　どうしてもケンカするって言うなら──」

　だからしない、と繰くり返すデルクに耳を貸さず、

「お城の屋根ふきでやってください！」

　ティリアは、ぴしゃりとそう告げた。

　その途と端たん、不安げな表情だった園児たちが、たちまち笑え顔がおになる──どちらかというとその反応にギョッとし、デルクは口をつぐんだ。

　お城の屋根ふき、だと？

「デルクさん、お城の屋根ふき、ご存知ですか？　シルヴェイラさんは知ってますよね」

「屋根ふきは……経験があるが、城か？　今から移動するのでは……」

「違いますよ、デルクさん。手遊びです」

「手遊び？　……両手を使うというやつか？」

「そうそう！　じゃあー、ラミーネちゃんとニャクードちゃん。やってみせてあげて？」

　今の今まで怖がっていた子たちにそれは、とデルクは思ったが。

　ラミーネとニャクードは顔を見合わせ、どこ吹ふく風で不敵に笑った。

「屋根ふき、だって。あたし得意だよ」

「ニャクだって得意だよ？　まんぷくラミーネちゃんには負けないよ」

「なにそれ、なんかムカつく……！」

　いちにーさんはいっ、というティリアのかけ声で、二人が手のひらを打ち合わせる。

「♪お城の屋根を　ふきましょう　いちまい　にまい　さんまい「「休きゆう憩けいっ」」よんまい　ごまい　ろくまい「「休憩っ」」ななまい　はちまい　きゅうまい「「休憩っ」」じゅうまいふいたら　次の塔とう」

　ぱんぱんぱんと、逆の手を打ったり両手で打ったり、腕を互たがいに組み合わせたり。

　つられた他の園児たちも、思い思いに遊びはじめている。先日の『火をふくドラゴンさん』に比べるとずいぶん人間じみているが、なんとも堂に入ったことだ。

　小さく息をつき、ようやくティリアが笑顔を見せた。

「なんとか落ち着いたみたいです……。何があったのかは後で聞くとして、動き、覚えましたか？」

「む。しばらく待ってくれ」

「待ちますけど、しばらくはどうでしょう？　これ、どんどん速くなりますから」

　なんだと、と聞き返すまでもなく。

「♪おしょやね　ふましょっ　いちゃにまさま「「きゅけ！」」よまごまろま「「きゅけ！」」なにゃはまきゅま「「きゅけ！」」じゅまふたつのとーっ」

　すでにラミーネとニャクードの両手は、目にもとまらぬ速度で交こう錯さくしていた。

　なるほど、ルーチン化された動きを間ま違ちがえたほうの負けなのだろう。もはや間違えるのが早いか、舌を嚙かむのが早いかという有様ではあったが。

　デルクはゆっくりと、シルヴェイラに向き直った。

　相手もこちらを見つめている。静かな視線である。先ほどの剣けん幕まくがウソのようだ。

「さ、いちにーさんはいっ。♪お城の屋根を　ふきましょう」

　ティリアが歌いながら手て拍びよう子ししてくれる。それに合わせ、シルヴェイラと手のひらを合わせた。

　ひやりと、人ならぬ体温が伝わる。図はからずも、少し心地ここちよい。

「♪いちまい　にまい　さんま、……あ。デルクさん」

「む……」

「失敗ですね。はいもう一回、♪いちまい　にまい　さんまい休憩っ　ごまい　ろくま、あ。シルヴェイラさん」

「……チッ」

「失敗ですね。うふふ、でも楽しいですね！　あとでわたしともやりましょう？」

　思いのほか難しい手遊びに、魔ま族ぞく将軍とともに翻ほん弄ろうされる。

　デルクの人生で最も信じられない午前中が、ようやく終わった。
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　事情を話した結果、ティリアに謝られることになってしまった。

『ごめんなさい、わたしのせいです！　シルヴェイラさんに、ちゃんと伝えてなかったから！　いっしょに何かしたほうが、デルクさんとラミーネちゃんは仲よくなれると思って……事前に相談していれば、もめ事にもならなかったのに。本当にごめんなさい、すみません、許すつもりで仲直りしてください！』

　仲直りもなにも、もともと仲よくはない──などとは到とう底てい言えなかった。

　ひとこともしゃべろうとしないシルヴェイラの前で、ひたすら謝罪するティリアを懸けん命めいになだめ、言葉の押し合いへし合いを終えたデルクは今。

（……静かだな）

　ずらりと布ふ団とんが並べられた遊ゆう戯ぎ室で、扇おうぎを片手に座りこんでいた。

　おだやかな寝ね息いきが折り重なって聞こえる。昼食のあとの昼寝の時間である。二列をつくって眠ねむりこける園児たちに、扇で適度な風を送る。

　隣となりに座るシルヴェイラも同様だった。

　先ほどから、きっかり十秒に一度の割合で長い腕を動かし、まんべんなく扇あおいでいる。

（いっしょに仕事して仲よくなってください……と言われても）

　性しよう根ねのやさしい荒あら療りよう治じという他ほかない。そもそも、園児たちとならともかく、この魔族将軍と仲よくなってどうするというのか。

　じりじりとした時間がすぎてゆく。

　つゆ知らず、子供たちは皆みな気持ちよさそうに眠っていた。先ほどの騒そう動どうなど、まるでなかったことのようだ。寝ろと言われて眠れるようになるまで、デルクも相当の訓練を要したというのに。

　ニャクードは掛かけ布団を蹴けっ飛ばして眠っている。

　ハウタウ姉妹は手を繫つないだままだ。

　ハーピーの子供は、自分の羽の中に頭を突つっこんで。アラクネの子供は、自分の糸でこしらえた繭まゆに首まですっぽりくるまって。スライムの子供は、布団を溶とかしてしまわないよう、眠ねむりながらもじりじりと動き回って。

　皆それぞれ、たゆたうようなこの時間を満まん喫きつしているようだった。わからないのは、見えないレッティのみ。いや、彼女もきっと、小さく盛り上がった布団の中で安らいでいることだろう。あのラミーネすら、意外にも自らの親指をくわえて、かわいらしく眠っているのだから──

（……む？）

　自らの心に引っかかりを覚え、デルクはわずかに眉まゆ根ねを寄せた。

　なんだろうか。自分は今、何を思った？　ついぞ馴な染じみのない感覚だったような気がする。またあの渦うず巻まく不安だろうか。であれば一体、何に不安を感じたというのか。

「先ほど……」

「む」

「何をしていた」

　突とつ然ぜん、ぼそりと呟つぶやいたシルヴェイラに、一いつ瞬しゆん反応が遅おくれる。

　よもやこの状じよう況きようで、あちらから話しかけてくるなどとは、思ってもいなかった。

「まあ……ティリアが言っていた通り、決けつ闘とうのまねごとをな。誤解させるような行動をしたのはこっちだ、貴様が気に病やむ必要は──」

「そうではない……誰だれが気になど病むか」

「ぬう」

「御み子こ方に、話しこんでいたこと……何を吹き込んでいた。言え」

「吹き込んでなどいない。邪じや霊れいについて話していただけだ」

「邪霊……」

　園児たちを起こさないよう、小声で経けい緯いを説明する。

　魔族の将軍は表情を変えず、しかし小バカにしたように鼻を鳴らした。

「愚おろかに、すぎる。くだらぬことを、御子方の耳に入れるな」

「くだらないことなどでは……ないと思うが」

「邪霊など……ものの数にも入らぬ。お前が口を出す必要など、ない」

「それは違ちがう。魔族と邪霊の生息域が異なるだけだ。魔族領に出しゆつ没ぼつする邪霊に大したものはいないかもしれないが、強力な存在は──」

「黙だまれ。二度と、余計なことを言うな……御子方の身は、私がお守りする」

「……承知した」

　デルクは、あくまでもティリアの護衛。

　園児たちの安全は、シルヴェイラにまかせるのが本筋ではあった。

（ここまで強きよう硬こうに主張されるとは、思っていなかったが……本当に邪霊を甘く見ているのか、あるいは）

　よほど不ふ愉ゆ快かいだったのか。人間への意識と、自らの務めへの矜きよう持じと。

　魔族もいろいろと、大変なのかもしれない。

「んー……」

「む。すまない、起こしてしまったか」

　ニャクードが布団から身を起こした。さすがにしゃべりすぎたようだ。

「んーん……おトイレ」

「そうか。行ってこい」

「ついてきて……」

「なに？」

　エプロンのすそを握にぎられる。デルクに要求しているようだ。

　シルヴェイラに目で問いかけるも、反応はなかった──さっさと行けということにも思える。これは人間にまかせてもいいのだろうか？　いまいち理り屈くつがわからない。

　致いたし方なく、こくりこくりと首を揺ゆらすニャクードをともなって廊ろう下かへ出た。陽光がグラウンドを照らしている。心浮うきたつような青空だが、ゆっくり歩かなければ。

「気をつけろ。転ぶなよ、ニャクード」

「んー……あ、おっぱい見えちゃうから？　いーよー、デルク先生なら見ても……」

「あまり貝かい殻がらを割ると、ティリアに怒おこられるぞ」

「それは嫌いやだね……待っててね、ここにいてね」

「承知した」

　建物の横手に差しかかるあたりに設置されたトイレへ、ニャクードが入っていく。

　裏手へと続く壁かべに背を預け、デルクはわずかに腰こしの剣けんを意識して──

　保育園を囲んでいる密度の濃こい木立に、鋭するどい視線を投げた。油断なく、木々の間を観察する。すでに、壁から背中をはなしていた。

「お待たせー、ちゃんと手も洗ったよ……デルク先生？　どうしたの？」

「……もう一眠りする時間はある。一人で戻もどれるか？」

「うん。デルク先生は？」

「少し馬の様子を見てくる」

　廊下を歩いてゆくニャクードの背中を見送ってから、デルクは歩を進めた。

　普ふ段だんとは異なる足運び。風が吹ふき抜ぬける曲がり角で立ち止まり、ひときわ葉は影かげの濃い木立の陰かげをにらみつける。

「そこにいるのはわかっている」

　エプロンのすそを払はらい、剣の鞘さやを握った。

　この場に派は遣けんされた、そもそもの理由。護衛としての責務を、忘れたわけではない。

「両手をあげて出てこい。手が複数あるなら、すべてを上にあげて指を開け。おかしなことを──」

　生おい茂しげる木立の葉を割って、仮面の顔が突つき出された。

　ギョッとして、その場に立ち尽つくす──出現した顔が、自分よりはるか高い位置にあることに驚おどろいたわけではない。気の弱い人間なら、たちどころに失神してしまいかねないほどの絵え面づらではあるが。

　見覚えがあるのだ。この仮面に昨日、思いきりにらまれたばかりなのだから。

「テ……ティアマト・オルガズィア様、ですか……!?」

「貴様に殺気を向けられるのは二度めじゃな、ニンゲン」

「はっ、失礼いたしました！」

　たちまち姿勢を正すデルクに、ティアマトはその全身を現した。

　やはり人ならぬ長身。木々にその身を寄せ、こそこそと顔だけ覗のぞかせていた高位魔族、など。己おのが目を信じられなくなりそうだった。

「よい……こたびは、わらわの落ち度でもある」

「は？」

「見つかりとうないゆえ、様子をうかがっておった。気を張らせたな、ゆるせ」

「と……とんでもありません」

　正直、意外な言葉である。

　見た目や立場にそぐわず、鷹おう揚ような魔族なのだろうか？

「シルヴェイラが見当たらぬでな、うぬに聞きたいことがある……我が子は……ラミーネは、今いずこに？」

「は。今は昼ひる寝ねの時間でありますので、屋内で寝ております」

「そうか。……寝苦しくなどはしておらぬじゃろうな!?」

「は、だい……じょうぶなはず、ですが」

「はずでは困ろうがはずでは!?　誰の子を預かっていると思うておるか！」

「は！　鋭えい意い、善処いたします」

「当然じゃ。……昼食は？　すべて残さず食べておったか」

「昼食。……は。その」

「なんじゃ？　なにかあったのか？　まさか腹など下させたのではなかろうなぁ!?」

「い、いえ！　そのようなことは、まったく！」

　自分は一体こんなところで、何の話をしているのだろう。

　聞かれたことに次々答えながら、デルクは内心大混乱していた。

　なぜここにティアマトがいるのか、そもそもどうやってここまでやってきたのか──紫し影えいの門は閉とざされているはずだ！

「時にうぬら、井い戸どの水がまずいぞ！」

「い……井戸!?　でありますか!?」

　もはや何がなにやら。

「あのようなまずい水をラミーネに飲ませるなどゆるせぬ。ここから南へしばらく行った野原の、大岩の近くを掘ほるがよい。いい水が手に入るじゃろう」

「……！　ご、ご助言、まことにありがたく。人手不足ゆえ、実現に時間はかかるかと思われますが、必ず上に伝えておきます」

「……フン。ならばザカメニエの葉を裏返しに何枚も重ね、水を通せ」

「は。ザカメニエ……の木の葉、ですか？」

「水の中の細かなゴミが取り除かれ、旨うまくなる。そんなことも知らぬのか、ニンゲンは」

　すごい、とデルクは思わず息を吞のんだ。知らなかったということだけではない。

　魔ま族ぞくの知ち恵えが、今あっさりと人に手て渡わたされているという事実に仰ぎよう天てんしていた。

「なぜ……そのようなことまで、教えてくださるので？」

「貴様、ニンゲンよ、勘かん違ちがいするでないぞ!?　なぜもなにも、すべては我が子がつつがなくすごせる環かん境きよう作りに決まっておろう！　うぬらを働かせるためであるわ！」

「は、ははっ！　心得ました」

「まったく……！　ただでさえあれほど幼い子を手元から離はなすなど、気が気ではないというに。ましてやニンゲンに！　飲み水からなにから、厳として気を遣つかえい」

　そこまで言うのになぜ預けたのか？

　当然口にすることなどできない、そんな疑問の気配がもれ出てしまっていたのか。ティアマトはじろりとデルクをにらみ、しかし深々とため息をついた。

「わらわがもっと頻ひん繁ぱんに、目を光らせに来られればよいのじゃが……今ばかりは、そういうわけにもいかぬ。こちらの心情を慮おもんぱからぬか」

「と、おっしゃいますと……？」

「なんじゃ、聞いておらぬのか？　まあ、一応は秘密のことであるからの。わらわは今、卵を抱だいておる」

　なんだと。

「近日、産まれるであろう。ラミーネの初の弟か妹となる。万ばん難なん排はいして孵かえらせねばならず、こちらばかり見ておるわけにはいかぬのじゃ」

「それは……それは本当に、けっこうな機密事じ項こうなのでは……!?」

「そうか？　よう知らぬが、そう思うなら口外せぬがよい。しかしわかったであろう、うぬらはある意味、わらわの子二人に関かかわっておるのじゃ！　ラミーネをよく見ていてくれれば、わらわも安心して子を孵せる！　そうなれば……魔族とニンゲンの関係も、よりよい進展が望めるのではないか？」

　それこそデルクにはよくわからない話だったが、とりあえず何度も頷うなずいてみせる。

「ラミー、いえ、お子様は大変に元気で。ご心配には及およばないかと。子供とは思えないほど体力もあり、冒ぼう険けん心しんというか挑ちよう戦せん心しんにあふれ、もし人間であればきっといい騎き士しに──」

「そうであろう!?」

「う」

「あの子はいい子なのじゃ！　わらわには多くの子があるが、いちばん元気がよい。やんちゃで困るところもあるが、手のかかる子ほど愛いとおしいと言うであろう」

「さ、左様で」

「なによりもあの子は母思いでのう、お母さんお母さんと言ってはついてくる。母上と呼びなさいと言うておるのに直らぬ、もうかわいくてかわいくてしかたがないものよ！　わかるであろう？　のう？」

　これは、とデルクはようやく認にん識しきを改めた。

　ティリアの言っていた通りだ──預けた娘むすめの様子を窺うかがいにきたり、あれこれ口出ししてきたり、隙すきあらば娘自じ慢まんをつっこんできたり。

　完全に親バカである。

　魔族はどうなっているのだ。

「先日など、ここで描かいたと言ってわらわの絵を持って帰ってきてくれたわ。そのようなことは初めてでの、危あやうく涙なみだが出るところであった！　今あるぞ、見せてくれよう──」

『デルクさーん？』

　ギクッ、とティアマトが顔色を変えた。

　ずいぶん前のめりになっていた長身を、そそくさと木々の間に戻す。

「またあの娘か……忌いま々いましい！　ニンゲンよ、わらわが来ておったことは内密にせよ」

「なぜです？　ティリアはここの責任者で」

「どうしてわらわがここで木立に紛まぎれておるのかと問うたな？　あやつに見つからぬためじゃ！　どうも苦手でのう。胸の裡うちをすべて見み透すかされておるような気にさせられる」

「なるほど。妙みようにわかります。内密にいたします」

「よきにはからえ。ではな」

　ざさ、と仮面の顔が木の葉に隠かくれた。ばかでかい気配が遠ざかってゆく。

　小さく吐と息いきするデルクのもとへ、いたいたー、とティリアが寄ってきた。

「もうすぐお昼ひる寝ね、終わりますよ。あ、この書類、あとで書いておいてください。今朝ついでに申しん請せいしてきたんですよ、デルクさんの職員登録！　これでお給金出ますからね」

「あ、ああ。別に……気にせずともよかったが……」

「ティアマトさん、いたでしょう？」

　ぐふっ、と思わず咳せきこんでしまう。

　なぜいきなり。会話すらろくろくしていないのに、どこで見み抜ぬかれてしまったのか。

「本当にもう。心配いらないって、いつも言ってますのに」

「い……いや。自分は、その、なにもわからないが……」

「別にデルクさんを見て気づいたんじゃないですよ？　ほぼ毎日来るってだけですから。それに……」

「それに？」

「もうすぐ、すごい音すると思いますよ」

　果たして、ゴウッ、と遠くで風を巻きこむ音がした。

　まるで巨きよ大だいな鳥かなにかが、地面から羽ばたいて飛び去っていったかのような。

　なるほど、紫影の門を介かいさず、直接飛んでやってきたわけだ。龍りゆう母ぼティアマトにしかできない芸当、いろいろな意味で恐おそれ入るほかない。

「気持ちは重々わかるんですけどね。正直、保育園としては微び妙みようというか……」

「どういうことだ？」

「やっぱり、忙いそがしくてなかなか子供を見ていられない親おや御ごさんを助ける、というのももともとの大きな目的ですから。ヒューモこン保育園こに限ってはいろいろと特とく殊しゆで、そうとばかりも言ってられませんけど、それでも毎日来れるなら自分で見てほしいというか……」

「な、なるほど」

　意外にシビアな見方もするものである。

「でも、ティアマトさんってえらいんですよ」

「それは知っている」

　本来、さん付けなどできようもないほどに。

「今ここに預けられてる子たちって、魔族の中では中流か、それ以下くらいの立場の種族の子が多いらしいんです。わたしはそのへん詳くわしくないし、どの子もかわいいですけど」

「言われてみれば、確かに」

「でもティアマトさん、この保育園計画にとっても関心もってくださってて。発言力のある者が関わっていなければ進まない事こと柄がらもあるからって、自分からラミーネちゃんを預けることを決めてくれたらしいんです。あと、ハウちゃんタウちゃんもすごいんですよ、魔族神官。生まれたときから言葉をしゃべれたんですって、びっくりです」

「かなり……政治的な話のようだが」

「……ですね。白い目で見てくる魔族も少なくないって、シルヴェイラさんがちょっとこぼしてたことがあります」

　魔族側に限った話ではないはずだ、とデルクはわずかに眉まゆ根ねを寄せた。

　魔族の子供を預かって育てる。この言葉だけでも、拒きよ絶ぜつ感かんを示す人間は少なくないだろう。今の状じよう況きようを、魔族側がどれだけ領内に公開しているのかは知らないが──王国は、しばらく機密にするしかない。

　そう考えれば、魔ま王おうの娘がここへ通っていることの意味は、ことのほか大きい。

　しかし。

（あの魔族将軍から愚ぐ痴ちを引き出すなどと……本当に何者なのだ、ティリアは）

　ことによれば、人類にとって切り札となりうる存在なのではないか？

「ティアマトさんの言うことは、なるべく実現するようにしてるんです。今日はなんて言ってました？」

「井戸を掘れと」

「無理ですね」

「子が寝苦しくないようにせよと」

「あ、お昼寝どうですか？　みんなよく眠ねむれてますか？」

　話しながら、ゆっくりとつま先を反転させ、建物の入り口へと向かう。

　そんな歩きかたをしたことがなかったので──デルクは、少しだけドキドキした。




　　　　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊




　ヒューモン保育園の朝は早い。

　二階の小部屋に寝ね泊とまりしているティリアが目覚めるのは、夜明けの直後。角度の急な屋根を活用した屋根裏部屋が正式な生活スペースなのだが、予定されていた五名の職員中四名が行方ゆくえをくらましたため、そのまま空き部屋になっている。

　階段をもうひとつのぼるというただそれだけのことが面めん倒どうで、園長室兼けん物置部屋の床ゆかを適当に片付けて眠っているティリアである。

　のそのそと起きだしてドアを開けると、入り口脇わきにデルクが座っている。

　彼には屋根裏を使っていいと言ったのだが、そこで寝ていたのは初日だけだった。毛布だけにくるまって柱の陰かげに陣じん取どり、いつ眠っているのかわからない状態でティリアを護まもってくれている。ありがたいが、夜中のトイレにまでついてこようとするのは難なん儀ぎである。

　顔を洗って、まず昨日のまま放置されている教室の掃そう除じをはじめる。

　朝が早いのは睡すい眠みん時間が短いわけではなく、単に夜早く寝ているだけだ。夕方に園児たちを見送ってからは、食事して身体からだを洗って眠るのみ。そのぶん早めに始動してお出で迎むかえ態勢を整え、ついでに自分のやる気スイッチも入れる。

　はじめは、自分一人ですべてをこなすために考えた、苦肉の策だったのだが。シルヴェイラに加えてデルクの助力があれば、ずいぶんマシになるかもしれない。小麦粉ラーパ焼きロートと果物の簡単な朝食をすませたあと、少し時間があまるくらいには。

　そんなことを考えながら、ティリアは厩きゆう舎しやを訪おとずれた。

　動物が入っていないときでも、周りを簡単に掃除するのは日課だったが。今日は、デルクの愛馬と遊んでみる。たてがみをなでたり、飼い葉の他ほかにあまった果物をあげたり。

　一度乗ったことがあるからか、りんごなど差し出すと食べてくれた。賢かしこそうな小さい瞳ひとみがたまらなくかわいい。動物はいいものだ。

「……そうだ」

　折を見て園児たちと絡からませてみよう、などと思う。なんとなく教育にもよさそうだ。

　魔ま族ぞくには『乗り物』という文化が少ないとも聞くから、慣れた子を乗せて走ってもらえたら完かん璧ぺきだろう。お馬さんに乗る魔族の子供たち。かわいい足すかわいいは、とってもかわいい。

　でもまずもっと慣れてからかな、とティリアは考えていたという。

　しかし。彼女が思うよりずっと早くに。

　先手を打ったのは、園児たちのほうであった。







　イタズラのタイミングというものは、大きく分けると二種類ある。

　ひとつは、誰だれもが予想だにしていない状況で、突とつ拍ぴよう子しもない行動にでること。これはたとえば、イタズラの現場や出だしを捉とらえられても構わない。行動すなわち即そく結果。直後に取り押さえられ、手痛いおしおきを受けたとしても本ほん望もうという、潔いさぎよさをも併あわせ持つ。

　そして、もうひとつは──イタズラが予想される状況で、ことさら慎しん重ちように、バレないよう行動することである。

「くっくっくっ……」

「やっぱりこのへんは涼すずしいねえ」

　今は遊びの時間。

　保育園は朝から夕まで子供たちが遊び続ける場所ともいえるが、このひとときはティリアの手をはなれ、思い思いにはしゃいでもいいのだ。屋内で積み木をがんばったり、砂場で泥どろダンゴをつくったり、魔ま力りよくボールを投げ合ったりして、存分に騒さわいでいる。

　主戦場は表庭、グラウンドである。ティリアの目も、デルクの目も、そちらに向いているはずだ。シルヴェイラはどこにいるかわからないが、きっとまた草むしりだろう。

　すなわち、

「今こそ、デルク先生の正体を暴あばくチャンス……！」

　人ひと気けのない裏庭にて、大きなしっぽのドラゴン幼女、ラミーネは小さな胸を張った。

　おへそを出した短い上着と、ふわふわフリルの短いスカート。今日は暑いから蒸むれるといけない、という母直伝のコーディネートである。

「正体って、先生は先生でしょ？」

「甘いよニャク。やまなりブドウぐらい甘い」

「あ、やまなりブドウおいしいよね。一昨日おととい食べたよ」

「いいなー。じゃなくて！　ニャク、だまされちゃダメだよ？　だまされちゃダメ」

　相も変わらず能天気な笑え顔がお、上半身ほぼすっぱだかに近い友人、ニャクードの両りよう肩かたをつかんでぶんぶん前後に振ふる。

　同い年とは思えないほど豊満な胸が、腹立たしいほどに揺ゆれた。

「デルク先生は騎き士しを目指してるんだよ。怖こわい騎士！　にっくき騎士！」

「デルク先生ぜんぜん怖くないよ。ティリア先生のが怖いよ」

「それは！　……そうかも。ティリア先生だけは怒おこらせたくないもん」

「そうだよ。おやつ抜ぬきにされちゃうよ？　つらいよー」

「つらい……ニンゲンのお菓か子しは、くやしいけどおいしい……今日のもおいしかった」

「今日のはデルク先生がつくったらしいよ」

　ウソ、と驚きよう愕がくする。なんたることか。

　いつのまにか、胃い袋ぶくろまでつかまれかけていたなどと！

「と、ともかく。デルク先生が、ニンゲン側のスパイだとしたら」

「人間だよそもそも」

「油断してるあたしたちの隙すきを、じーっと狙ねらってるのかもしれない……そのうちみんな捕つかまって、ひどいことされちゃうのかもしれない。うああああ」

「ひどいことって？」

「知らないの？　ニンゲンにこき使われちゃうんだよ。ニャクなんかおっぱいでっかいから、きっとスケスケの服で一日中踊おどらされちゃう」

「ニャク踊るの好きだよ。スケスケの服は、泳ぐとき邪じや魔まそうだからヤだなぁ」

「ああ……ああ、いいから聞いて？　あのね？　デルク先生の正体が悪い騎士だったら、きっとどっかに槍やりを隠かくしてると思うの。でっかいやつ」

「なんで槍？」

　こわーい話だよ、とラミーネはここぞとばかりに顔を寄せた。

　まるでわかっていないらしいニャクードに、精せい一いつ杯ぱい恐ろしげに語る。

「つい二年くらい前まで、魔族とニンゲンは戦ってたんだよ……？　いちばん怖いのは騎士、それも馬にのって、槍をかまえた騎士団」

「騎士団」

「かたい皮をもった魔族も、次々と槍にクシザシにされちゃったんだよ。魔族の群れはみんな死んじゃって、そろって幽霊リツチになって幽ゆう冥めい界かいで働いてるんだよおおおお！」

「それはヤだねー。さすがにまだ働きたくないよ」

　ようやく理解したように見える彼女に、でしょ？　とラミーネはなぜか得意顔をした。

「だから、デルク先生が槍を隠してたら、悪いやつ。あたしとニャクで、こっそりその槍を奪うばって……」

「奪って？」

「奪って……奪って、え、どうしよ。なんにも考えてなかった……」

「物もの干ほし竿ざおの中にまぜちゃう？」

「それだ！　さすがニャクかしこい」

「ふへへへ。……で、なんで裏庭なの？　このへんに隠してありそうなの？」

　辿たどり着いた空き地を、ニャクードが見回す。

　表のグラウンドより、ずっと手て狭ぜまである。井い戸どや物置などがあり、日ひ陰かげが多くてすごしやすいが、シンと静まりかえっている。近くの木でくるみをかじっているリスが、チチッと鳴いて小首を傾かしげた。

　リスだ、と駆かけ寄ろうとするニャクードを、ラミーネの手がむんずと捕まえ、

「こっちこっち」

「わ、ちょっと、貝かい殻がらのヒモ引っぱんないでぇ。ちぎれちゃう」

　建物の壁かべに沿って回りこみ、グラウンドのちょうど反対側に出る。

　あ、とニャクードがまた笑顔になった。

「お馬だあ！　わあ、お馬だお馬だ。デルク先生の」

　二頭分の空間が確保されている、ちょっとした大きさの厩舎。なぜか側面にはハト小屋が据すえつけられており、数羽わが行ぎよう儀ぎよく昼ひる寝ねしている。

　馬のスペースは今、片方だけが埋うめられており、長い首がにゅっと突つき出ていた。

　焦こげ茶の毛並みのつぶらな瞳が、小さな来訪者たちを見つめる。

「わあああい──」

「ダメだってばっ」

「うぎゅっ」

　再び駆け寄ろうとしたニャクードのヒモを、背後からラミーネの手が捕まえ──

　ぷち、と切ない音とともにちぎってしまった。

　バランスを崩くずしたニャクードが、落ち葉の上に転てん倒とうする。

「あ。……ご、ごめんニャク。だいじょぶ？」

「んもー。やめてって言ったのに。貝割れちゃったよ」

「ま、また？　ほんとよく割れるね……」

「いいけどさ」

　身を起こし、ズボンのポケットから新たな貝殻を取り出すニャクード。慣れた手つきでヒモを通し、新たな服を製作する。

　セイレーンわかんないなぁ、と呆あきれるラミーネに、彼女は首を傾げた。

「お馬さん見に来たんじゃないの？」

「違ちがうわよ。うかつに近づいちゃダメ。槍はここに隠してあるかもしれないんだから」

「え？　あ、そっか。それはあるかもしんないね」

「でしょー？　だとしたらこの馬は、槍を守る番人なんだから。……番馬？」

「ばんうま」

「うっかり近寄ったら、がぶって食べられちゃうかもだよ。慎重にいこう」

　二人して大外を回りこみ、距きよ離りを保って厩舎の正面に立つ。

　馬はしなやかな首を巡めぐらせて、彼女らの動きを捉え続けた。何を食べているというわけでもなさそうだが、もっちゃもっちゃと口が動いている。根っからの動物好きなのか、ニャクードはさわってみたくてうずうずしているようだった。

　しかし、ラミーネは油断しない。

『クククク、愚おろかなチビどもよ。我が主あるじの領域を汚けがすつもりなら覚かく悟ごしろ。ぱくっといってしまうぞ、ぱくっとな』

「──って言ってるね。間ま違ちがいない」

「ラミーネちゃん、お馬とも話せるの？　さすがはティアマトだねえ」

「いやぜんぜん話せないけど。誰だっけ、レッティが鳥と話せるんだっけ？」

「確かそうだよ。すごいよね」

「ね。……ってかあれ、あの後ろのワラ。怪あやしくない？」

　こちらを向いている馬の背後、厩舎の奥側に、たっぷりとワラが積まれている。細長い何かを中に突っこんで隠すのに、それはちょうどいいように見えた。

　だが、そこを調べるためには、正面突とつ破ぱするしかない。

「な……なんの。こわくないもん……」

「ラミーネちゃん、どーするの？」

「ニャク……あたしのシカバネをこえていって」

「あ、ひょっとして、それが言いたかっただけ？」

　意外と手厳しいニャクードのコメントにもめげずに、ラミーネはじりじりと前進した。

　厩舎の入り口は、馬が外に出られないよう、丸太が二本渡わたしてあるだけだ。幼児の身体からだなら、楽にすり抜けられる。馬もそこまで動きやすいとは思えない。

　でも、本当に嚙かまれたらどうしよう。

　あの前まえ脚あしで、ポカッと蹴けられたらどうしよう。

　実はこの馬の姿はかりそめで、敵が近づくやいなやトゲトゲの武器（よく知らない）を持ったマッチョなオッサンの正体を現し、あわれかわいいラミーネちゃんは──

　バルルル、と馬が首を振りたくり、あたりにつばをまき散らした。

「ひゃわあああああっ！」

「ラミーネちゃーん!?」

　尻しりもちをついたラミーネが、そのまま這はうように撤てつ退たいする。

　馬はむしろ不思議そうに、ヒヒンと小さくいなないた。

「うう……こ、怖かった。今のは怖かった……」

「このお馬、なんて名前なのかな？　デルク先生に聞いてこようか」

「なんでよ、興味ないわよ。きっとスッタラポッペとかいう名前よ」

「なんかすっごいね、それ……。ていうか、怖かったんならやめとこうよ？」

「怖くない！」

「いや今怖かったって」

「言ってない！　あたしは怖がっちゃいけないの」

　すばやく立ち上がり、尻についた土を両手で払はらった。

　そうだ。こんな少しばかりでかくて、茶色くて、強そうなやつがなんだというのだ。

「あたしはね……今の魔ま族ぞく領でただ一人、ティアマトの後を継つぐ女なんだから。いずれあらゆるドラゴンを産むんだから。だから怖くなんかない！」

「そうだね。かわいいよね、お馬さん」

「……。か、かわいくも……ないけど……」

「じゃあさ、じゃあさ。ニャクにまかせてよ」

　え？　と両目を瞬またたかせるラミーネに、ニャクードが天てん真しん爛らん漫まんな笑顔を見せる。

「スッタラちゃんの気を引けばいいんでしょ？　ニャクが構ってるからさ、その間にぱぱっと小屋の中入っちゃえばいいよ」

「ど、どゆこと……？」

「だからー、ニャクがほら、こっちのほうに」

　言いながら、ニャクードは小走りに馬へと近づいていった。

　あぶな！　マッチョが！　とラミーネが制止するよりも早く。彼女は躊ちゆう躇ちよなく両手を伸のばして、馬の首筋にぴたりと触ふれる。

「ほほぉー、手ざわりなめらか……すごいよラミーネちゃん。サンダーライガーさんの毛皮みたーい」

「だ、だだだだいじょ、だいじょぶなの、ニャク……？」

「平気平気。ほら、こっちのほうに寄せとくから、早く逆側から入っちゃいなよ。んっ、あははは、やーだくすぐったいよー！」

　馬が大きな顔を寄せ、ふこふことニャクードの髪かみのにおいを嗅かいだ。魔族、それも海のものであるセイレーンが珍めずらしいのだろうか。

　なるほどニャクードは、立つ位置を左に大きくずらしてくれている。

　馬がそちらを向いている今、右側はがら空き──これほど簡単に隙すきを見せるとは。

「いざ……っ」

　と勢いこみはするものの、なかなか思い切れない。

　きゃーきゃー楽しんでいるニャクードをチラ見しつつ、大きく大きく回りこむ。少しずつ、しかし確実に、目的の隙間へと進んでいった。

　大だい丈じよう夫ぶ。馬はこちらに気づいていない。

　厩きゆう舎しやの丸太に手が届いた──これならいける。

　そう思った瞬しゆん間かん、

「お馬さん、こっち見ててねー。あっち見ちゃダメだよー。……あっ」

　やや間の抜ぬけたニャクードの声とともに、馬がこちらを振ふり向いた。

　黒くろ真しん珠じゆのような瞳ひとみが、はっきりとラミーネの姿を映す。

　すくみ上がって背を向け、逃にげ出そうとする彼女の後ろ襟えりに、大きな口ががぶりと嚙みついた。

「うっ……う、うぎゃあああああ！　た、食べられるっ、猛もう獣じゆうに食べられちゃう！」

「ラミーネちゃん、服、服嚙まれてるだけだよ。暴れないほうがいいよきっと」

「やだやだやだっ、逃げる逃げる逃げるっ」

　懸けん命めいに走りだすものの、馬はビクともせず、その場駆け足になってしまう。

　ニャクードは大きな胸を揺ゆらしつつのんびり右往左往し、歌おうか？　などと言ってくる始末。確かにセイレーンの歌には魔ま力りよくがあるが、今歌われたら自分まで巻きこまれるではないか！

　もはや万ばん事じ休きゆうす。

　お父さんお母さん先立つ不孝を、とまで思いが及およんだとき。

「何事だッ!?」

　凛りんとした声が響ひびき渡った。

　建物の端はしから、ブタさんエプロン──デルクが姿を見せている。

　しまった。叫さけびすぎた。馬から逃げようとして、よりにもよって親玉を呼び寄せてしまうとは。せめてティリアであれば、どうにかごまかせたかもしれないものを。

　と、馬がいきなり口をはなした。

「え……っあ」

　駆かけ足が災わざわいし、ラミーネのバランスが崩れる。身体が前へ泳ぎ、土の地面へ投げ出されてしまった。

　ひじとひざとあごを打った、という認にん識しきだけが先に頭に入ってくる。

　そういう風に、痛みがあとからやってくるときは──大たい抵てい、我が慢まんがきかないものだ。

「ラミーネちゃん！　だ……大丈夫？」

「……う。ふぅう、う、うーっ……うあああああんっ……」

　のそのそと起き上がり、すりむいた傷口から血が出ているのを目にすると、もうダメだった。涙なみだがあふれ、声が震ふるえる。

　にじむ視界に影かげが差した。デルクがしゃがみこみ、こちらを覗のぞきこんでいる。

「ケガをしたのか……？　少し待っていろ。ニャクード、ティリア先生を呼んできてくれないか」

「う、うん」

　ニャクードが離はなれていってしまう。行かないでほしい。そばにいてほしい。この場でいちばん心を許しているのは彼女なのに。

　ケガをした。

　他者からそう明言されると、わかっていてもなお泣いてしまう。自分はティアマトの名を継ぐ者なのに。誇ほこり高くいなければならないのに。

　涙よ止まれ、と焦あせるほどに、次から次へと溢あふれだしてくる。

「大丈夫だ。傷は浅い」

「わがっ……ってるも……！　うああああああ」

「そうか。わかっているんだな」

　デルクが何かを取り出したようだった。小さな筒つつ。竹筒だろうか。

　逆さに振ると、彼の手のひらに何かが転がり出てくる。薄うすい桃もも色いろをした、丸い何か。

「……───……ふうぅ……」

　大きく息を吸う音が聞こえた。

　何度も細かく回数をかけて吐はき、再び吸いこむ特とく徴ちよう的てきな呼吸。

　手のひらに載のせた何かに向かって、デルクは息を吹ふきかけているらしい。きらりきらりと、白い光が幾いく度どもきらめくのが、涙ごしにわかった。

「ラミーネ、口を開けろ」

「ふああああっ、っうああああああん」

「いや、十分開いていたな」

「うあああああっうぐ、んむ……うえ、ふっ、く……！」

　何かが口に放ほうりこまれる。

　反射的に吐き出そうとしたが、広がる甘さにふと戸と惑まどい──

　涙が止まった。

「……ふあ」

　ころころと、口の中で転がる。甘い。おいしい。

　アメ玉だ。

　目をぱちくりさせて、ラミーネは両手で頰ほおをぬぐった。まぶたの端にたまった涙もふいてしまう。不思議ともう、新しい水は湧わき出してこない。

「落ち着いたか」

「う……うん。え、なに、なんで……？　アメ……？」

「普ふ通つうのアメだ。街で売っている」

「そ、そうなの……？」

「ほんの少し、気持ちを落ち着けやすくなる効果をアメに持たせた。それだけだ。ケガをすると意識が高ぶるが、そうなってしまうと本当の痛みより痛く感じるものだからな。落ち着くことが、なにより大事だ」
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　ラミーネは、今一度自らを見下ろした。

　当然ながら、いまだ血が出ている。痛みもしっかりある。痛い。しかし、先ほどまでよりずいぶんマシに思えた。そう感じているだけなのか。いや。

　デルクに、そう感じるよう仕向けられた？

「……い、痛くなかったもん……！」

「む」

「あたし、ぜんぜんこんなの、大丈夫だったし。ケガとか、落ち着くとか、ていうか泣いてないし！」

　無理があると自分でも思いつつ、それでも口が止められない。

「怖こわくなかったしっ……馬なんかに、負けたわけじゃ……」

「馬？　なんだ、ファイムジアとやりあったのか？」

　しまった。余計なことを言った。馬にちょっかいをかけたと怒おこられる！

　今度こそ腰こしの剣けんでズバリ、などという未来まで勝手に覚かく悟ごしたラミーネだったが。

「なかなかやるじゃないか」

　ぽん、とやさしく頭に手を置かれた。

「さすがはラミーネだな。強い子だ」

「な……なにがぁ……？」

「このファイムジアは、ただの馬じゃない。人間のえらい人からいただいた、とてもいい馬だ。張り合うだけでも大したものだぞ」

「ふ、ふーん……まぁ、と、当然だけど？　あたしティアマトだもん。えらいもん」

「そうだな」

　立ち上がって近づくデルクに、ブルルル、と馬が鼻を鳴らす。

　首筋をかかれて目を細める様は、絶対的な見えないなにかの存在をそこに感じさせた。

　むう、とラミーネは小さくうめく。よくはわからない。わからないがしかし、厩舎の中に入ろうとしていたことも、ひょっとして見み透すかされているのではないか？

「名前……ファイムジアっていうんだ……？」

「そうだ。ラミーネの好きに呼んでやればいいが、馬の後ろに回ろうとしてはいかんぞ。馬は真後ろだけは見えないし、後ろ脚あしで蹴けられたら人間の大人でも死ぬことがあるからな」

　バレているようだ。これはいけない。

「し、しらないけどー……じゃあ、あたしたちはそろそろ──」

「ラミーネちゃん！　大丈夫!?」

　ニャクードに連れられて登場したティリアに、もはや逃げられないことを悟さとる。

　そのあと、ケガの手当てをしてもらいながら、なぜケガしたのか、何をしていたのかを自らの口から詳くわしく説明させられ──最終的に、笑え顔がおのティリアにこってりしぼられることとなったが。

　厩舎の中に槍やりがあるのかどうかは、なぜだかもう、あまり気にならなくなっていた。
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　昼食が終わり、昼ひる寝ねも終わり、午後の遊びも終わりに近づいたころ。

「ぎしょう……呼吸？」

　園児のあやとりの相手をしながら、ティリアが疑ぎ問もん符ふつきで呟つぶやいた。

「なんですか、それ？　魔ま法ほう……？」

「のようなものだが、我々は合一術と呼んでいるな。魔族や、才能ある魔道士の魔法を一いつ般ぱん人が使うのは不可能だが、修しゆ行ぎようによっていくつか近しい現象を起こすことはできる。擬ぎ昇しよう呼吸もそのひとつだ」

「それでラミーネちゃんを泣き止やませたんですか？　あの子もけっこう、泣いてからが本番っていうか、かなり気合い入ったぐずり方してくれるほうなのに」

「泣き止んだのはラミーネ本人の意志だ。擬昇呼吸は、日常生活ではほとんど役に立たない。気休め程度だな……ところで」

　コン、と駒こまを動かしたその手で、デルクは己おのれの向かいを指さす。

　ボードゲームの盤ばんを挟はさみ、桃色の頭を寄せ合って、真しん剣けんな顔つきの園児姉妹を。

「この子たちは本当に五歳児なのか？」

「あー。もちろん本当ですよ？　びっくりするでしょ」

「びっくりしている。五歳の打ち筋ではないぞ……」

「わたしは当然ハウタウちゃんの応おう援えんです。がんばれ、がんばれ！　二人ともわたしより強いから、本当に応援しかできません……！」

「ハウ、がんばるです」「タウも、がんばるです」

　むん、とハウタウ姉妹は手のひらを合わせ、一いつ所しよ懸けん命めいに考えこんでいる。

　交代交代で駒を進め、話し合ったりするわけでもなく、ときどきちらりと顔を見合わせて小さく頷うなずいているだけだ。これでスムーズに厳しい手を繰くり出してくるのだから、思念ででも会話しているのかと思えてくる。

　デルクも、ボードゲームにはいささか自信があった。

　特に、今対戦しているのは得意な種類だ。負けるつもりなど毛頭ない。

「ふむ……これでこの駒が死んだな」

「う。……この人おとなげない、ハウ思います」「タウも思います。おとなげない」

「よくわからんが、負けたほうがいいか？」

「そう言われると、ハウはむかっときます」「タウもむかっときます。ぎゃふんと言わせようね」「「おー」」

　かかってくるがいい、と駒を動かす。

　あやとりで梯子はしごをとりつつ、ティリアがゆったりと微笑ほほえんだ。

「すごいですね、デルク先生は」

「なにがだ？」

「ここに来てほんのちょっとしか経たってないのに、もうしっかり先生してるんですもん。わたしも助かっちゃってます」

「……先ほどの話なら、ケガの手当てをしただけだ。いや、本当に手当てしたのはティリアだからな、俺は実質アメを食わせただけのようなものだぞ」

「擬昇呼吸？　っていうのをしてくれたんでしょう？」

「あれは……あれも、本来ああいう使いかたではない」

「そんなの関係ないですよ」

　思いもよらない言葉に、ゲームを進める手を止めてしまった。

　はいっ、とあやとりを完かん遂すいしてヒモをアラクネの子に渡わたし、ティリアは立ち上がる。

「今ここで役に立ちそうだ、と思ったからしてくれたんでしょ？　それで実際、役に立ったわけですし」

「うむ……泣き止んでくれたのはよかったが」

「それって、けっこうすごいことだと思います。わたしが個人的にうれしいのも、そういうところ。デルクさんが今までやってきたことを、今使ってみせてくれてることです」

「……？　大したことなど、なにも」

「わたしが戦場に行って役に立とうとしても、きっとぜんぜんうまくいかないです。あ、ホームシックにかかった兵隊さんを慰なぐさめるくらいはできるかな？　よしよーしって」

「立派なことだ」

　やれやれと苦く笑しようして、ティリアは肩かたをすくめた。

「無理が出ないように、引き続きよろしくお願いします。子供たちも、もうなついてることですし。ハウタウちゃんも、デルク先生大好きだよねー？」

「う？　……まぁ、ハウは、嫌きらいじゃない。かも」「タウも、嫌いじゃない。ちょっと好き」「あ、ハウも、ちょこっと好き」「じゃあタウは……タウは、えっと……」

　どうすればいいのかわからずに、デルクは進め損そこねた駒を眺ながめた。

　言われていることは、理解できる。理解は、できる──しかしあまりにも、思いもよらないことで。自分がどこにいるものか、見失うような心地ここちがした。

（俺は、ここに……護衛の任で来たのだ。であれば）

　はーい、とティリアが両手を振ふって、室内外の園児たちにアピールする。

「そろそろお迎むかえの時間ですよ！　みんな、遊ぶのやめてお片付けしましょうか」

「はっ。にやり。ハウもう帰らなくちゃ。はいグシャー」「にやり。タウももう帰らなくちゃ。はいグシャー」「お片付けしましょ」「そうしましょ」

　敗色濃のう厚こうだったゲームを、そそくさと片付けるハウタウ姉妹。

　小さく肩をすくめるデルクの前に、

「……フン！」

　いつも以上にえらそうな女の子が、腕うでを組んで仁に王おう立だちした。

　デルクをにらみつけせいいっぱい胸を張り、薄うす紫むらさき色いろのしっぽを忙せわしなく揺ゆらすその様には、一種独特な貫かん禄ろくを感じないでもない。ティリアはきっとかわいいと言うだろうが。

　何も言い出す気配がないので、デルクから声をかける。

「どうした、ラミーネ」

「あ……あたしは、子供じゃないんだから」

「ふむ」

「早く大人にならなきゃいけないんだから」

「少々、矛む盾じゆんしているような……いや、なんでもない」

「だから……だからっ」

　何かを言おうとしている。ふっくらした頰ほおが真っ赤だ。

　椅い子すに腰かけたままのデルクと、彼の両ひざにまとわりついたハウタウが、至近距きよ離りからじいっと見つめているずいぶんな状じよう況きようで。

　ラミーネはもじもじと足あし踏ぶみし、視線をあちこちさまよわせてから──

「あ……あり、あ……がっ……。あ、明日あした言う！」

「待て、ラミーネ」

　踵きびすを返して駆かけ去ろうとしたところを、デルクは座ったまま呼び止めた。

　無視されるかと思ったが、律りち儀ぎにも急停止してくれる。

「ふ……普ふ通つうこのタイミングで止める……!?　なによ！」

「しばしば気になっていたが、ラミーネは大人になりたいのか？　龍りゆう族ぞくの成人を迎えたいということか」

「ま、まあ……そういうことだけど」

「それは年ねん齢れいの問題だろう。ラミーネが個人的に行動して、どうにかなることではないんじゃあないか？　それとも、何か方法があるのか」

　ラミーネの表情が、少し翳かげったように見える。

　彼女はデルクから目をそらし、わずかな間を置いて言った。

「デルク先生は……生まれたときから、騎き士しだった？」

「いいや。今でも、まだ見習いだ」

「あたしは、生まれたときからティアマトなの。お母さんと同じティアマト。これからもずっとそうだし、あたしも……それがいいから」

　言うだけ言って、小走りに去ってゆく。

　よくはわからなかったが、常のラミーネではないような気がした。元気がないように見えたのも、勘かん違ちがいではないだろう。

　ハウとタウも顔を見合わせ、そろって首を傾かしげた。

「ラミーネ、どうしたのかな」「わからない、変だった」「でも、ヘタレたね」「うん、ヘタレたね」「ラミーネ敵じゃなし」「敵じゃないね」「明日もデルク先生に遊んでもらお」「そうしましょったらそうしましょ」「「おー」」

　ぴったりそろって拳こぶしを突つき上げ、そのまま手を繫つないで廊ろう下かへ出て行く。ティリアを中心とした集団は、もうとっくに保育園の門の前だろう。

　見送りに行かねば、という考えはデルクの頭にもあった。

　しかし彼はそのまま、低すぎる椅子に腰こし掛かけて、黙もく然ぜんと床ゆかに目を落とす。そうする自分が不思議だった。ただひとつのフレーズが、何度も脳のう裏りで繰り返されている。

「生まれたときから、騎士だった……か」

　そうであれば、と両手を握にぎりしめた。

　先日から、自問していることがある。答えを見つけられないでいる。決闘も中ちゆう途と半はん端ぱになってしまった。証明することも、結局できていない。

　騎士としての任務で、ここへ来た。ティリアの安全を守ること。

　であれば自分は、ティリアさえ守れていればそれでよかったのではないのか？

（擬昇呼吸を、魔族に使って……それをほめられた、だと……？）

　かつては考えも及およばなかったことが、実は今日、起きていたのではないか。

　デルクは小さくうめいた。この保育園を訪おとずれたとき、胸の裡うちに渦うず巻まいていた不安。それに似たなにかが首をもたげて、じっと自分を見つめている。

　デルクも、それを見つめ返した。

　懐かしい光景が、そこに広がっていた──







　──何度も何度も自分を呼ぶ声と、激しく体を揺さぶる手。

『ライシード！　気づいたか！　よくやった、よくやったぞ』

　──教官殿どの。

　横たわっていた姿勢から、どうにかこうにか身を起こす。

　カラカラに渇かわいていたのどにゆっくりと水が流しこまれ、ようやく生きた心地がした。

　というより、十秒前まで自分は死んでいたのではあるまいか。

『貴様は二日をやり遂とげた。二日だ。これは滅めつ多たにない記録だ』

　──二日、でありますか。

『常人ならば半日と保もたない環かん境きようで、擬ぎ昇しよう呼吸を駆く使しし、耐たえ抜ぬいてみせたのだ。本当によくやった。貴様はいずれ、この国の切り札となるやもしれん』

　──そんなことは。

　どうでもよかった。

　ただ、滅多にないらしいそれを行った自分に、なにができるようになったのか。

　できなかったころとは違ちがう、今もできない者とは違う、なにをこの手で成し遂げられるようになったのか。自分ではわからなかった。

　騎士団に入るよりほかは、なかった。努力を重ねるよりほかは、なかった。

　ならばこれで、ずっと飯を食っていけるようになったのか。

『この世に巣くう邪じや霊れいの数はわからぬが、たとえどれほど押し寄せようと大だい丈じよう夫ぶだ。ライシード、お前たちがいる限りな』

　──しかし、あなたは時が経てば、同じ口でこうも言うのでしょう。

『魔ま族ぞくを倒たおさねば、王国に未来はない。我々特務兵の一念は何にも勝まさる。貴様らは身分こそ見習いながら、一流の攻こう撃げき力りよくを備えた王国の飛ひ槍そうであると知れ。飛槍は投げられるためにある……必ずや勝ってこい！　よいな！』

　──あの戦いくさで、自分は死ぬはずだったのでしょう？　教官殿。

　増えすぎた人口を養うために、王国は領土を南へ延ばすつもりでいた。

　しかし東の魔族領を攻せめ落とせるなら、南への対たい抗こう策は不要となる。あのとき、荒こう野やに陣じん取どる魔族の大群に突とつ撃げきを敢かん行こうしていれば、王国軍が勝利したとしても、特務隊の全ぜん滅めつはまぬがれなかった。

　シルヴェイラの介かい入にゆうによって、戦は引き分けに終わったが、デルクは生き残った。

　そうして、もてあまされた結果──

　今日、ティリアにほめられてしまった。

『任務などどうでもいいだろう』

　──いいえ。むしろ、今まで以上の使命感があります。

『どうすればいいのかわからぬのだろう』

　──はい。いいえ、正確を期すならば、そうなるであろうことが予測されます。

　──それが不安であります。なぜなら、通達された任務のどこにも、




「デルク先生呼んだって、助けてくれないでしょ」




　魔族の子供を守れとは、指示されておりません──







　──デルクは我に返った。

　茶葉の香かおりがたちこめている。

「お疲つかれさまです」

　笑え顔がおのティリアが、カップをふたつ載せた盆ぼんを手に、彼を見下ろしていた。

「みんな、無事に帰りましたよ。子供たちも、シルヴェイラさんも」

「あ、ああ……すまない。すぐに夕食の支し度たくを」

「いいんです。このまま休きゆう憩けいしましょう」

　自分は大丈夫だが、と言うことができない。現にどれほどの時間、ぼうっとすごしてしまったことか。

　椅子をテーブルがわりに、茶を一息で飲み干した。

　情けないことこの上ない。護衛が護衛対象に気き遣づかわれてなんとする。

「王都から、なかなか返事がこないです」

「……？　返事とは？」

「追加の保育士さん、要よう請せいしてるんですけどね。やっぱり、見つからないんでしょう」

　ごめんなさい、と続けるティリアに驚おどろいた。

　確かに先日、自分もそう提言しはしたが。すでに要請していたとは。

「デルクさんを、早く普通の護衛に戻もどさなくちゃいけませんのに。申し訳ないです」

「いや……確かに、人手は必要だが。俺のことなどは、気にしなくていい」

「でも、疲れてるんじゃないですか？　わたしにできることがあったら、なんでも言ってください」

「体力的なことなら、まったく問題ない。本当に大丈夫だ」

　騎士見習いとして、毎日訓練を受けていたときに比べれば、当然である。この場所特有のひとクセある疲れも、ここ数日でずいぶんと慣れた。

　だったらシャキッとしろ、と自分で自分を戒いましめて──つと、ティリアがひざの上で畳たたんでいる、カラフルな布に目を向けた。

「ティリア、それは？」

「あ、これ……洗せん濯たく物もの、ひとつ取りこみ忘れてたので」

　畳みかけのものを広げて見せてくれる。

　エプロンだった。デルクのものと違ちがい、腹部に犬をデザインした布が縫ぬいつけられている──アップリケ、というものであると、以前ティリアに教えてもらった。

「園長室のすみに、いつも置いてるんですけど。すぐに埃ほこりかぶっちゃうから」

　シルヴェイラさんのなんですよ、とティリアは上手な微び笑しようで目を伏ふせる。

「よかったら着てください、って……でも断られちゃって。そうですよね、あの人だって、わたしのお手伝いなんて不本意でしょうし」

「……わからないが」

「とても感謝してるんです。どうも、うまく伝えられなくて」

　ティリアに疲れは見えなかった。ただ少し寂さみしげに、ゆっくりと茶を飲んでいる。

　園児たちが帰ってしまったあとの、静かすぎるこの保育園で。彼女の気持ちを正しく理解することは、きっとまだデルクにはできないのだろう。

　だが、なんでも言っていい、というのなら。

「ティリア。教えてほしいことがある」

「なんでしょう？　恋こい人びとはいませんです」

「げほっ。……そうではなく。ティリアはなぜ、ここで保育士をしているんだ？」

「え？」

「魔族の子がいて、魔族将軍がいて、龍りゆうの女王までもがやってくる。こんな環境で、事ここに至ってまで、どうして続けていられるのか。教えてほしい」

　逃にげ出さないほうがおかしい。正直に、そういう環境だとデルクにも思えた。

　この施し設せつは国立だ。国の、ひいては国王の命令でつくられた場所。働く人間も、皆みなこの国の王に命じられてやってきている──にもかかわらず、ティリア以外は姿を消してしまった。しかしなるほど、それほどの状じよう況きように違いない。

　王都の上層部、ごくごく一部とはいえ、ティリアが英えい雄ゆうと言われているのも本当だ。

　なぜこんな、魔族将軍を雑用で使う必要がある場所に、留とどまっていられるのだろう？

　茶を飲み干して、ティリアはいたずらっぽく笑った。

「なんでだと思います？」

「……いや、わからないが」

「まぁそう言わずに」

「むう。……子供が好きだから、か？」

　ぶぶー、と無む邪じや気きに不正解の烙らく印いんを押される。

　顔をしかめるデルクに、ティリアが今度は大きく笑った。

「子供が嫌きらいなのか!?　って顔してますね。子供は好きですよ。大好きです」

「では……」

「でも、最初にいた同どう僚りようたちも、子供は好きでした。掛かけ値なしに、本心から子供たちを見守りたい、成長させたいって人ばかりで……いなくなっちゃいましたけど」

「やはり、よくわからないが」

「わたし、ちょっとおかしいのかもしれません」

　こういう瞬しゆん間かんのことを絶句というのか、とデルクは図はからずも理解した。

「わたしの生まれた家、代々お城で乳母うばをやってるんです。おばあさまのお母さまは、先代の国王様がご幼少のみぎりに、お世話させていただいたんですって」

「そ、れは……すごい名門、なのでは」

「そうなんですかね？　どうなんですかね？　でも、とっても誇ほこりに思ってます。血筋だから、なんて単純に考えすぎかもしれないけど……わたしが活いきるいちばんの仕事場は、きっとこういう場所なんだろうなって」

　だから、とティリアは笑顔に少しの苦みをまぜた。

「デルクさんが、不本意だったりしないかなって。つい気にしちゃうんですね」

「？　どういう意味だ？」

「騎き士しになる人って、やっぱり『戦場に出てこそ誉ほまれ』っていうか……そういうのって、あるんでしょう？　それを望んだ人なんだったら、ここは、ない……うん、ここはない、ですよねえ」

「いや。俺は別に、望みと言うほど……」

　言いかけて、やめた。少しだけ、理解できた気がした。

　騎士として生き抜ぬくのが自分のさだめ。そうと信じて流れた果てに、辿たどり着いた現状。

　知らず知らず、己おのれの胸の奥底に抱かかえていた『望み』という何かが──自覚もないまま、形を変えはじめていたのかもしれない。

　戦場すなわち望み、ではなく。

　任務すなわち自分、でもないのなら。

「しかし、ティリアは何もおかしくないだろう。望んでここへ来て、強く戦っている。すばらしいことだ」

「……わたしの望み、ちょっと違うんですよ。聞いたら笑うから絶対言いませんけど」

「なんだ？　教えてくれ」

「言いません」

「教えてくれ」

「言いませんってば」

「今日の夕飯は、ティリアの好きなものを腕うでによりをかけて作ろう」

「うっ。……くやしいけど、デルクさんのごはんおいしいんですよね……」

　赤くなった頰ほおをぽりぽりとかき、ティリアは恥はずかしそうに目をそらした。

「その……わたしが、預かってる子たちや、これから預かっていく子たち。どんどん大きくなるじゃないですか」

「ああ」

「いつか大人になるじゃないですか。子供をつくるじゃないですか。そしたら、その子供たちを連れて、わたしに会いに来てくれるんです。わたしはその子たちの子供と、楽しくお遊ゆう戯ぎして遊ぶんです。……そうなったら、いいなって」

　遠い望み。難易度の問題ではない。はるか未来を夢見た願い。

　自ら望めば、そんなものを胸に抱いだくこともできるのか。

「ティリア……ひとつ、頼たのみができた。ティリアは、紙かみ芝しば居いを描かいているんだったな？」

「え？　……え、えっ？　い、いいいいえまぁ、描いてるっていうか！　人間用のお話だと魔族の子たちにピンとこないから、なるべく表現をまろやかにして、拙つたない技術と足りない知識で……な、なんとかかんとか……」

「ティリアが作ったものをすべて、一晩貸してくれないか」

「ええっ!?　か……かまいませんけど。読み聞かせの、練習ですか……？」

　そんなようなものだ、とデルクは神しん妙みように頷うなずいた。

　少なくとも、今の状況が望ましくないかというと、そんなことはないのだ。

「あれっ？」

　棚たなをさぐろうと立ち上がったティリアが、床ゆかから分厚い本を二冊拾い上げた。

「これ、ハウタウちゃんたちの魔ま術じゆつ本……あらら、忘れて帰っちゃったんですね」

「む、そうだったのか」

「気づかなかったです、やっちゃいました。あの子たち、ずっとこの本はなさないんですって、ここではもちろんお家うちでも。たぶん、今ごろギャン泣きですね」

「それは大変だ」

　ハウタウ姉妹も、一度泣くとしつこい。デルクもすでに経験していた。

　エプロンから取り出した小さな乾けん薄ぱく紙しに、ティリアが何事かさらさらとメモする。

「わたしちょっと、ハト飛ばしてきますね。日が落ちちゃわないうちに」

「ハト？」

「伝書バトです。ほら、馬小屋の横っかわにいるでしょう？　東の森をこえて、魔族領の村まで行ってくれるんです。そうしたら、シルヴェイラさんに連れん絡らくがいきますから」

「なるほど……よくその位置を訓練したものだ」

　この土地からまっすぐ東へ行くと、確かに魔族領に辿り着く。

　しかし、間にまたがる森は広く、深い。ハトに飛んでもらうのは正解だろう。人の足で進むのは不可能である──先の大戦中、ペガサスナイトによる上空の突とつ破ぱすら、断念されたほどの場所なのだ。

　森には、人間でも魔族でもないものが出現する可能性が、極きわめて高い。

「にしても……この本を忘れて帰っちゃうなんて」

　廊ろう下かに出かけたところで、ティリアが肩かた越ごしに振ふり返った。

「ハウタウちゃん、よっぽど夢中で遊んでたんですね」

「ああ。ボードゲームが相当お気に入りらしい」

「うふふふ……そうですね！　あ、晩ご飯は鶏とり肉にくの甘あま辛からソテーがいいんですけど」

「まかせろ。余よ裕ゆうだ」

　今日も多めに食うか、とデルクは考えた。

　明日への備えという意味もある。しかしまず、今夜が長丁場になるだろうから。
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　翌日のこと。

「第一回、魔族の遊び、チーム対たい抗こうドッジボール大会ー！」

　わわぁー、とティリアのアナウンスに合わせて園児たちが盛り上がる。

　全員、グラウンドに集合済みである。雲ひとつない絶好調な青空。それだけで子供たちのテンションは、最大値まで上がりきっているようだ。

「と言っても、いつものドッジボールでーす。みんなで楽しく遊びましょう。ケガしないように、気をつけてね？　顔面セーフだけど、無理に狙ねらっちゃダメですよ？」

「もー、ティリア先生、盛り下がっちゃうよ」

「あら。ラミーネちゃん、今日もやる気いっぱいね」

　当たり前だもん、と茶色いボールを手にしたラミーネが、自信満々に胸を張る。

「ドッジボール得意だし。それに、ラミーネチーム対ニャクードチームでしょ！　絶対に勝つからね」

「ドッジは、ニャク苦手だよー。楽しいから好きだけど」

「そんなこと言ってても、手加減しないよ」

「ラミーネちゃん厳しい。ていうか違ちがうでしょ、チームを言うなら、将軍チーム対デルク先生チームじゃない？」

　胸を覆おおう貝かい殻がらの位置を調節しながら言う、ニャクードの言葉通り。

　ロープで区切られた大きなコートに、魔族将軍シルヴェイラが立っている。長い両手をだらりと垂れさげ、闇やみを宿したような視線をぼんやりと相手コートに向けているのだ。

　そしてその相手コートには、デルクが立っている。

　にぶく光を照り返す、鋼はがねの全身鎧よろいに身を包んで。

「ティリア。質問がある」

「なんでしょう？　わたしは審しん判ぱんです」

「いや……そうか。しかしなぜ、俺だけこんな格好なのだ？」

「そうでもしないと危ないので」

「ほう」

「デルク先生が、どうしても参加するって言うから。むしろこっちが聞きたいです、どうしたんですか急に？」

「なんというか、まあな……誘さそわれている気がしたのだ」

　ちらりと、兜かぶとの透き間サーリツトからシルヴェイラを見やる。

　視線の動きなど、当の魔族将軍含ふくめ誰だれにも伝わらないだろうが。

「特に、鎧の上からエプロンを着ろ、という意味は……？　かなり大変だったんだが」

「それは、その、まぁ義務感といいますか……」

「というかなぜ、保育園に焼き入りの最高級品が……」

「じゃあどうしましょ。ボール持ってるし、ラミーネちゃんのほうから開始でいいでしょうかね」

　園児たちは、均等な人数に分かれていた。ラミーネはシルヴェイラと同じコートにいる。デルクの側には、ニャクードやハウタウ姉妹などがぞろぞろと群れていた。

　敵チームと味方チーム。その程度は、デルクにも見ればわかったのだが。

「ところで……ドッジボールとはなんだ？」

「デルクさん……」

　思わずティリアも、園児たちの前でさん呼び。相当呆あきれられてしまったようだ。

　あのねあのね、とチームメンバーのハウとタウが、デルクの鎧をぺちぺちと叩たたく。

「ラミーネが持ってるボールをね、投げ合うの」「ちゃんと受け止められないとね、ダメなの」「当てられたら、ロープの外に出るの」「受け止めたら、投げ返して当てるの」「繰くり返すの」「全員ボッコボコにするの」「「おー」」

　二人そろって、ゆるりと拳こぶしを突つき上げている。無表情なりにやる気はあるようだ。

「作戦会議は終わった？」

　ボールを地面に弾はずませて、ラミーネが余裕の笑えみを浮うかべた。

　作戦会議というよりは、デルクのための勉強会だったが。

「ちょっとは楽しませてくれるのかしら。このドッジボールの女王を相手に」

「女王なのか。善処しよう」

「それで……それで、デ、デルク先生。あたしが勝ったら、ちょっと、聞いてほしいことがあるんだけど……」

「なんだ？　今聞くぞ」

　ぶるぶるぶると、角がちぎれそうなほどラミーネは首を横に振る。

「あ、あたしが勝ったらでいいのっ。何にも言わずに、表情も変えずに、ただただ黙だまって聞いてほしいの！」

「ラミーネちゃん……昨日のお礼言いたいなら──」

「わー、わー！　ニャク黙れっ、いいや黙らせたげるわ、あたしの必殺ボールで！」

　なにやらすったもんだしている。子供の間にも、いろいろとあるらしい。

　ピーッ、とティリアが笛を吹ふき鳴らした。

　ゲーム開始ということか。ラミーネの赤い瞳ひとみが、際きわ立だって戦せん闘とう的てきな光を帯びる。

「いっくぞおおおおお」

　転がるように助走をつけた彼女が、高々とボールを投げ上げた。

　それを追って自らもジャンプ。空中で急激に回転する。

「ファイアードラゴンボール！」

　強きよう靱じんなしっぽがボールを打ち据すえ、すさまじい速度の一いち撃げきが放たれた。

　瞬しゆん間かん、紅あかく色づいたようにも見えるボールが、まっすぐにデルクへと飛んでくる。

「──っぐ!?」

　受け止めたデルクの息が詰つまった。

　キャッチには成功。胸に抱だくようにして捕ほ球きゆうしたが、かかとが地面をこすっている。ランスのチャージを受けたのかと思うほど重く、咳せきこんでしまいそうだった。

　なおかつ、熱い。具足を通してすら感じるほどに。

「なんだ……これは……!?」

「言い忘れてました」「言いそびれてました」

　驚きよう愕がくするデルクの鎧を、再びハウタウがぺちぺち叩いた。

「そのボールは特別製です」「腕わん力りよくで投げますが、魔ま力りよくにも反応します」「腕力が強くて、魔力も強い者が投げると、恐おそろしいことに」「性質にも影えい響きようされるので、ラミーネが投げるととてもファイアーなボールになります」

「なる、ほど……というか、ただでさえ相当重いが」

「特別製なので、投げるだけでも大変です」「腕力も魔力もない我々のような者は、逃にげるほかないです」「ハウかわいそう。よよよ」「タウもかわいそう。よよよ」

　味方のウソ泣きが気にかかったが、だいたいのことを理解する。

　ともかく、当てればいいわけだ。

「むっ……!?」

　ボールの重たさがゆえ、本気で投げたデルクの一球を、細長い片手が受け止める。

　そのまま軽々と腕うでを回し、シルヴェイラが投げ返してきた──ボールの周囲に、闇の波動が見える。慌あわてて身をかわした鎧の胸に、謎なぞの焦こげ跡あとが刻まれた。

「デルク先生、当たりましたー？」

「い、いや……魔力のオーラがかすめたようだが、これは？」

「あ、セーフですー。ていうか、シルヴェイラさん本気ですね……」

　ティリアの声にも、シルヴェイラは反応しない。ただじっと、デルクを見つめている。

　何なのだろうか。そもそもなぜ、この魔族将軍はゲームに参加したのだ？

「デルク先生、外野からくるよっ」

「む。後ろもか」

　振ふり向いたデルクの眼前にボールが迫せまり、

「「ダブルキャッチ！」」

　奇き怪かいなかけ声とともに、ハウタウの手で受け止められた。

　言葉もないほど見事な協力プレー。腕力がないというのも本当か疑わしい。

「「ニャクード、パスっ」」

「よぉーし、いくよお」

　ボールを渡わたされたニャクードが、自分の胸についているふたつのボールも大いに揺ゆらしながら振りかぶる。

「セイレーンボール！」

「キャッチ。この球大好き、すっごく涼すずしくて気持ちいい」

「あああやっぱり！　何が苦手って、ニャクの魔力意味ないんだよねこれ、あいたーっ」

　ラミーネに捕球された上、反はん撃げきをくらったニャクードが、すごすごとコートから出る。

　跳はね返ったボールをシルヴェイラが拾い──デルクめがけてダークボールを投げた。

「うおっ」

　危あやうく回かい避ひ。外野の返球がシルヴェイラに渡り、再びダークボール。

「ぬうっ」

　一度地面で弾んだものを受け止め、投げ返すも捕球される。さらにダークボール。

「シルヴェイラ！」

　ぎりぎりでよけたところで、辛しん抱ぼうたまらず叫さけんだ。

「なんだ……敵に話しかけるな」

「勘かん違ちがいならいいんだが、貴様さっきから俺ばかり狙っていないか!?　この手の鎧はそれなりにつらいんだがな！」

「勘違いではない。私が御み子こ方を狙うわけがなかろう……先ごろの決着、ここでつけてくれる」

「それが本音かっ……望むところだ！」

　正面からきたダークボールを、逃げずに両手で受け止めた。

　前が見えなくなるほどの瘴しよう気きがまき散らされる──生身で受けていたら、けっこうなことになっていたかもしれない。なんと危険な遊びだ。

（そうか、闇か……ならば、多少は効くだろう）

　コォ、と深く鋭するどく息を吸った。

　擬ぎ昇しよう呼吸を受けて白く輝かがやいたボールに、シルヴェイラの顔色が変わる。

「なに……」

「ダメだよ、将軍！」

　渾こん身しんの力で投げ放った一球は、空中でラミーネに止められた。

　小さなドラゴンの身体からだが、そのままスピンする。

「デルク先生は、あたしの獲え物ものなんだあっ！」

　薄うす紫むらさきのしっぽに弾はじかれ、低く飛んできた一撃に対応できなかった。

　ひざ元に当たったボールが、てんてんと地面を転がる。ティリアが無む邪じや気きに拍はく手しゆした。

「デルク先生、アウトー。ラミーネちゃん今のすごいねえ」

「やったっ……フフン、当然だもん。今日はあたし、絶対に勝って──う？」

　得意げに胸をそらしたラミーネが、不思議そうに両目を瞬またたく。

　ボールがどこかに消えていた。コートをゆっくりと転がっていたはずなのに、影かげも形もなくなっている。

　誰かが隠かくし持ってるのか、とデルクも訝いぶかしんだ瞬間。

　空中にいきなりボールが現れ、やたらふらふらとラミーネに向かって飛んだ。

「危ない……っく」

「あ、し、将軍……！」

　ラミーネをかばったシルヴェイラの肩かたに、ぽこんとボールが当たる。

　がくりとひざをつく魔族将軍に、そこまで？　とティリアが曖あい昧まいな笑顔で告げた。

「え、えーと……シルヴェイラさん、アウト。当てたのは、きっとレッティちゃんね？」

「！　レッティが……そっか、リバース族の魔力。なによ、おもしろくなってきたじゃない。負けないもん！」

　わあわあと歓かん声せいをあげながら、子供たちがボールを投げ合う。

　コートの外へ出て、デルクは大きく息をついた。まさかここへきて、鎧よろいを着こむはめになるとは思わなかったが。

「なかなかよくできたゲームだ」

「……フン」

「む……」

　中央のロープを挟はさんだ隣となりに、シルヴェイラがたたずんでいる。

　妙みような状じよう況きようで腕を組み、同じほうを向いて並び立った。

　落ち着かない──昼ひる寝ねの番のときと似ているが、この全身鎧がまずいのだろうか。心がそわそわした。とてもいけないことをしているような気分である。

　ボールを追いかけるふりをして、離はなれていこうかと思ったが。

「何なのだ……お前たちは」

　風に消えるようなシルヴェイラの呟つぶやきが、耳に入ってきてしまった。

「なん……なのだ、とは？」

「一人一人は……脆ぜい弱じやくなくせに。ときどき、思いもよらぬ力を出す。集団になると、特にだ……忌いま々いましい」

「何の話だ？　突とつ然ぜん」

「突然では、ない。なぜ魔族が……この保育園を望んだと、思っている」

　それはむしろ、こちらが聞きたいと思っていた。

　王国と魔族。和平を結んだあとも、互たがいに慎しん重ちように外交を進めている昨今。

　この保育園だけは、魔族の強きよう硬こう姿勢と大おお幅はばな譲じよう歩ほで実現したと聞いている。

　シルヴェイラはしばらく黙っていた。

　子供たちはボールをほとんどよけず、なにくそと立ち向かって受け止めている。やはり魔族の血なのだろうか。遊びといえども、戦いだ。

　ラミーネの必殺ファイアードラゴンボールに、ハウタウ姉妹がダブルキャッチを試み、失敗してダブルアウトをくらっている。

　外野から投げ放たれたニャクードのボールが、地面の上を滑すべるように飛ぶハーピーを捕とらえるものの、跳はね返ったところをアラクネの展開したネットにうまく受け止められた。

　タイタンの子供が大声で笑いながら豪ごう速そつ球きゆうを投げつけ、スライムの子供を直ちよく撃げきしたものの、ぽゆんとたわむ体内にボールが取りこまれる。あれもキャッチとなるのだろうか。

　元気な歓かん声せいがやむことのない、大激戦といえた。

（ミスリル鎧が必要だな）

　兜かぶとの奥で苦笑するデルクに、

「先の戦……我々、魔族の負けだ」

　あくまで淡たん々たんと、シルヴェイラが告げた。

「な……に？」

「単体では、上回る。しかし、数の動きにしてやられる。その理り屈くつが、我々には、わからぬ……私にも、わからぬ。それが我が慢まんならない性格の者もいる、ということだ」

「すまん……どういうことだ？」

「お前たちの組織は、大きく……子供も、大人も参加している。魔族にも集団はあるが、大人だけだ。子は個々で育て、頭角を現した者だけが全体の流れを決める……組織というよりは、おそらく、群れだ」

「……それは、戦っているこちらも、確かに感じてはいたが。しかし、それで長らく成り立ってきたんだろう、魔族領は」

「そうだ。魔ま王おう様が最強として立つ。誰だれもが知っている、古くからのやり方だ」

　現魔王。もちろんデルクも知っていた。

　歴代の中でも有数の力を持ち、勇者と呼ばれた最強の騎き士しでもついに倒たおせず、撤てつ退たいを繰くり返したという。人間が和平に納なつ得とくしたのも、魔王を倒すために必要な犠ぎ牲せいを恐れたためと噂うわさされているほどだ。

　その魔王様が、とシルヴェイラが薄うすいまぶたを閉じる。

「勝てない、と。そう判断を下された……」

「魔王、自ら……!?」

「勘違いするな、ニンゲン。魔王様より強い生き物など、存在しない。……だが、ニンゲンの集団が、国が一個の生き物として動いたとき。勝てない。私を含ふくめる数名にのみ、そうお打ち明けになった……そして、私も、そう思った。だから」

　シルヴェイラは両目を見開き、グラウンドを見み渡わたす。

　きっと魔族領には存在しない、存在したこともないのだろう空間を。

「ニンゲンを、マネする。最もの礎いしずえである、子供から」

「……軍学校を取り入れる、などではダメだったのか？」

「無理だ。私を含め、大人には意味がわからない。一人でなんでもできるのに、なぜ他人を気き遣づかう必要がある……？　広域戦せん闘とう能力で並ぶ者のない私が、なぜ群れを率いねばならない……？　わからない……」

「なる、ほど」

「それがわかったときは、死ぬとき。わからねばならない段階に、すでにきた」

　人間に、子供を人ひと質じちに出したも同然の条件で運営される、この保育園。

　子供たちは今も、楽しそうに遊んでいる。

「てやーっ」

「ちょっと、大だい丈じよう夫ぶー？」

「セイレーンボール！　あ、貝割れた」

「顔面セーフ、顔面セーフ」

　魔族を知り、人間を知り、未来の新たなきざはしとなる。そんなきれいごとだけではなかろうと、薄うす々うす感づいてはいたけれど。

　それを吹ふき飛ばすようなエネルギーが、ここには満ちているように思えた。

　何なのだ、とシルヴェイラが繰り返す。

「こうで、いいのか……こんなに、楽しそうでいいのか……？　ニンゲンの騎士は、生まれたときから集団戦闘の訓練をはじめている。そうと信じる魔族も、少なくないのだぞ」

「それは……さすがに俺でも笑うぞ」

「……一対一、だ」

「む？　なにがだ？」

「見ろ」

　いきなり、話が変わっていたらしい。

　ドッジバトルは進展し、園児たちの大半がコートの外を賑にぎわしている。ボールを持ったラミーネがただ一人、険しい目つきで身構えているのみだ。

　デルクには、彼女の姿しか見えない。しかしシルヴェイラいわく、一対一。

「レッティ、か……？　こっちのチームに、残っているのか」

「魔ま力りよくの流れを読めば、リバース族の位置はつかめる」

「なる、ほど……？」

「だが……ラミーネ殿どのは、まだまだ幼い。正確には、捉とらえられていない」

「どうするつもりだろうな」

「……見物だ」

　一いつ瞬しゆん、魔族将軍の口元に、笑えみが宿った気がした。

　目を凝こらすと消えていたので、デルクの見み間ま違ちがいかもしれなかったが、

「がんばれ、ラミーネ殿」

　ぽつりとこぼしたその言葉は、確かに聞こえた。

「……。がんばれ、レッティ！」

　はいっ、と小さくも張りのある声が返ってくる。

　それで当たりをつけたのだろうか。

「うぬぬぬぬぬぬ……だあっ」

　ラミーネが意を決し、走りだした。

　コートの右を狙ねらって助走をつけ、高々と跳とび上がる。

「必殺、右を狙ってぇ──」

「そっちにいるのか……！」

「──左へ打つッ！」

　強きよう烈れつに回転し、ラミーネのしっぽが弾いたボールは、ジャンプと逆方向へ向かった。

　なにもないように見える空間でなにかにぶつかり、ボールが跳はね返る。「あうっ」という小さな悲鳴が、デルクの耳にも届いた。

「当たった、のか……？　大丈夫か、レッティ!?」

「心配無用……魔族の耐たい久きゆう力りよくを、なめるな。リバース族とて伊達だてではない」

「そ、そうか。……そうか」

　試合終しゆう了りようー、とティリアが再び拍手する。

「シルヴェイラさんたちの勝ちです、おめでとうございまーす！　景品は今日のおやつのクッキー、一個増量です」

「えっうそ、やったっ」

　思いもよらないご褒ほう美びに、ラミーネたちが歓声をあげた。

　全身鎧の人間をおののかせるボールを投げるかと思えば、こんなことで大よろこびする。デルクからすれば、魔族も十分『何なのだ』だ。

「ま……まけ……」

「よくやったな」

　姿の見えないレッティの声に、デルクは端たん的てきに応こたえた。

「やるじゃあないか、驚おどろいたぞ。楽しかったか？」

「……はい」

「ならばいい。次は勝とう。……すまない、エプロンの結び目を引っぱってくれないか。背中のほうにある」

「は、はいっ……」

　ちょっと！　と気張った呼びかけに、鎧を脱ぬぎながら振ふり返る。

　両手を腰こしに当てたラミーネが、ふんぞり返って立っていた。ぷっくりした頰ほおには得意げな笑み。ずいぶんとご満まん悦えつのようだ。

「リバース族のレッティ……なかなか強かったわ。かくれんぼだったら、勝てなかったかもしれない……」

「そ、そんな……こと……」

「だけど、今日はあたしが勝った。勝ったから、デルク先生！」

　小さな手で、まっすぐにこちらを指さして──

　ラミーネは、そのまま止まった。

「？　なんだ？」

　促うながしてやっても動かない。なにやらじんわり汗あせをかいているようですらある。

「あ……あのねっ……」

「うむ」

「昨日……ケガ、すりむいて……」

「ああ。もう痛まないか？」

「今は平気。だけどっ……昨日は……実はわりかし……」

「わりかし」

「だから、あ……あっ……ありが──」

　ゴウッ

　と渦うずを巻いた空気が、ラミーネの小さな声をかき消す。

　見上げたデルクの目に、巨きよ大だいな翼つばさが映った。片かた翼よく四馬身ほどもあるだろう、コウモリのように骨張った二対四枚の羽。引き起こした風で木々をかき混ぜながら、ドレスの女性がゆっくりと舞まい降りてくる。

　ラミーネが、真っ赤な顔をパッと輝かがやかせた。

「お母さんだ」

「ティアマトさん……!?」

　乱れる髪かみを押さえて、ティリアが怪け訝げんな顔をする。

「おかしいわ……何かあったんでしょうか」

「なにがだ？　毎日来ていると言っていたはずだが」

「それはそうなんですけど。いつもはもっと、こっそり様子を見にいらっしゃいますもの。こんなに堂々と降りてくるなんて、変ですね……」

　ニンゲン！　と会話を聞きつけたらしいティアマトが、仮面の奥からこちらをにらむ。

「勝手にわらわの行動を読むでないわ！　いつまでたってもいけ好かぬ女め」

「あわわ、ごめんなさい。そんなつもりじゃ」

「的中しとるのがまた腹の立つ……！　まあよい。ラミーネや、おいで。すぐに帰ろうぞ」

「え……？」

　ティリアのみならず、シルヴェイラも眉み間けんにしわを寄せた。

　帰る──魔族領まで、娘むすめを連れて飛んで帰る、ということだろうか。

「帰るの？　なんで？　おやつもまだなのにー……」

　こちらも不思議そうに首を傾かしげているラミーネに、ティアマトは笑みを深めた。

「産まれるのじゃ！　お前の弟か、妹がのう！」

「……え」

　その瞬しゆん間かん、デルクが目にしたのは、今まで感じたことのない複雑ななにかだった。

　ラミーネの表情に、なにかが忍しのびこむ──それは笑顔ではない。ひょっとすると、よろこびですらないのかもしれない。

　心のひだがすくむように震ふるえ、惑まどう感情が言葉を邪じや魔ましているかのような。

　そんな、違い和わ感かんに満ちた沈ちん黙もくだった。

「生誕に立ち会わねばならぬぞ！　これからは姉としても生きるのじゃからな。今すぐ戻もどれば、十分に間に合う……さ、おいで」

「えっと……ティアマトさん、これは他ほかの方々には……？」

「無論、出がけに通達してきた。文句を言われたがな、紫し影えいの門を使わねば危険じゃと。はっ、病的な心配性しようじゃ！　紫影の門が開いておる時間に兆候をつかめれば都合がよかったが、そううまくはいかなんだというだけの話。無視してよいよい」

「でも、それは……門の設定は、人の魔術士がそろわないと変えられないし」

「よいよい！　わらわが抱だいて、飛んで戻る。和平を結んで久しいというのに、なにを案ずる必要があろうか」

　ティリアの質問にも、ティアマトは機き嫌げんよく答える。よほど待ち望んでいたことなのだろう、浮ういた心が目に見えるようだ。

　ラミーネは返事をしなかった。

　彼女の小さな手が、ティリアのエプロンのすそを握にぎりしめている。

「名前は何にしようかのう。ラミーネ、お前もいっしょに考えておくれ。よい名にせねばな、さぁ、帰りながら相談しようぞ──」

「やだ」

「……な。……なに？　なんじゃ、ラミーネ……？」

「帰んない。あたし、ここにいる……」

　ぎゅっ、と抱きついてくるラミーネに、いちばん面めん食くらったのはティリアだった。

「な……何言ってるの、ラミーネちゃん!?　お母さんが来てくれてるんだよ、ほら。弟か妹が産まれるんだって、おめでとう！」

「そうじゃぞラミーネ、どうしたのじゃ！　わらわの翼なら魔族領まではすぐじゃぞ、空を飛ぶのが怖こわいわけでもあるまい！」

「ラミーネちゃんのおやつ、明日あしたまでちゃんととっておくから。家族が増えるのは、とっても大切なことだよ？　魔族も人間も、それはいっしょでしょう」

「いっしょいっしょ、同じも同じじゃ！　さ、ラミーネ、わがままを言うでない……」

　いやだ！　とついにラミーネが叫さけんだ。

　大声をあげ、地じ団だん駄だを踏ふみ、抱き寄せようと伸のばされる母の手をかいくぐってティリアの後ろに隠かくれ──文字通りのだだっ子である。なぜ嫌いやなのかと聞かれても答えない。ついには小さく洟はなまですすりはじめる。

　行動の意味が、デルクにはわからなかった。シルヴェイラもただただ棒立ちしている。

「ぬうう……我が子ながら、なんたる頑がん迷めいぶりか。もうよい！」

　事態を解決したのは、結局ティアマトだった。

　大きな諸もろ手てを開いて、ラミーネとティリアをまとめてつかみ寄せる。

「えっ……ちょ、ちょっと、ティアマトさん!?」

「このニンゲンのもとがよいと言うなら、これで文句はなかろう。さぁ急ぐぞ！」

「待って、そ、そんな！　本気ですか……!?　デ、デルクさん！　あとのこと、お願いします──」

　すべての翼が大きく広がり、激しく空を打った。慌あわててシルヴェイラにすがりつく園児たちの服を、風でぐちゃぐちゃにしながら。

　ティアマトは天へと舞い上がり、東に向かって飛んでゆく。

　なんとも強ごう引いんなお迎むかえ劇だった。

「ラミーネ殿……いかがなされたのか」

　園児たちを風圧から守ったシルヴェイラが、やはり訝いぶかしげに呟つぶやく。

「よろこばしいことのはず。なにを、ああまで……」

「…………」

「……ニンゲン。どうした」

「ああ……いや。なんというか、嫌な……感じが。なにか……」

　なにか、見落としているような。

　デルク先生遊んで、とすでに気持ちを切りかえている園児たちをよそに、デルクはじっと考えこんだ。

　ティアマトはもう、豆まめ粒つぶほどにしか見えない。ティリアに危害を加えられる心配はないだろう、そうする理由もないし、腐くさっても高位魔ま族ぞくのはずだ。事がすんだら、送り返してもらえるはず。場合によっては紫影の門から帰ってくるかもしれない。

　ならば、なんだ。この胸に生まれた、今まで感じたことのないほど大きな渦うず巻まき。

　圧あつ倒とう的てきなまでの不安は、一体何なのだ？

「あの娘の心配は、無用……ティアマト様は、飛行に長たけたお方。二人を抱かかえ、さすがに低く飛んでおられたが、問題などない」

「違ちがう……東……森。森、か……!?」

「森がどうし──ん」

　突とつ然ぜんの羽音が、シルヴェイラの言葉を遮さえぎった。

　舞い降りてきた一羽わのハトが、何もない空間に留まっている──デルクにもわけがわからなかったが、はわわ、と聞こえた声で理解する。

「レッティ殿どの……その鳥は」

「あ……ハ、ハト、さん。かえっ、てきた……」

「ニンゲンのものか……」

　昨夜、ハウタウ姉妹が忘れ物をしたと伝えるときに飛ばした、伝書バトである。魔族領から森の上を飛び、たった今辿たどり着いたのだろう。

　ここから直線で魔族領に行くには、森の上を通らなければならない。

　深く大きな、東の森──軍のペガサスナイトが、突とつ破ぱを断念したほどの！

「ハ、ハト、さん……みた……？　え……」

「……！　レッティ……しゃべっているのか？　このハトと」

　そうだよ、と答えたのはハウタウ姉妹だった。

　ハウは右のおでこ、タウは左のおでこ。ラミーネの必殺球が当たった部分を、互たがいになで合いながら言う。

「レッティは鳥とお話しできます。ハウは無理」「鳥の言葉がわかります。タウも無理」

「何と言っている、このハトは!?　森で何か見たのか!?　聞いてくれ！」

　ふんふんと、姉妹がレッティに耳打ちし、伝書バトがくるくると鳴く。

　あの森にいるのは確実だ。追いかけなければならないのはわかっている。

　しかしもし、飛行ルートが縄なわ張ばりと外れているのなら──

「変なのを見た、って言ってます」「いつもいる、って言ってます」「森のはずれにいる、って」「木のてっぺんにいる、って」「空を眺ながめてる、って」「わらってる、って」

　具足の残りを脱ぬぎ捨て、デルクは走りだした。

　ざわめく園児たちに構わず、剣けんを拾い上げてベルトに差す。建物を回りこんで厩きゆう舎しやを開け、愛馬ファイムジアを外へ出す。

　意外にも追ってきたシルヴェイラに、

「あとは頼たのむ」

　ティリアと同じ言葉を告げた。

「森まで行って、何事もなければ戻る」

「危険なら……私が行く」

「いや、俺が行く」

「お前──」

「信じろ。……何事かがあっても、絶対に助ける」

　シルヴェイラの赤い視線が、デルクに鋭するどく突つき刺ささる。

　ティアマトが、これまで何度もここへ飛んでこられたのは、たまたまの可能性がある──たまたま、やつらの獲え物ものではなかった。そうだ。

　やつらは子供からしか、生命力を奪うばうことができない。

　無言で、シルヴェイラが馬の進路を空けた。

「ありがとう！」

　敷しき地ちを飛び出し、荒こう野やを東へ駆かける。取り越こし苦労であれば、それでいい。

　しかし最悪の場合は。

　想定されるよくない事態の中でも、最も悪い場合は。

（俺も、ティリアを……信じることだ）

　手た綱づなを握りしめ、デルクはファイムジアを急せかした。
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　耳元でゴウゴウとがなる空気の流れから、意識を守るだけで精せい一いつ杯ぱいだった。

（なんでっ……わたしがっ……!?）

　胸むな元もとのラミーネを落とすまいと、ティリアは両りよう腕うでに力をこめる。

　その上からティアマトに抱きすくめられているため、あまり居い心地ごこちがいいとは言えない。

「なにがそんなに気に入らぬのじゃ？　ラミーネよ……」

　頭上から、戸と惑まどいと苛いら立だちの入り交じった龍りゆう母ぼの声が降ってくる。

「お前にとっても名めい誉よなことぞ。龍族の血が増えるのじゃからな！　うれしかろう？　お姉さんとしていばってしまってもよいのだぞ！　ふふふふ」

「……うん……」

「……ラミーネ」

　飛び立ったときより、ラミーネはいくぶん落ち着いているように見えた。ティリアの腕にぎゅっとつかまり、言葉少なに返事をしている。

　こうして抱いてみると、彼女もやはり小さかった。

　園児の中では大人びて、身体からだも育っているほうだが──魔族と人間の成長度合いの差も考えると、心は見た目よりずっと幼いのだろう。

（もしかして……）

　ラミーネが、仏ぶつ頂ちよう面づらで押し黙だまっている、その原因は。

「今日は昼もいっしょに食べよう。もしやすると、食べている場合ではなくなるやもしれぬが……なにが食べたい？」

「……別に……」

「そうじゃ、ワイヴァーンのメロミアが会いたがっておったぞ！　一度顔を見に行ってやるとしようか」

「うん……」

「……遠い通いで、疲つかれたのか？　やはり十日に一日の休みではつらいかの？」

「……ううん」

　それはどちらかというと人間のほうが、とティリアは思わず挙手しかけたが。

「ラミーネ……母にはわからぬよ」

　さびしげに呟くティアマトが、どうしようもなく不ふ憫びんだった。

　この感覚は知っている。何度もそばに寄り添そってきた。

　声を出そうとして、失敗する。

　思った以上に風が強く、口を開けるとのどがひりついた。しゃべれない。しかし、母娘おやこのこんな姿は見たくない。

（人間も、魔族も……変わらないんだから……！）

　うぐ、とのどから絞しぼり出した情けない音に、ラミーネが顔を上げた。

「──お母さん、先生苦しがってる！」

「っ!?　な、え、なんと!?」

「ティリア先生が息できないの。もっとゆっくり飛んで、低く！」

「お……おお、そうか。すまぬ……！」

　翼つばさの音が変わり、ぐんと地面が近づく。

　息はできてたんだけど、と苦く笑しようしつつ、ティリアはラミーネにささやいた。

「大だい丈じよう夫ぶだよ、ラミーネちゃん……」

「え？」

「お母さんは、なんにも変わらないよ」

　ラミーネの身体がかたく強こわばったのが、はっきりと腕に伝わってきた。

　ティアマトに聞こえないようにしたつもりだったが、

「わらわが……？　何のことじゃ？」

　龍の聴ちよう覚かくをなめていたらしい。

　ティリアは少し、言い方を変えた。

「小さい子って、ほんとシンプルっていうか……難しく考えないから、けっこう物事の核かく心しんを突いてくること、多いんですよ。特にラミーネちゃん、かしこいから」

「ニンゲン……何が言いたい!?」

「お母さんとられちゃう病、です」

　ぽた、と腕になにかが落ちてきた。涙なみだのしずくだと、見ずともわかる。

　ラミーネの顔を見ないようにしながら、ひときわ強く抱だきしめた。

「人間の子供は、とってもよくかかります。弟や妹ができちゃうと、お母さんがそっちの面めん倒どうばかり見るようになっちゃって、自分はほっとかれてしまう。さびしくなってふてくされちゃう、一過性の病気なんです」

「そのような……まだ卵は孵かえってもおらぬのじゃぞ!?」

「さっきも言いましたけど、ラミーネちゃんかしこいですから。さびしさを先取りしてしまったんでしょう。いろいろ積もっていた気持ちが、急なことであふれちゃったんだと思います」

「え、ええい、うるさいわ！　ニンゲンなどといっしょにするでない、そうであろうラミーネ!?　お前はそのような、愚おろかなことなど……!?」

　じっと押し黙るラミーネに、なにかを感じ取ったのか。

　のどの奥でうめいたティアマトの翼が、さらにその動きをゆるめた。

「……なんと……！」

「愚かじゃないです。ラミーネちゃんが、一いつ所しよ懸けん命めい考えたことですよ。遊ぼうって言ったら一所懸命遊んで、歌おうって言ったら一所懸命歌う子です。それはぜんぶ、お母さんのことが大好きだからですよ」

「知ったような口を──」

「ラミーネちゃんはティアマトでしょう！」

　息を吞のむ音が聞こえた気がした。

　龍母ティアマト。数多あまたあるドラゴン族の中でも希け有うな存在で、あらゆるドラゴンを産むことができる。現在最強のティアマトは、魔ま王おうの妻の一人となり──その娘むすめに、色いろ濃こく血の受け継つがれることを望まれている。

　人間ですら知っているそのことを、ラミーネが察しないわけがない。

「個の意識が強い魔族の子の中でも、ラミーネちゃんは少し変わってます。ティアマトだろうが何だろうが、わたしにとっては関係ない！　みんなと同じ、かわいい園児です。でも……ラミーネちゃんはティアマトたろうとする。そうであるべく振ふる舞まおうとします。お母さんが大好きだから。個と個の繫つながりを求める人間と、きっと同じです」

「……。これから……」

「ええ」

「これから、産まれてくる子が……もしも、ティアマトであったなら。そう考えたのか？　ラミーネよ」

　バカめ、と呟つぶやく彼女に、ティリアはふふっと笑った。

　愚かではない。けれど、ちょっぴりおバカさんではあるかもしれない。

「そんなことは、ありえぬ──いや。どうでもよい、そうじゃ、どうでもよかろうに。家族が増える、ゆえにうれしい、そうじゃろう？　産まれてくる子が何であれ、お前はわらわの大切な子じゃ。無論、お前の兄や姉たちも同じことぞ」

「……お母さん」

「ラミーネは、ただ一人のラミーネじゃ。かわるものなどおらぬ。母にも産めぬ。……そうであろう、人間」

　はい、と頷うなずいて、眼下を見み渡わたす。

　大きな森が近づいていた。実質的な、王国の領地の切れ目。どこまでも続くように見えるあれを飛び越えれば、一気に魔族領へと入ることになる。

　無事に帰れるかなぁ、とようやく自分の心配をしはじめたとき。

（……なに？　あれ……）

　目の錯さつ覚かくだろうか。

　森から突き出た、ひときわ高い木のてっぺんに、何かいる──いや、ある。

（人形……？）

　そんなわけない、と両目をまたたいた瞬しゆん間かん。

　ガクンッ、と両腕を下に引っ張られた。

「っ……!?　ラ、ラミーネちゃん、っぐ!?」

　振り回されたラミーネの手が、ティリアの腕を、腹を殴なぐりつける。

　急な痛みに、驚おどろくより先に身体が強ばって、彼女を取り落とさずにすんだ。

「な、なにを……!?　危ないよ、あ、暴れないで!?」

「どうした!?　なにをしておるラミーネ、や、やめぬか！」

　無言のまま全身をばたつかせるラミーネに、ティアマトが翼を乱し、大きく旋せん回かいする。

　歩こうとしてる──と、ティリアは勘かんづいた。

　どうしてか、この空のただ中で、ラミーネはどこかへ歩いて行こうとしている！

「だめっ……腕が、ラミーネちゃん……！」

「これは……！　人間、よい！　はなせ！」

「そ、そんなっ……そんなこと……!?」

「落とされるよりよい、持ち直す！　手をはなせ！」

　人としての本能が拒きよ否ひする。こんな高さで、子供を放ほうり出すなどと。

　できない、と力をこめたその腕を、他ほかならぬ子供に弾はじかれた。

「ッひ──ラミーネちゃん!!」

「くっ」

　グルッ、と視界が回転した。

　すさまじい重圧が全身にのしかかる。苦しい。今度は本当に、息ができない。

　なにも理解できないままに、耳をつんざく轟ごう音おんが響ひびいて──

　気がつくと、地面の上にいた。

　乾かわいた土が、放射状にひび割れている。ティアマトの手から離はなれ、よろよろと数歩歩いたものの、くぼみに足をとられて転んでしまった。

（ラ……ラミーネちゃんは……）

　いた。無事だ。

　ティアマトの右みぎ腕うでに抱かかえられ、そしてそこから抜ぬけ出そうともがいている。

「ラミーネ……ラミーネ！　落ち着け！　わらわの声が聞こえぬかっ……!?」

　ティリアの背筋を怖おぞ気けが走った。

　ティアマトの言葉通り、ラミーネの表情は、他者の声が聞こえている者のそれではない。身体からだは激しく動いて拘こう束そくを拒否しているのに、視線はまったく動かず、離れた森の中をじっと見つめている。

　森。

「さ、っきの……まさか」

　怖気が一向におさまらない。鳥とり肌はだも立っているようだ。

　ティアマトも気づいたらしく、仮面の奥の赤い視線を、鋭するどく森へと向ける──ティリアはその視線を、追ってしまった。

　木々の間で、なにかが光っている。

　青白く、まるで燐りん光こうのような、美しくも鬱うつ々うつとした光。光であるのに、なぜか木の葉を揺ゆらしているように見えるそれは、徐じよ々じよに大きくなってきた。こちらへ近づいている。

　やがて、灼やけつくような空気の中に現れたもの。

「妖よう精せい……？」

「違ちがうな」

　ティリアの呟きを、ティアマトが正す。

「邪じや霊れいじゃ」

　胸ほどの高さに浮うく姿は、冗じよう談だんのように美しく造られた人形、それそのものだった。

　空から見えていた印象に通じる。空飛ぶ魔ま法ほうをかけられた小人が、きらきらと光をまとって遊んでいるようにも見える。

　一見して、楽しげだった。好ましかった。手を触ふれてしまいそうだった。

　しかしティリアとて、邪霊の話くらいは聞いたことがある。

「ひ、人を惑まどわす、バケモノって……もっと南の、南西のほうによく現れるって、聞いたことはあるけど。こんなところにも……どうしよう……！」

「人間。しばし娘を頼たのむ」

「ティアマトさん……!?」

「手て荒あらになってもよい、しっかりと押さえつけておけ。……いかに」

　いまだ歩き出そうと──明らかに邪霊に向かって──しているラミーネをティリアに預け、ティアマトは双そう眸ぼうに赤い怒いかりを宿した。

「いかに矮わい小しようで、脆ぜい弱じやくで、取るに足らぬ存在とはいえ……わらわにじゃれついて、ただですむと思うな。獅し子しは蚤のみなど叱しからぬであろうが、龍りゆうはちと作法が違うでのう……」

「ティアマトさん、き、気をつけて……！」

「気をつける？　お前こそ言葉に気をつけよ、人間。わらわを誰だれと心得る──」

『ねえ』

　一いつ瞬しゆん、何の音か──誰の声か、わからなかった。

　邪霊が、空中をひらひらと揺れ、舞うように近づきながら笑っている。

『ねえ　ねえ　ねえねえねえ　ねえねえねえねえねえねえねえねえねえ──』

「やかましいぞ」

　キュィ、とティアマトの指先に、白く霞かすむ破は壊かいの光が宿る。

「ゲスが!!」

　放たれた魔ま術じゆつは、大気を引き裂さくついでのように踊おどる小人を吞みこみ、消し飛ばした。

　森の木々が巻きこまれ、次々に爆ばく砕さいして微み塵じんと化す。あれでは炭にもならないだろう。爆風を叩たたきつけられ、ティリアはラミーネもろともひっくり返された。

「い……痛い……！　う、うわ……」

　森が半円状にえぐれている。煙けむりも立たない無残な有様だった。

　高位魔族だとわかってはいたものの、こうして目まの当たりにすると、やはりティアマトはものすごい。長い髪かみをばさりと払はらって、フンと小さく吐はき捨てる。

「邪霊など、久々に目にしたのう。人に好んで近寄るとは聞くが、保育園の近くに出ると面倒じゃな。シルヴェイラに──」

『ねえ』

「っ……ほう」

　にゅる、と地面のひび割れから、押し出されるようにして邪霊が現れた。

　ぎりぎりで、ティリアは悲鳴を嚙かみ殺す。邪霊の、昆こん虫ちゆうのようにグザグザな眼めが、はっきりと彼女を──いや、彼女の傍かたわらに倒たおれている、ラミーネを捉とらえたのだから。

『ねえ　あるよ　ねえねえ　あるよ』

「消え失うせよ」

　爆発が、今度は邪霊のいる空間のみに凝ぎよう縮しゆくされて起こった。

　逃にげ場をなくすように火か炎えんが交わり、連れん鎖さして爆発を繰くり返す。

　耳をつんざくような炸さく裂れつ音の中で、しかしなぜか、ティリアは聞いていた。

『いたい』

　という嘲あざけるような声を、確かに。

「なぜ……効かぬ……!?」

　焦あせりのにじんだティアマトの言葉通り。

　今度は地面に隠かくれもせず、邪霊はけたけた笑っていた──左ひだり腕うでが、妙みような方向に曲がっている。反射的にラミーネの前に出て、視界を遮さえぎろうとしたが。

『ねえ　ねえ　じゃまだよ』

　こともなげに右腕で左腕を引っ張り、位置を修正して邪霊は言う。

『あなた　いらないよ』

「誰に口を──」

　ガィンッ！　と耳慣れない音が響ひびいた。鉄の棒と鉄の棒を、思いきり打ち合わせたような。

　ティリアが顔をゆがめると同時、

「がッ……!?」

　ティアマトがうめき、大きくよろめいた。

　一瞬、なにかの冗談かと思う──ティリアの目には今、なにも映らなかった。鉄の棒はおろか、攻こう撃げきと認にん識しきできるような現象のなにひとつ。

　しかしティアマトは歯を食いしばり、仮面の視線をティリアにくれた。

「人間……行け！　ラミーネを連れて、逃げろ！」

「そ、そんな……そんなこと、言われても……！」

「こやつ、どうやら普ふ通つうではない。ラミーネをこやつの影えい響きよう範はん囲いから出すのだ、わらわが食い止める！　走れ、早く！」

　言うなり、ティアマトは再び魔術を放つ。連なる爆発音で、もう声も聞こえない。

　震ふるえるひざを懸けん命めいに叱しつ咤たし、ティリアは立ち上がった。

　目を閉じたまま動かないラミーネを抱え上げ、ふらつきながら荒こう野やを走り出す。どこまでも続くあてどない景色に愕がく然ぜんとしながら、それでも必死に進んだ。

（助けなきゃ……助けなきゃ……！　誰か……）

　様々な顔が脳のう裏りに浮かんでは消える。

　どうやら無意識のうちに、自分で自分を勇気づけようとしているようだ。

（誰か、助けて！　お父さん……お母さん）

　少しでも、本当に助けてくれる確率の高い者を、選別しようとしている。おそらく意味はない。こんな南の果てに、誰かがやってくる可能性などありはしない。

　きっと、彼女を守るはずの、彼ですら。

（デルクさん……！　デルクさ──）

　ガィンッ！

　二度めのそれは、ティリアの頭の中で聞こえた。

　夜中にランプを吹ふき消したように、いきなり視界が暗転する。身体が投げ出された──はずなのに、地面の衝しよう撃げきを感じることはできなかった。




　かわりに、声がする。




『すばらしいですよ、ティリアさん』

『よくぞ立派に育ててくださいました』

『これでクオラン家の名めい誉よは躍やく進しん』

『あなたはこの国の母も同然です』

　どこかで聞いたことのある声が、聞いたことのない賞賛をつむいでいる。

　気持ちが悪いはずのそれが、どうしてかとてつもなく心地ここちよかった。自分は、ここに来たかったのではないか。こういう声に、包まれていたかったのではないか。

　ここはすばらしい。

『すばらしいですよ』『よくぞ立派に』『名誉は躍進』『母も同然』

　魅みせられてゆく。

『すばらしいですよ』『よくぞ立派に』『名誉は躍進』『母も同然』

　満たされてゆく。拒否できない。

　その最中に──ティリアは、別の声も聞いた。

『すばらしいですよ』『よくぞ立派に』

『先生、こんなの見つけたよ。見て見て、変な虫』

『母も同然』

　どこかで聞いたことのある声が、聞いたことのある無む邪じや気きな言葉をつむぐ。

『すばらしいですよ』『よくぞ立派に』

『先生、あたしのお弁当見て。今日はイモリの黒焼き！』

『水たまりあった。見て見て、ぱしゃぱしゃするよ』

　次々に溢あふれる。途と切ぎれることなく。

　微笑わらっていることを、ティリアははっきりと自覚した。

『先生の絵、描かいたの。見て見て』

『よくぞ立派に』

『この本、ぜんぶ読めました……ほめて』

『先生、カエルつかまえたよ、超ちようでっかいの。あげるね』

　満たされている場合ではない。相手は常に飢うえている。

　そういえば、今日のおやつもまだだった。

『見て見て、すっごい汗あせかいちゃった』

『ケガしたよ、先生ケガ。見て……』

『お昼ひる寝ねしてたら、こんな夢見たの』

『砂場にすごいのつくったよ、見にきて』




『ティリア先生！』




　重いまぶたをむりやりに開き、ティリアは上体を起こした。

　汗をかいている。ケガもしている。先生のほうこそ、見てもらいたいものだ。

「みんな……イタズラばっかして……」

　土に反射する陽光が目に痛い。頭の奥がガンガンする。

　しかし、どうでもよかった。

　ラミーネがいないのだ。

「ぐ……！」

　震える両足で立ち上がる。

　ティリアから、まだいかほども離はなれていないところに、ラミーネはいた。けれども、どんどん遠ざかっている。迷いのない足取りで、まっすぐに歩いている。

　宙に浮かんでひらひらと舞まう、壊こわれた笑え顔がおの人形に向かって。

『ねえ　あるよ　ねえねえ　あるよ　ねえ』

「ダメ……！　ラミーネちゃん！」

　ひざから下を投げ出すようにして走り、ティリアはラミーネを抱だきしめた。

　ひたすらに前へ進もうとする彼女を、強く強くかき抱いだく。この腕うでを放してはならない。放せばきっと、恐おそろしいことになる。絶対に放してはならない。

　たとえ死んでも。

『ねえ　あるよ　ねえねえねえねえ　あるよ』

「あなたは……何なの……!?」

　振ふり絞しぼるようなティリアの言葉に、応こたえてというわけでもないのだろうが。

　邪じや霊れいの笑みがひときわ深まり、その口がカパッと大きく開いた。

『あるよ　とてもいいところ　あるよ

　なんでもいえるところ　あるよ

　すなおになれるところ　あるよ

　だから　いこ　ねえ　そこにいこ　ねえ　あるよ　ねえ　ねえねえねえ』

　何を言っているのか、わからない──いや。

　よもやこれは。

「ラミーネちゃんの……望み、なの……？」

「人間……逃げろ……！」

　ハッと視線を巡めぐらせる。

　倒れ伏ふしたティアマトが、それでも立ち上がろうとしていた。

　見る限り、外傷はない。しかし明らかに追いこまれた表情で、仮面から覗のぞく頰ほおを引きつらせている。

「やはり、ただの邪霊では、ない……よもや……このような」

「ティアマトさん……！　に、逃げられそうに、ないんですけど」

「わらわが盾たてになる。回りこんで、やつとわらわを直線上に置け……絶対にラミーネを死なせるでないぞ」

「で、でも！　そんなこと、ティアマトさんが！」

「早はようせい！」

　一いつ喝かつとともに、ティアマトが今までとは異なる魔ま術じゆつを放った。

　地を這はう光が波のように盛り上がり、回かい避ひするそぶりもない邪霊を氷のかたまりに閉じこめる──しかし、魔力が結けつ晶しよう化したその瞬しゆん間かんから、氷の表面が白くひび割れた。たちまち打ち砕くだかれようとしている。

　強いだけではない、とティアマトがうめく。

「魔力を直接、投げつけてくる……いわゆる精神攻撃じゃ、防ぎようがない。人間が何度もくらってしまえば、心が壊されるぞ。やつの狙ねらいは、子供じゃ」

「子供……子供を、食べるって……！」

「精神力を吸い尽つくすのじゃろう。こうなったのはわらわの不覚、早う逃にげい。ラミーネは魔族の未来にとって、必要不可欠な存在じゃ！　その子だけでも……、それに……」

　きっと、人間の未来にも。

　言外の意志を感じ取り、ティリアは両りよう腕うでに力をこめた。一歩ずつ、邪霊から遠ざかる。

（負けるもんか……！）

　氷が砕け、ティアマトが咆ほう哮こうした。

　距きよ離りが開くほどに、邪霊に引き寄せられているラミーネの抵てい抗こうが弱くなる。思いきり羽は交がい締じめにしたまま、引きずってしまってかわいそうだけれど。

（絶対……あんなやつに……！）

『ねえ』

　キッとティリアは顔を上げた。

　首がねじくれ、胴どうがひしゃげた邪霊が、相変わらずの笑顔でこちらを見ている。もはや外見を直そうともしない。それほどにラミーネを取りこめたと思っているのか。

　たとえそうであれ、せめて屈くつするものか。

「ラミーネちゃん……走れる？」

「……オカア、サン……」

「……保育園にもどろ？」

　ティアマトは、きっと何度でも立ち上がるだろう。高位魔族なのだ、きっと時間を稼かせいでくれる。ラミーネが逃げられればそれでいい。

　けれど、自分はここまでだ。

「みんなのところに行って？　ね？」

「……ウん」

「よかった」

　邪霊のいびつな眼めに、うっとうしそうな色が混ざる。

　ラミーネを自分の背中に隠かくし、ティリアは強く目をつむって──

　ガィン!!

　という音は、頭の外で聞こえた。

「っ……！　……え」

「神剣合一ソードバビロン──」

　土つち埃ぼこりを蹴け立たてて、無人の馬が走り去っていく。目を開けて最初に見えたのは、なぜかそれだった。

　自分の前で構えをつくり、剣を横よこ薙なぎに振り払はらいざま、

「リムドライブ!!」

　光の軌き跡せきで邪霊を撃うつ、騎き士し見習いの存在は──どうしてか、すぐには目に入らなかった。

　たぶん、信じられなかったのだろう。彼がそこにいることが。

「デ……デルクさん……？」

「遅おそくなった。……ティリア」

　肩かた越ごしに振り返り、彼は一度剣を納めた。

　腰こしヒモをほどき、取り外したブタさんエプロンを、ティリアに預けて告げる。

「ありがとう」







　間に合った、と果たして言えるのかどうか。

「想定より、これは……はるかに悪い、事態だな」

　まさかティアマトが倒たおれているとは、さすがに考えていなかった。

　ラミーネを連れているために、もしも捕つかまっていれば地上戦に引きずりこまれているだろう、と。そう予測してはいたものの、森がえぐれて地面が吹ふき飛んでいるなどと。

　おそらくは、魔族の対邪霊経験の浅さと、人間側の調査不足とが合わさり、最悪中の最悪という目が出てしまったに違ちがいない。

　その結果が、目の前にいる一体の邪霊。

　神剣合一ソードバビロンで受けた傷を、ゴボゴボと空気を取りこんで癒いやそうとしている、気色の悪い生き物だ。

「デ、デルクさん……！」

「何してる、早く逃げろ。ファイムジアは円を描いて戻もどってくる。ラミーネを連れて、保育園まで戻るんだ」

「は、はい。わかりましたけど、あの……ありがとう、って、何のお礼でしょう……？」

「そんなことはいい。とにかく、行ってくれ」

　ティリアが立ち上がり、目をしぱしぱさせているラミーネを抱きかかえて走りだす。

　邪霊に魅み入いられているかと思ったが、ラミーネは呪じゆ縛ばくされていない──いや、まるで解けたあとのようだった。何があったのだろうか、気にかかるところではあるが。

「ともあれ……ようやくと言えば、ようやくだな」

『ねえ　……ねえええええ　あるよおおおおおお』

　デルクは深く息を吸った。

　数回に分けて吐はききり、再び大きく吸いこむ。何度も繰くり返す合間に、体内の力を意識的に分散。すみずみにまで行き渡わたった力が、皮ひ膚ふを通じて発はつ露ろする様をイメージする。

　擬ぎ昇しよう呼吸。

「ようやく、貴様らと戦える」

『ねえええええ！』

　ガィンッ！

　額から後頭部へと突つき抜ぬけた衝しよう撃げきに、一いつ瞬しゆんだけ顔をしかめる。

　だが、それだけだ。我ながら、うまく練り上げることができた。

「いくぞ……！」

　地を蹴けり、猛もう然ぜんと襲おそいかかる。

　距離をとろうとするも、絶望的に動きののろい邪霊を、白はく刃じんが斬きり裂さいた──二度、三度。斬り抜けざまにもう一度。

　キエイイイイイイッ、と魂たましいを引っかくような叫さけびが響ひびき渡る。

（ダメだ……神剣合一ソードバビロンが乱れている。やはり、防ぼう御ぎよの擬昇と併へい用ようは難しいか）

　ダメージは与あたえたが、倒すにはまるで届かない。そういう手て応ごたえを、剣から感じた。

　ガクンッ、と宙をのたうつ邪霊の首が、数倍ほどにまで伸のびる。

　顔だけでこちらを振り向いた邪霊が、ひび割れた瞳ひとみでにぃっと嗤わらった。

（……！　読まれたか、考えを）

　身構えると同時、森のほうから木の爆はぜるような音が響いた。

　視線をやると、やはり木々がひしゃげ、砕けたのちに寄り集まっている。ツタ同士が絡からみ合い、熊くまのようなケモノを象かたどって、一いつ斉せいに突とつ撃げきしてきた。その数、およそ十。

「森まで操あやつるか……！　手て強ごわい！」

　舌打ちし、つま先を新手に向ける。動きの速いほうから片付けるしかない。

　縄なわ張ばりを定めるほど強い邪じや霊れいは、驚おどろくほど執しゆう念ねん深ぶかく行動する。

　逆に言えば、執念深いほど力のある邪霊ということにもなる。木の梢こずえから、じっと空を眺ながめているような気の長い個体は、いずれ獲え物ものが通ることを確信している難敵だ。

　一度網あみにかかったら、諦あきらめることは絶対にない。

　ラミーネを追いかけて、保育園にまでも現れかねないだろう。

（ここで、倒す）

　押しつぶそうと体当たりしてくる木のかたまりをかわしながら、ツタの部分を断たち切る。不可思議な力で操られているとはいえ、植物は植物だ。対応を誤らなければ、剣でなんとでもなる。

　問題は──

　ガィンッ！

「っチ……しつこいな」

　擬昇呼吸で高めた精神防御に、何度も何度も叩たたきつけられる魔力。

　伸び、ねじれ、自らひしゃげ──目も当てられないほど醜みにくい姿となった邪霊は、髪かみを振ふり乱しながらそれでも機き嫌げんよさそうに笑った。

『あるよ！　ねえ！　みとめられるところ！　まわりのみんなに　ほめられるところ！　りっぱだって　ほこりだって　いわれるところ！　あるよお！』

「それが……ティリアの心の中か？」

『ねえ！　あるよ！』

「貴様ら邪霊は、欲望しか見ない！」

　最後の一体の木を縦に斬り裂き、デルクは邪霊との距離を詰つめる。

　欲望のない生き物など存在しない。人間も、魔ま族ぞくも。

　邪霊はそこにつけこんで、自分の棲処すみかに引きずりこむ──そこでゆっくり、長い時間をかけて精神エネルギーを食くらい尽くすのだ。

　だが、欲望だけしかない生き物も、存在しない。

「──っ!?」

　足をとられ、デルクは危あやういところで踏ふみとどまった。

　斬り裂いたはずのツタが、いまだしぶとく足首に絡みついている。剣を振るったが、斬れない。なんらかの力で補強されている。

「く……神剣合一ソードバビロン！」

　剣の刃やいばを己おのれと見立て、物質を保ちつつ魔力体化させる、人にしかできない魔道技術。

　生体破は壊かいを目的としたそれで、あっさりとツタを引き裂き──その刹せつ那な。

『ねえ』

　声が直接、頭に響いて聞こえた。

　ガィン！　と脳のう髄ずいをなにかが突き抜ける。幕を下ろしたように、目の前が暗くなる。

　邪霊の哄こう笑しように混じって、懐なつかしい気配が心を満たした。




『任務達成だ！　次の任務を！』




『任務だ！　よくやったライシード！』

　これは、鬼おにと呼び恐おそれられた訓練教官殿どのの声だ。

　本当に懐かしい。元気にしているだろうか。

　こんなところまで、自分を心配して出張ってくれるとは──まったく頭が下がる。

『ライシード、貴様は強い！　だが、失敗したのではないのか！』

　──どういうことでしょうか、教官殿。

『邪霊に精神のポジションを奪うばわれるなと、何度も教えこんだはずだ！　しかるに、今の状じよう況きようは！　貴様の負けではないのか！』

　──教官殿。自分の今の任務は、何でしょうか。

『バカモノ！　ティリア園長代理の身辺護衛、それに他ほかならんだろうが！』

　──おっしゃる通りです。ですが、教官殿。




　あの子たちも守りたい。

　デルク・ライシードは、そう望む。




「ティリアが……自分の命を守ろうと、一人逃げ出していたら」

　ざ、と歩みを進める。

　いまだ薄暗い視界の中に、邪霊の姿を捉とらえながら。

「あるいは、ラミーネからはなれていただけでも……俺は、ティリアを守った。ティリアだけを守った。それが任務だからだ」

　ラミーネを背中にまわし、自らの身体からだを盾たてに、邪霊の攻こう撃げきから守ろうとしていた彼女。

　子供を守る。

　その行動を貫つらぬいていてくれたから、デルクは二人ともをかばうことができた。

　そうと信じさせてくれたことも。きっと自分が間に合ったことも。

　邪霊を間合いに捉えていることも。

　新たな望みを心に抱いだけたことも。

　すべて、ティリアのおかげだ。

「今、俺には感謝しかない。わかるか──いや」

　わからないだろう。

　最後の言葉はなく、ただ邪霊を縦に斬り裂く。

『ヒイイイガアアアアアアアア!!』

　すさまじい絶ぜつ叫きようをあげながらも、邪霊はふらふらと後退した。

　深手だ。いける。とどめに、あと一いち撃げき。

　再び、森から異音が響いた。

「ッ！　くそ、またか……!?」

　どれほどの力を有した邪霊なのか、木々の残ざん骸がいが躍おどり出てくる。足を止めざるをえないデルクに、ただやみくもに絡まり合っただけの巨きよ大だいな質量が押し寄せて──

　横手から飛び来た白光に貫かれ、粉こな微み塵じんに吹き飛んだ。

「……ティアマト様」

「早くやれい！　人間！」

　手負いの龍りゆう母ぼが立ち上がり、森の抵てい抗こうを薙なぎ倒していく。

　デルクはもう一度、剣けんを鞘さやに納めた。

「──神剣合一ソードバビロン」

『ねえ　あるよ』

　いまだ言葉をつむぐ、宿敵と呼ぶはずだった存在に向かって。

「ライトブラスト!!」

　解き放った光の烈れつ波ぱは、空間からこそぎ落とすように、小さな邪じや悪あくを吞のみこんだ。

　炸さく裂れつし、爆ばく散さんし、熱い風が渦うず巻まき──なにもない空が、現れる。

　ティアマトと戦っていた残骸たちも、ガラガラと音を立てて崩くずれ、動かなくなった。

「……倒たおしたのか。人間」

「はい。ご無事でしょうか？」

「フン、手ひどくやられたわ。頭の中がぐちゃぐちゃじゃ。邪霊にあんな手合いがおるとはのう……助かったぞ」

「恐れ入ります」

　どすん、とティアマトがその場に座りこむ。外傷がないだけに健在に見えるが、消しよう耗もうはかなりのものなのだろう。

　手を貸すには相手のサイズが大きすぎるし、そもそもそれが不敬でないかどうかも、判断に困るところだ。

　どうしたものかと思い悩なやむデルクに、

「デルクさぁーんっ！」

　馬を駆かる少女の声が届いた。一直線にこちらへ向かってくる。

「ティリア……なぜ戻もどって……？」

「合理性に欠ける行動じゃな。あの娘むすめらしくもない。……惚ほれられたか？」

「はい？　なんです？」

「なんでもないわい。人間、みっつほど頼たのみがある」

「はっ」

　姿勢を正すデルクに、ティアマトは薄うすく微笑ほほえんだ。

「ラミーネとあの娘を連れて、すぐに保育園まで戻ってくれ。辿たどり着くころには、紫し影えいの門が開くであろう。ラミーネを、我が棲処へ送ってやってくれぬか」

「……それは」

「門が開くときまで、卵が辛しん抱ぼうしてくれるかはわからぬがの。わらわは大だい丈じよう夫ぶじゃ、自力で戻れる。しかし門には間に合うまい……ラミーネを、生誕に立ち会わせてほしい」

「承知いたしました」

　あとのふたつはの、とティアマトは顔を上げる。

　懸けん命めいにファイムジアを操り、ここまで辿り着こうとしている保育士を眺めて。

「お前と、あの娘の名を、聞きたい」
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　従軍以外で、魔ま族ぞくの城に入ることになるとは思ってもいなかった。

　天然の岩山をくりぬき、中に居住空間を設けるという、人間にはとても不可能な発想でつくられた、その大広間で。

「ラミーネちゃん……ほら」

　ティリアが、かちこちに強こわばっているらしいラミーネの両りよう肩かたを、そっと押し出した。

　空間こそだだっ広いが、その場にいる魔族は多くない──とはいえ、百は下らないだろう。いかにも戦場で出会いたくない顔ぶれが、ぞろぞろと列をなしている。

　この龍母の居城に来ている、すなわち魔族と人間の共同計画である保育園の存在を知り、それに賛同する立場にある魔族ということで間ま違ちがいはない。

　それでも、やはり奇き異いの目で見られる。

　ティリアとデルク、たった二人の人間が、龍女ラミーネを連れて現れたのだから。

（ティアマトが俺を同行させたのもわかる……ティリア一人でこれは、さすがに）

　とはいえ、当のティリアは何も気にしていないように見えた。数多あまたの厳しい視線にさらされても、どこ吹ふく風のやさしい笑え顔がおである。

　邪霊の攻撃をその身で受けたと聞いて、ずいぶん心配もしたのだが。

「ティリア先生……」

　数歩進んだところで、ラミーネがこちらを振ふり向いた。

「どうしたの？　みんな待ってるよ？」

「うん。……あのね。守ってくれて、ありがとう……痛くない……？」

「ぜんぜん平気だよ。どういたしまして」

　両目を潤うるませて、再び進もうとしたラミーネが、しかしまた足を止める。

「……デルク先生」

「なんだ？」

　ごしごしと両手で目をこすり、小さな龍母が顔を上げた。

「昨日、ケガのとき、ありがとう」

「ああ」

「アメおいしかった」

「またあげよう。ケガのないときに」

　うん、と笑って、ラミーネが歩き出す。もうこちらを振り返りはしない。

　その足の進む先、祭さい壇だんじみたステージの上に、大きな卵があった。

　デルクの腰こしほどまでの高さがあるだろうか。灰色ににぶい輝かがやきを放つ、ただごとではない存在感。わずかに鳴動しているようにすら見える、龍族の卵──まだ産まれていない。

　間に合った。

「とは言ったものの……大丈夫でしょうか、ラミーネちゃん」

　急にティリアの声が、はらはらと不安を帯びる。

「泣いちゃわないでしょうか。こ、混乱しちゃわないでしょうか。いろんな反応が予想できすぎて、なんだか先生は、先生は、ううう」

「お……落ち着こう、ティリア」

「わかってます、わかってますけど。わたしが慌あわててもなんにもならないんですけど、でもっ……！」

　とことこと、ラミーネが階段をのぼった。

　祭壇のまわりには、数人の高位魔族が集まっている。

　ラミーネの兄と姉たちだろう。十数人いると聞いたので、来られる者たちだけが駆けつけているようだ。

　今いる他にも、魔ま王おうの、そしてティアマトの血を引く者が多くいる。しかし。

　まるでラミーネの到とう着ちやくを待っていたかのごとく、

　ピツッ、

　と引きつるような音とともに、卵が揺ゆれた。

　おお、と広間にどよめきが走る。

「魔族の、産まれるところなんて……は、初めてで」

「ああ」

　ティリアの言葉に、デルクも頷うなずいた──鳥の孵ふ化かなら、以前見たことがある。内側から少しずつ殻からを破り、出てくるまでにずいぶん時間がかかった。

　けれども、龍の卵は違ちがった。

　縦に入った亀き裂れつがまたたくまに広がり、蜘蛛くもの巣状にひび割れてゆく。まるで卵のほうから、自らの意志でそうするかのように、まっぷたつになってしまった。

　ぃああああああう、と特とく徴ちよう的てきな産うぶ声ごえが響ひびき渡わたる。

　わっ、と龍の兄姉きようだいが顔を寄せた。そのあたりの反応は、人間と大差ない。

　しかし。

「……女。いや……ティアマトだ」

　誰だれの呟つぶやきだったのだろうか。

　ティアマト、という言葉が、さざ波のように広間を駆け抜ぬけた。

　最初は小さく、けれどすぐさま大きなうねりとなって、魔族たちを席せつ巻けんする。

「ティアマトだと……!?　本当にか!?」「ラミーネ様がいらっしゃるのに!?」「同世代に二人のティアマトだなんて、聞いたこともない」「前ぜん代だい未み聞もんだ！　後あと継つぎはどうなる!?」「関係あるまい、落ち着くがいい──」「大ティアマト様はどこにいらっしゃるのだ！」

　デルクは、ティリアと顔を見合わせた。ティアマト。すべての龍の母。

　ラミーネの妹も、そうだというのか。

　ざわめきがおさまらない。怒ど鳴なり声をあげる者もいる。魔族にとっても、相当に重大な事件であるようだ。母親の不在が悔くやまれる。

　しかし、このままではあまりにあまりだ──

「静かに!!」

　その声は、意を決して一歩前に出た人間代表、ティリアのものではなかった。

　ステージの上、兄姉たちの間を割って、ラミーネ・ティアマト・オルガズィアが産声の元へと近づいてゆく。

　魔族も、人間も、固かた唾ずを吞んで見守る中。

　ラミーネの両手が、はだかの赤ん坊ぼうを抱だき上げた。

　背中にうかがえる、小さな二対ついの翼つばさ。すでに存在を主張している、大きなしっぽ。

　それは確かに、ラミーネと同じティアマトの特徴であるようだったが。

「……かわいい」

　あるがままの言葉が、ラミーネの微笑みからこぼれた。

「お姉ちゃんだよ」

「ぃあああああ……うー……？」

「いっしょにいようね」

　小さな小さな妹を、せいいっぱいやさしく抱きしめる、あらん限りの祝福。

　最前列の魔族が、その場にひざをついた。

　あたかも波が引くように、かわりになにかが充みち満ちていくように。次々と魔族たちが身を低くし、大広間を礼が埋うめ尽つくす。

　ぼろぼろに泣いているティリアの手を引き、デルクもそれにならった。

　新たななにかが、はじまろうとしている。

　そんな瞬しゆん間かんに立ち会えている気がした。
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　邪じや霊れいの件が事後処理まで片付いて、数日後。

「「ティリア先生、園長先生になれておめでとうございまーす！」」

　極きわめてわかりやすい祝辞と、満場の拍はく手しゆが鳴り渡った。

　遊ゆう戯ぎ室の出入り口に棒立ちしたティリアが、ただただきょとんとしている。居並ぶ園児たちと、仁に王おう立だちしているデルク、そして朝っぱらから用意されたお菓か子しとジュースの意味がわかっていない様子だ。

「な……なんでしょうか、これは……？」

「見ての通り、お祝いだ」

「デルク先生？　あの、えっと、あう、なんでみんな知って」

「俺がしゃべった」

　戸と惑まどうティリアにいびつな三角帽ぼう子しをかぶせ、いちばんいい席に座らせる。

　ジュースのコップを持たせると、誰からともなく乾かん杯ぱいの声がこだました。

「朝から遊戯室に入れてもらえないと思ったら……」

　苦く笑しようしていたティリアだが、園児たちにつられてようやく明るく笑った。

「こんな準備をしてたんですね？　デルクさんったら、もう」

「ぬかりはない。昨日から計画していた。子供らがどうしても祝いたい、とな」

「あははは……いいことばかりじゃないですのにね。わたしが正式に園長になって、それでいて追加の人員がこないということは……」

　しばらく、このままでやれということ。少なくとも、ティリアより経験が上の人間は、見つかる見込みもないということになる。

　もっとも、子供たちには関係ないことだ。影えい響きようがあるにしても、気にしはしない。

「本当に申し訳ないです、デルクさん……」

「なにがだ？」

「ですから、その……騎き士しさんなのに」

「先日、ティリアに辞令が届いたとき、俺にも書類が来ていただろう」

「あ、ええ。誰からだったんですか？」

「騎士団からだ。この保育園の職員見習いとして給きゆう与よを受け取ることを、正式に認めてくれた。副業扱あつかいになるからな」

　なるほど、と一度は納なつ得とくしたティリアだが、やがて小首を傾かしげる。

「職員……見習い？」

「そうだ。ティリアについて、保育士の現場をしっかり学ぶようにと達せられた」

「え、じゃあ、騎士見習いで……保育士見習い？」

「そういうことになる」

　なお、二級から昇しよう進しんし、一級騎士見習いと認にん定ていされたことも伝えられていた。

　デルクが森で討うった邪霊は、かなり広い縄なわ張ばりをもつ大物であったらしい。

　見習いのまま一級の称しよう号ごうを得たのは王国初だと書類にはあったが、ほめられているのかどうなのか、まるでわからなかった。どうでもいいことだが。

「デルクさんは、保育の騎士ですね」

　くすくす笑って、ティリアが言った。

「いつか、どっちの『見習い』もとれて、本当にそうなっちゃうような気がします」

「保育の騎士。……悪くない」

「でも、ティアマトさんを救ったんだから、普ふ通つうに騎士にしてくれてもいいですのにね」

「そうもいかないし、別に気にしていない。俺の望みは、ひとまず定まったからな」

「あら、そうなんですか？　どんなです？」

「秘密だ」

「えっ、ひ、ひどい！　わたしのは聞き出したくせに……」

　それではあ、とひとしきりクッキーを平らげたラミーネが立ち上がる。

「ティリア先生をお祝いして、あたしたちから出し物があります」

「出し物？　わあ、うれしいな！」

「ふふ。ちなみに、先生のその帽子はあたしが作りました。……あの、形を作ったのはデルク先生だけど、絵をあたしが描かいたの。フフン」

　デルクももれなく上手には作れず、なかなか個性的な円えん錐すいになってしまったが。

「みんなそれぞれ考えたの、まずは──」

「まずは、ニャクがティリア先生のためにお歌を歌いまーす！」

「待って。ニャク待って、ニャクは最後だから。いわゆるトリだから、それで納得して。いきなり被ひ害がいが出るのはダメだと思うの」

「ラミーネちゃんそれどういう意味？　ちゃんと練習したよ、お魚に聴きいてもらって」

「お魚さんたちどうなった？」

「浮ういて寝ねてた」

「普通そういう寝方しなくない？　や、やっぱりニャクは──」

　待ってくれ、とデルクが会話に割って入る。

　壁かべ際ぎわの棚たなから、一組の紙かみ芝しば居いを取り出しながら。

「俺からでも構わないか？　ニャクード」

「え、デルク先生の出し物？　ぜんぜんいいよ、なにするの？」

「ティリアが描いた紙芝居を、俺が読み聞かせてみようと思う」

　ひゃああああ、とティリアが素すっ頓とん狂きような声をあげた。

「な、なんですかそれ!?　新手の羞しゆう恥ちプレイですか!?」

「プレイ？　何の話だ？」

「あ、い、いえ。別に……で、でも、わたしのなんて使わなくても、普通に王都で買ったもののほうが……」

「子供たちがいちばん好きなお話、ということらしいからな」

　ティリアの隣となり、いつもの小さな四角い椅い子すに腰こしかける。

　あ、とラミーネが呟いた。デルクが手にした紙芝居のタイトルを見たのだろう。

　偉い大だいな魔ま王おう様、とそこにはあった。

「むかしむかし──」

　それは決して、言葉そのままのような彼方かなたの出来事ではない。

　二年前まで、人間と魔族は相争っていた。ドラゴンは山を壊こわし、人間は大軍を興おこした。心やさしい魔王が騎士に狙ねらわれ、罪もない人間の街が魔物に滅ほろぼされる、そんな時代もあったのかもしれない。

　人は魔族を、どう思うべきなのか。

　魔族は人に、どう接するべきなのか。

　あのとき、妹を見つめていたラミーネの瞳ひとみの中に、答えはあったのかもしれない。

　デルクは、それを見ることは叶かなわなかった。しかし推測することならできる。

「──かつてないほど、大きな山をつくりました。ドラゴンにも壊せない、高い高い山です」

「うん……」

「人間の騎士は山を越こえることができず、帰っていきました。やさしく偉大な魔王様は、生き残った魔族たちと、山の内側で幸せに暮らしました……めでたしめでたし」

　終わった紙芝居を手にしたまま、デルクは少しだけ両目を閉じた。

　悲しい話かもしれない、と思う。

「これは……この魔王の行いは、騎士道ではない」

「……デルク先生」

「きっと、別の名があるのだろう。俺はそれを尊重する。この行動が、その道に反しているとは思わないし……今の、魔王も」

　いや。今の魔王は、もっとすごいかもしれない。

　越えられない山を作ってしまったら、魔族が外に出たいと思ったとき、大変だろう。

「もしもこんなやさしい魔王が、今は人間の味方なのだとしたら……心強い」

「お父さんも……」

「ん？」

「魔王様も、言ってたよ。人間の騎士、強かったって」

　そうか、とデルクは笑った。

　子供はときに、ずいぶんと容易に、物事の核かく心しんを突ついてくるものなのかもしれない。

「じゃあじゃあ、次はいよいよニャクがお歌を──」

　硬かたい足音が響ひびき、皆みながそちらに目を向けた。

　朝の光を背に負って、白い魔物が立っている。相変わらず、表情らしいものはない。赤い瞳はやや気け怠だるそうだ。

「トイレ掃そう除じ……完かん了りようした」

　デルクは笑った。今度は声をあげて。

　魔族将軍が、むっと眉まゆをひそめる。

「なんだ」

「いや……変われば変わるものだ、と思ってな」

「……フン」

　犬のアップリケが縫ぬいつけられている、カラフルなエプロンを着たシルヴェイラに。

　ティリアがとても、とてもうれしそうに笑った。
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　こんにちは、神かみ秋あき昌まさ史ふみです。大して健康志向でもないのに、インスタント麵めんの作り方だけは意識高い、そんなどっちつかずです。野菜いっぱい入れます。麵をゆでたお湯を捨てるとか、捨てないとか、材料を事前に炒いためるとか、炒めないとか、いろいろやってみました。だからっつって本格的なヘルシー料理にチャレンジするかっつーと、それはしないんですよね。どういうことやねんと。もうちょっとがんばってみようよと。

　スニーカー文庫では初めてとなります当作品、そんな人間がお届けいたしました。

　保育の騎き士し、ということで。異世界ファンタジー、モンスターの子供たちが通う保育園のお話なわけですが、ぽつぽつと食べものも出てきます。基本的に食べることが好きな作者ですもので、お食事シーンとか好きなんですね。と言ってさほど書いたわけではないのですが、お肉とか、アメ玉とか、巨きよ大だい吸血ヒルとかが出てきます。食べてます。

　ちなみに自分は抹まつ茶ちやが好きであります。

　抹茶というか、抹茶菓が子しというか。あのあれ、いわゆるジャンクなほうですね。けっこうなお手前で的なのも好きなんですけど経験浅いですし、ハー●ンダッツのグリーンティーとかはなんというか恐おそれ多いですし。そう、恐れ多い。恐れ多いんですよガチ抹茶は！

　なので、言葉は悪いですけどウソ抹茶が好きです。

　そうあの、特に駄だ菓が子しでよくありますよね？　「あっ、これの抹茶味が出てたのか！」みたいなやつ。チョコレート菓子なんかで頻ひん繁ぱんに見ますけど、あれが大好きですねー。親しみやすい味。ゴデ●バというよりは明●みたいな。百円ちょっとでだいたい買えるっていう、いやあテンション上がります！　カバンに詰つめてお出かけしたい！

　……今回の作品で、抹茶味が好きそうなキャラっていったら、誰だれでしょうかね？

　デルク、は……無駄に感心しそう。「今までにない味だ。なるほど粉末か」とか。そういうの求めてないから。水でも飲んで寝ねてろ。

　ラミーネとかニャクードとかは普ふ通つうにもりもり食べそうですね。他ほかの味と分け隔へだてなく好きって感じで、口のまわりを真緑にしてそうです。

　ティリアとレッティも同じく普通というか、好き嫌きらいなさそうというか。なにを食べさせても笑え顔がおでおいしいねって言ってくれるタイプですかね？　うむ。幸せにしたい。

　そんでハウタウは、あー、ハウタウか。好きそう。ガチ抹茶のほうを好きそう。

　ハウは濃こい茶ちやが好きで、タウは薄うす茶ちやが好きみたいな。えらいパーフェクトな作法で同時に飲み干して「「極ごく上じよう」」とか言ってそうですね。かわいい。

　そんでシルヴェイラが実はガチ抹茶ダメそう。

　苦いのを飲む意味もわからないというか……表情は変えずに、じわりと敬遠してそうですね。かわりにチョコ抹茶が好き。き●この山抹茶ミルク味とか好き。やだかわいい、魔ま族ぞく将軍かわいい。日常的にプレゼントしたい。

　さて、そんなこんなで。

　この本が世に出るにあたりまして、多くの方にお世話になりました。イラストをつけてくださった森もり倉くら円えんさん、ありがとうございます。ハウタウの表情が好きすぎて、もうどうしましょうねこの子たちは。なにかとご面めん倒どうばかりおかけしてしまっている担当さん、常つね日ひ頃ごろから支えてくれている友人知人諸氏、そしてご購こう読どくくださった読者の皆みな様さま方。

　この場を借りて御お礼れい申し上げます、まことにありがとうございます。

　またがんばって本を書きますね。

　ではでは。神秋でした。
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